
令和２年第５回平群町議会  

定例会会議録（第２号）  

招 集 年 月 日 令和２年９月１４日  

招 集 の 場 所 平群町議会議場  

開 会 （ 開 議 ） ９月１４日午前９時０分宣告（第２日）  

出 席 議 員 

 １番  岩  﨑  真  滋    ２番  長  良  俊  一  

 ３番  山  本  隆  史    ４番  井  戸  太  郎  

 ５番  稲  月  敏  子    ６番  植  田  いずみ  

 ７番  山  口  昌  亮    ８番  森  田    勝  

 ９番  山  田  仁  樹   １０番  窪    和  子  

１１番  下  中  一  郎   １２番  馬  本  隆  夫  

欠 席 議 員     な    し  

地方自治法第121条 

第１項の規定により 

説 明 の た め 出 席 

し た 者 の 職 氏 名 

  町 長      西  脇  洋  貴  

  副 町 長      植  田  充  彦  

  教 育 長      岡    弘  明  

  会 計 管 理 者      大  辻󠄀  孝  司  

  政 策 推 進 課 長      巳  波  規  秀  

  総 務 防 災 課 長      川  西  貴  通  

  税 務 課 長      橋  本  雅  至  

  住 民 生 活 課 長      大  浦  孝  夫  

  健 康 保 険 課 長      辰  巳  育  弘  

  福祉こども課長      西  岡  勝  三  

  観 光 産 業 課 長      島  野  千  洋  

  都 市 建 設 課 長      今  田  良  弘  

  教育委員会総務課長      松  村  嘉  容  

  上 下 水 道 課 長      寺  口  嘉  彦  

  政策推進課主幹      酒  井  智  志  

  政策推進課主幹      福  井  伸  幸  

  総務防災課主幹      寺  口  浩  代  

  総務防災課主幹      松  本  光  弘  

  税 務 課 主 幹      藤  本  佳  利  

  住民生活課主幹      浅  井  利  育  

  健康保険課主幹      南    佳  子  

  観光産業課主幹      川  端  康  嗣  

  観光産業課主幹      井  上  嘉  久  



地方自治法第121条 

第１項の規定により 

説 明 の た め 出 席 

し た 者 の 職 氏 名 

  都市建設課主幹      竹  吉  一  人  

  都市建設課主幹      西  岡    亨  

  教育委員会総務課主幹      北  川  貴  史  

  教育委員会総務課主幹      浦  井  久  嘉  

  総合文化センター所長      末  永  潤  子  

本 会 議 に 職 務 の 

た め 出 席 し た 者 

の 職 氏 名 

  議 会 事 務 局 長      西  谷  英  輝  

  主 幹      高  橋  恭  世  

  主 査      大文字  睦  美  

議 事 日 程  議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。  

 



一般質問発言順序  

発言  

順序  

議席  

番号  
氏   名  質   問   要   旨  

１  １２番  馬本  隆夫  １  矢田山に（仮称）東西線の道路建設を  

   ２  人権交流センター移転に伴う覚書について  

   ３  総合スポーツセンターグランドを人工芝化に  

   ４  保留地処分に伴う損失補償等について  

   ５  公共交通空白地域解消を  

２  １０番  窪   和子  １  罹災証明書の迅速な発行について  

   ２  被災者支援システムを活用した全職員研修の実  

     施を  

   ３  期日前投票所の拡充について  

３  ２番  長良  俊一  １  公立学校教育の充実について  

   ２  町道路線の維持管理について  

   ３  空き家対策について  

   ４  コロナ禍における災害対策の取り組みについて  

   ５  産業支援について  

   ６  コロナ禍における行政情報の発信と、広聴につ  

     いて  

４  ６番  植田  いずみ  １  町民すべてを対象にしたプレミアム商品券に  

   ２  全ての小中学校や学童保育所、こども園の水道  

     カランを非接触型に  

   ３  新型コロナとインフルエンザの同時流行の対策  

     について  

 

 



５  ７番  山口  昌亮  １  櫟原地区のメガソーラー建設計画について  

   ２  デマンドタクシー導入について  

   ３  新型コロナ感染症のＰＣＲ検査体制について  

６  １１番  下中  一郎  １  町制施行５０周年に向けての取り組みについて  

   ２  地方創生総合戦略の今後について  
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再    開  （午前  ９時００分）  

 

○議  長  

 皆さん、おはようございます。  

 ただいまの出席議員は１２名で定足数に達しておりますので、これより令和

２年平群町議会第５回定例会を再開いたします。  

 これより本日の会議を開きます。  

（ブー）  

○議  長  

 本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおり、一般質

問であります。  

 日程第１  一般質問を行います。  

 今定例会の一般質問は１１名の議員から提出されております。本日は発言順

位１番から６番までといたします。順次質問を許可いたします。  

 まず、発言番号１番、議席番号１２番、馬本君の質問を許可いたします。馬

本君。  

○１２番  

 皆さん、おはようございます。議長の許可を得ましたので、通告により５点

質問をさせていただきます。町当局におかれましては、明確な御答弁をよろし

くお願いを申し上げます。  

 まず１点目、矢田山に（仮称）東西線の道路建設を。  

 今回の質問については、平成６年６月議会から１６回にわたって一般質問を

行ってまいりました。この事業は将来の平群町発展がかかっていると確信し、

実現を切望しての質問であります。今日まで平群町の取組は、平成１１年度に

郡山土木協議会２市４町において、平群町長が国道１６８号線及び国道２５号

線の交通渋滞や本町における東西線道路の必要性を提案、その後、郡山市と平

群町の共通課題としてワーキングチームを設立、ルート案などを県に相談、平

成１５年度、郡山市、平群町の共通要望として奈良県に提出。奈良県は「トン

ネルを含む約３キロの新設道路となり、必要性や費用対効果を踏まえ、将来的

な課題として考えている」との回答でありました。  

 その後、平成１６年度から平成２８年度の１３年間、毎年１市１町の共通課

題として県に要望されてきました。そして、平成２９年度からは、（仮称）東西

線は県北西部に広域的なメリットが期待できることから、郡山市協議会２市４

町の共同要望事項として奈良県に要望することになり、引き続き３０年、３１

年度も奈良県に要望されてきました。  
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 そこでお聞きをいたします。  

 一つ、実現となれば、一昨年５月に新奈良県立総合医療センターが矢田山の

東に開所されました。住民にとって人命緊急輸送路が確保され、心強く、安心

ができます。また、交通渋滞緩和をはじめとして、災害の緊急輸送路確保、経

済発展、日常生活の利便性の向上など、（仮称）東西線道路の波及効果は計り知

れないものがあります。今年度は７月８日に、郡山土木協議会総会が開催され

たと聞いております。（仮称）東西線要望は県に提出されましたか。総会の報告

と県の回答をお聞かせください。  

 第２点目、非常にハードルの高い事業でありますが、一日も早く奈良県道路

整備基本計画に（仮称）東西線が位置づけしていただくために、町として独自

の取組を考えておられますか。  

 続きまして２点目、人権交流センター移転に伴う覚書書について。  

 平群町総合文化センター、延べ床面積２，５５０平方メートルが完成し、令

和２年４月１１日に開館記念式典が開催されました。建設に当たっては老朽化

した中央公民館、人権交流センターの機能を集約し、そして、狭隘な町立図書

館、あすのす平群などを統合し、複合施設として平群町の中心市街地の活性化

につながる拠点として整備をされました。  

 人権交流センターの諮問機関であります平群町人権交流センター運営審議会

に対し岩﨑町長は、中央公民館、人権交流センターは建築後４０年を経過し、

未耐震の上、バリアフリーにも至っておらず、また、あすのす平群は手狭で蔵

書スペースが不足しているなどの理由で、中央公民館、人権交流センターの機

能を集約し、あすのす平群との複合化を図り、複合施設として、平群町文化セ

ンター・図書館を建設、現在の人権交流センターを廃止し、複合施設にその機

能を移行したいので審議会の意見を伺いたいと、平成２８年９月２８日付で諮

問されました。  

 １１月１８日に諮問委員会が開催。その後、１２月３日に町長に対し、会長

はじめ１４名全員の賛同をもって答申がされました。内容は、人権交流センタ

ーの存続については、設立経緯やこれまでの果たしてきた役割を考慮すると引

き続き残してほしいというのが地元である若井大字の本意と考えますが、未耐

震での老朽化の施設であり、低い稼働率が続くなどにより、現施設を廃館して

町の計画である集約化した新文化センター構想に組み入れることはやむを得な

いとの考えであります。仮に廃館するとしても現施設利用者の利便性確保の対

策は必要と考えるので、今後そのことを念頭に、近隣施設である若井集会所の

増築なども含め、可能な限り地元の意見反映に努める必要があると考えます。

よって、廃館に当たっての地元の確認内容等については、可能な限り覚書書等
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の文書で明確化し、将来にわたって相互に遺恨のないよう、最善の配慮をされ

ることを要望する。最後に、当センターの廃館により町の人権施策が後退する

ことのないように、くれぐれも行政として責任ある対応を切に願いますとの答

申でありました。  

 その後、平成２９年２月２４日に平群町人権交流センターの在り方について

の合意成立を証する覚書書が岩﨑町長と若井総代で取り交わされました。  

 合意内容は、１番として、人権交流センターは文化センター・図書館供用開

始後に廃止、撤去する。２番、人権交流センターの骨格となる人権施策、人権

啓発機能は文化センター・図書館へ引き継ぐ。３番目、人権交流センター廃止

後は、現利用者の利便性を確保することを基本に、各種事業の実施場所は若井

集会所の増築も含め、可能な限り地元の意見反映に努める。４番目、人権交流

センターが持つ避難所などの防災機能は廃止するまでの間に他所での位置づけ

を行うなどの４項目の合意が交わされましたが、今回、詳しく説明を再度お願

いを申し上げます。また、施行期間についてもよろしくお願いを申し上げます。 

 ３点目であります。総合スポーツセンターグラウンドを人工芝化に。  

 昨年９月議会で、総合スポーツセンターグラウンドを人口芝化にすべきと一

般質問を行いました。総合スポーツセンターは、平成８年度に町民の健康維持、

増進及び心身の健全な育成を図るとともに、スポーツの普及、振興に資するた

めにオープンをいたしました。現在は平群町の体育施設管理運営は、公益財団

法人平群町地域振興センターに指定管理をされております。  

 現在のグラウンドは面積は１万１，３１２平方メートルで、人工芝化をすれ

ば、大人コート１面、少年用コート２面のサッカーコートができます。また、

多目的競技場として、町内こども園を無料開放、グランドゴルフ、町民体育大

会、レクリエーションなどの多岐用途に利用ができます。  

 また、財政問題については、工事費は平群町が予算化せず、平群町地域振興

センターでの事業費８，８００万円を予算化し、財源内訳は独立行政法人日本

スポーツ振興センターの４，８００万の補助金と公益財団法人の平群町地域振

興センターの基金繰入れ４，０００万の予算化によって平群町には財政上の影

響はありません。  

 スポーツ誘客の有効性、来訪者による「ついで観光客」数の拡大、利用者増

による委託料の節減効果などのメリットがあり、人工芝化を提案。財政難の本

町にとって財政負担のない公共施設の付加価値アップの事業であり、早急に平

群町は公益財団法人が行う投資事業を速やかに応援すべきと思います。  

 また、教育委員会は人工芝化について賛成なのか反対なのかどちらかと質問

いたしました。教育委員会総務課長は、町民体育大会開催時に懸念される問題、
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プール開催時期の駐車場の問題、利用されている各種団体との問題、スパイク

使用の制限問題などを提起する中で、地域振興センターとまだ詰め切れていな

い問題については、教育委員会も共に努力してまいります。また、人工芝化に

ついては、教育委員会といたしましては、町の財源が必要でない事業であり、

問題点がクリアさえすれば賛成でありますとの回答を昨年頂きました。１年が

経過をいたしました。進捗状況と今後の取組について、よろしくお願いを申し

上げます。  

 ４番目、保留地処分に伴う損失補償などについて。  

 平群駅西特定土地区画整理事業は平成１８年度に認可を受け、今年度をもっ

て組合解散が予定をされています。本事業は平成の初期頃、平群駅前線拡幅、

駅広場整備などの住民要望が多くあり、町施行での駅周辺整備事業計画を予定

しておりましたが、平成１７年４月１２日に町は、都市計画法に基づき特定土

地区画整理事業として決定をされました。  

 特定土地区画整理事業とは、告示後２年以内に組合が設立されなければ、市

町村の責務として平群町が特定土地区画整理事業を施行しなければなりません

でしたが、区画の地権者による組合が設立され、平成１８年１２月に認可され

ました。よって、組合は町に代わり、土地区画整理事業が施行されることにな

りました。  

 組合並びに事業認可後の平成１８年度の平群町一般会計予算の債務負担行為

として、平群駅西土地区画整理組合が行う事業の保留地処分額と実際の処分額

の差額として５億円を限度に損失補償する。なお、期間は平成１８年度から事

業完了までが計上。議会は賛成可決されました。  

 保留地処分に伴う損失補償などの執行が組合解散に大きく関与します。当時

などの資料に基づき、質問をさせていただきます。  

 １番目、現在まだ保留処分されてない２宅地、１，２５７平米。簿価売買価

格１億７，３３５万４，０００円が存在しますが、あくまでも組合で処分され

るのが基本であり、２宅地が処分できなかった場合は、平群町は既に処分され

た保留地処分の損失補償額１億５，６０３万２，５００円を支払えば町として

の責務が終了するのか。また、債務負担行為の期間は平成１８年度から事業完

了までとなっております。町としての期間は平成１８年度から事業完了までと

の認識はどうですか。  

 ２番目、組合は今年度１年間の工期延長など事業計画変更を申請されました。

令和２年度末をもって組合解散が予定されていますが、今年度で保留地の処分

及び債権債務の処理も終わらなかった場合、町として問題解決に向けてどのよ

うに考えておられますか。  
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 ３番目、組合が複数の金融機関に多額な借入れをされていると聞いておりま

す。町として、組合に対する責務を明確にお答えください。  

 ４番目、町は組合が完全に解散されるために保留地処分の損失補償費以外に

も補助金等を考えておられますか。  

 続きまして５点目、公共交通空白地域解消へ。  

 移動手段を持たない高齢者や運転免許証自主返納者、更新できなかった住民

など、移動困難者が増加をしております。公共交通網の整備は緊急課題であり、

基本は利用者が求めている地域公共交通でなくてはなりません。高齢者医療支

援施策のデマンドタクシーを導入し、コミュニティバスとの並行運行すべきと

６月議会にも一般質問を行いました。主な質問は、デマンドタクシー導入に向

けて、６月議会までに各種団体との協議内容を聞きました。  

 一つ、ＮＣバスとは以前より協議を重ねており、了承を得ている。  

 ２番目、地域公共交通会議では、事業実施の了解を得たいと考え、住民意識

調査実施の了承を得ました。  

 ３番目、運輸支局とは以前より協議を重ねており、事業開始時期に間に合う

ように、許認可などの手続などの指導を頂いております。  

 ３番目、介護保険事業計画の策定委員会において、来年度からの第８期介護

保険事業計画に、介護予防や閉じ籠もり防止、生活支援などの観点から新たな

外出手段としてデマンドタクシー導入を提案、概要及び財源措置などを説明。

委員さんからは様々な質問や意見がありましたが、前向きに協議をしていただ

いているとの考えであります。  

 ４番目、住民意識調査が予定しており、事業執行に当たって周知の方法とし

て、実施予定は７月１日に６５歳以上の全員に配送予定。提出期間を２週間程

度設け、集約、分析などをする予定と答弁をされました。  

 そこでお聞きをいたします。  

 デマンドタクシー導入に向け、６月議会から９月議会までの進捗状況と今後

の取組について。  

 ２番目、デマンドタクシー導入に向けての住民意識調査（６５歳以上）を実

施された集計結果と担当課としての評価をお聞かせください。  

 ３番目、デマンドタクシー運行となれば、利用料金以外の収入確保として、

例えば通院や買物利用が多いことから、医療機関、商業施設に対し、協力を働

きかけ、地域の応援を求める試みを考える必要があると思いますが、いかがで

すか。  

 以上、５点についてよろしくお願いを申し上げます。  

○議  長  



 

－１０２－ 

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 それでは、矢田山に（仮称）東西線の道路建設をについてお答えいたします。 

 １点目、本年７月８日に大和郡山市で開催が予定されていました郡山土木協

議会総会につきましては、当日の梅雨前線豪雨により、各市町村に気象警報が

発令され、急遽開催が中止されました。また、その後は新型コロナウイルス感

染症が再度県内に拡大している状況を受け、今回の総会については書面決議と

なりました。  

 （仮称）東西線建設の要望につきましては、令和２年６月１９日付で２市４

町の連名で「矢田丘陵を通す東西線の実現に向けた計画に早期に着手すること」

を協議会共通の第１要望事項として奈良県に提出いたしました。今回の総会は

書面決議のため、直接奈良県への回答を聞くことができませんでしたが、１０

月２日に郡山土木事務所所長が本町に訪問いただくことになっております。（仮

称）東西線建設をはじめとする本町の要望事項を強く要望してまいりたいと考

えております。  

 ２点目、本町の取組としましては、本年８月１２日に大和郡山市建設課に行

き、人事異動で担当者も変わっていることもあり、まずは事務者レベルでの親

交を深め、今後も（仮称）東西線の実現は本町が主体となって、引き続き郡山

市と連携し、他の管内１市３町や要望している奈良県とも協議、相談しながら

時期を見て、本町の独自の取組も考えてまいりたいと考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 まず、１点目につきましては、集中豪雨、それと新型コロナの関係で郡山土

木協議会総会が中止になったということで、書面決議ということで出していた

だいたと。毎年一緒のように２市４町の共同要望ということで出していただき

ました。ありがとうございました。また、この１０月２日に郡山土木所長が本

町へお見えになるということで、そこでもちょっと要望を強くしますよという

ことで、町長、よろしく、担当課長もよろしくお願いを申し上げます。  

 ２点目につきましては、大和郡山市の担当者と友好関係を持って、深めてい

るということは僕はいいことやと思う。しかし、町長、私のこの一般質問して

るのは１年に一遍でございまして、この件につきまして。それと郡山土木協議

会総会は年に一遍しかございません。その間にこの東西線が私はね、できたら

平群町が最高なるまちづくりの重大な事業やと思うてます。そこで、町長とし
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てですね、町として、町長ですよ、町長として、この１年間、その総会に向け

ての間に１年間どのように歩んでいこうと、この東西線には思っておられるか、

その決意、熱意をちょっとお聞かせいただけますか。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、馬本議員の質問にお答えさしてもらいます。  

 （仮称）東西線につきましては、平成２９年度より２市４町の要望事項とし

て奈良県に要望してまいりました。また、平群町では南北に伸びる道路しかあ

りません。東西に通じる道路がありません。このことから（仮称）東西線が実

現すれば奈良県総合医療センターへの人命救急搬送や、また、住民の生命、安

心につながります。また、南海トラフ地震がいつ起こるか分からない中、災害

時の緊急輸送道路の確保もでき、交通渋滞の緩和、そして企業誘致など経済波

及効果や日常生活の利便性向上にもつながることから、実現に向けまして２市

４町と連携し、そして、奈良県に対しても強く要望してまいりたいなというふ

うに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 町長も認識していただければ東西線、どれだけ重要な施策であると、これは

県の事業でございます。私が先ほど、ちょっと町長の熱意をお聞きしたいと言

うたのは、平群町長としてこの１年間の間にどのような努力をね、熱意を持っ

てしようと、また今後やっていこうという熱意はありますかということをお聞

きしたことでございました。その点、ひとつよろしくお願いしたいなと思いま

す。  

○議  長  

 答弁求めてるんですね。  

○１２番  

 はい。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、馬本議員の再質問にお答えさせてもらいます。  

 １０月２日にも郡山土木事務所長が来庁されます。そのときにも町のそうい



 

－１０４－ 

う必要性を十分に訴えてまいりたいというふうに思っております。  

 以上です。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 町長とちょっとかみ合わなかったような感じでございまして、僕の町長にお

願いしたいのは首長として、町長として、それほど町長自身も重大な道路とい

うことを御認識されているならば、この１年間、来年の郡山土木総会までに、

例えば県に行ったときに、いろいろな所管の課もありましょう、そこへ御挨拶

行くときにもね、ほかのとこに行ったときにもひとつよろしくお願いしたいな

と。いろんな首長としてのね、私は歩み方あると思います。それを私はちょっ

と町長に御期待を申しておったんですけども、その点、やっと僕の言いたいこ

とを認識していただきましたか。どうですか。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 馬本議員がおっしゃられたとおり、私としても東西線については本当に重要

な施策というふうに考えております。事あるごとに県庁とか、そういう機会が

あればしっかり訴えてまいりたいと思います。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 それで結構でございます。町長、ひとつ、来年の総会までにいろいろな関係

機関とよろしくお願いをしたいと思います。  

 この件については、これで結構でございます。以上です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、馬本議員の２項目めの人権交流センター移転に伴う覚書について

の御質問にお答えをさせていただきます。  
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 総合文化センターの建設に当たり、人権交流センターの在り方について、合

意した内容について、また、施行時期についてのお尋ねでございますが、経緯

から御説明させていただきますと、平成２８年９月２８日付で、町長から平群

町人権交流センター運営審議会会長に人権交流センターの在り方についての諮

問が出され、その後、同年１２月３日に答申が出されました。  

 内容につきましては先ほど議員がお述べになられたとおりで、答申の中に「廃

館に当たっての地元との確認内容については可能な限り覚書等の文書で明確化

し、将来にわたって相互に遺恨のないよう最善の配慮をされることを希望する

ものであります」と明記された内容で、町長と若井総代との間で合意の成立を

証する覚書が取り交わされたところでございます。  

 覚書の内容は、先ほど議員が述べられた４点でございます。  

 １点目、人権交流センターは文化センター・図書館が建設、供用開始後に廃

止、撤去するとしており、旧の人権交流センターは既に廃止しておりますが、

撤去につきましては、まず旧の中央公民館の撤去を進めており、撤去時期を検

討し、実施したいと考えておりますので、御理解を頂きますようお願いいたし

ます。  

 ２点目、人権交流センターの骨幹となる人権施策、人権啓発機能は、文化セ

ンター・図書館へ引き継ぐとなっており、一部は総合文化センターに引き継い

でおり、地域交流促進事業であります子ども習字教室及びそろばん教室につい

ては、若井集会所で実施をしております。  

 ３点目、人権交流センター廃止後は現利用者の利便性を確保することを基本

に、各種事業の実施場所は若井集会所の増築も含め可能な限り地元の意見反映

に努めるとしており、今後の旧の人権交流センター解体の実施時期に合わせ、

地元の意見も頂戴しながら、若井集会所の増築等について町内部で検討してま

いりたいと考えております。  

 ４点目、人権交流センターが持つ避難所等の防災機能は廃止するまでの間に

他所での位置づけを行うという内容でありますが、この件につきましては避難

所を総合スポーツセンターに位置づけております。また、施行時期についての

御質問ですが、若井集会所の増築等については覚書の３点目に記載されている

とおり、可能な限り地元の意見反映に努めてまいりたいと考えております。た

だ、具体的な対応時期につきましては現段階でお示しすることができませんが、

今後、地元との協議など、担当課と調整を図っていきたいと考えております。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 馬本君。  
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○１２番  

 まず、１点目につきましては、まず旧の中央公民館を解体されるということ

でございますので、その後、時期、いろんなものを見据えながら、法律上は５

年以内ということになっておりますので、ひとつよろしくお願いしたいなと思

います。  

 ２点目につきまして、子どもの習字教室、そろばん教室については、若井集

会所で現在実施をされております。事業は町の事業でありながら使用料を支払

っております。また、地域住民団体の使用料は無料であります。ねじれた運営

がされておると思います。そのためにも、今後は地域住民団体の交流の場とし

て新しく、新築をお願いしたいと思っております。  

 ３点目につきましては、先ほど、若井集会所の増築及び新築も考えていると

いうふうに私は理解をしたんですけども、そういう理解でいいかなというふう

に思います。施行時期についてはいつ頃を予定されているかということで、お

願いをしたいと思います。  

 次、４点目は、それで現在、総合スポーツセンターが避難所ということで位

置づけされてるということは認識しておりますので、それはそれで結構でござ

います。  

 再度よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 ただいま議員のほうより３点目の質問の中で、若井集会所の増築及び新築の

件について御質問いただいております。担当課である政策推進課のほうでお答

えさせていただきます。  

 集会所の増築、新築の件につきましては、財源の確保の見通しを立てること

が前提になりますけども、そのように理解していただいて結構かと思っており

ます。なお、その時期については今現在、未定でお示しすることはできません

ので、御理解をお願いいたしたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 この覚書書の一番、僕のポイントは、今の現在の集会所、これ、公共施設で

ございますので、この集会所の、この答申のとき、「など」ということでござい

ましたので、新築を隣に建てていただいて、地域住民の方が若井の集会所とし
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て使えるような施設を造っていただきたいなというのが僕のポイントでござい

ますんで、今、担当、財政、政策推進課の課長は財源を見ながらということで、

もちろんそうでございましょう。その時期についてもまだ今、未定ということ

でございますんで、またその時期になって、また一般質問をさしていただきま

すので、ひとつよろしくお願いをいたします。  

 この件についてはこれで結構でございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、馬本議員の３項目めの総合スポーツセンターグラウンドを人工芝

化について、お答えをさせていただきます。  

 昨年９月議会以降の進捗状況と今後の取組につきましては、９月以降に町内

の主要スポーツ団体である平群町体育協会と総合型スポーツクラブくまがしク

ラブにグラウンドの人工芝化についての意見聴取を行っており、両団体共に人

工芝化については異論はないが、多目的グラウンドであることから、サッカー

専用グラウンドになり、現在使用している競技団体の使用が制限されるなど、

平群町のスポーツ振興が後退することのないようにしてほしい。また、料金設

定についても、人工芝化したグラウンドについては高額にならないように、町

内の他のグラウンドについても現状の料金を上げないようにとの意見が出され

ましたので、その意見を一部財源の負担を予定している地域振興センターに伝

えております。  

 また、既に人工芝化している自治体や奈良県のスポーツ振興課へ出向き、聞

き取りを行いましたが、その中で財源の確保など、さらに今後、協議、検討し

なければならない事項が見えてまいりました。教育委員会としましては、先日、

決算審査特別委員会で馬本議員より質問された大きな課題であるウォーターパ

ークの今後の方向性と併せて総合的に検討を行っていきたいと考えております

ので、いましばらくお時間を頂きたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  
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○１２番  

 いろいろ今聞いていますと、いつもスポーツ振興の関係で、去年の関係は非

常に財源的に厳しくなったようなニュアンスを今取りました。それでまた、ス

ポーツ振興課へ意見とかいろいろ言っていただいたこと、また各自治体へ、人

工芝化されたところへ職員さん行っていただいたことには感謝をいたします。  

 そこで、この間、決算で僕もちょっと提案しましたけど、ウォーターパーク、

平成８年が全部オープンしたんですけども、ウォーターパークはもうちょっと

早くオープンしたと思いますけども、もう非常に老朽化して大変な形になる。

今年は新型ウイルスの関係で中止になりました。果たして１年後、その機械を

８か月間ほどずっと中止していて、今度まだ１年以上、つまり２０か月以上中

止して、今度動かす場合、また大変な、恐らくメンテの関係で要るというふう

に想定はできます。それと、リフォームしたらどのぐらいかかるんかといった

ら莫大なお金も、私は専門家じゃないですけども一応想定できます。そこで今、

担当課長はウォーターパークの関係もあるし、総合的に検討したいということ

で、しばらくの時間を待っていただきたいという御答弁を頂いたわけです。  

 そこで、お聞きいたします。財源確保について今後検討するとの趣旨を詳し

く、ひとつ御答弁をお願いしたいということと、そのことと、もう一つは、今

後のスケジュールはどのようになっているか。一応その点について、２点につ

いて、まず御答弁願えますか。よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えをさせていただきます。大きく２点でございます。 

 １点目の財源の確保について今後の検討する趣旨の詳しい説明をということ

でございますが、人工芝化の財源につきましては、当初、ｔｏｔｏ助成を頂き

ながらという一本で考えておったわけなんですけれども、国土交通省など、有

利な他の国庫補助金のメニューがあるということも見えてまいりまして、さら

なる調査研究を行いたいということで考えておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。  

 それと２点目でございますが、今後のスケジュールにつきましては、次年度

にウォーターパークとグラウンドの人工芝化を含めた総合スポーツセンター全

体の方向性の在り方を調査研究するための予算の確保に努めてまいりたいとこ

のように考えておるところでございます。  

○議  長  

 馬本君。  
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○１２番  

 僕はいいことやなと思います。もう平成８年にオープンしてますんで、あの

施設全体がもう大分老朽化もしていますので、全体を見据えて調査していただ

きたいなと。また、人工芝についてもそこでいろいろやっていくと。そこで、

調査研究のために予算化をしたいというふうな御答弁を頂きました。誠にあり

がとうございます。ひとつ予算化をして調査をしていただきたいと大いに期待

をしております。  

 グラウンドが人工芝化となれば付加価値が上がり、さらなるスポーツの拠点

と位置づけられてね、地域住民が今後、今以上に親しみやすい地域環境づくり

の推進ともなる、スポーツという有効性、来訪者によるついでの観光客、先ほ

ど言いましたけど、より一層のメリットが私はあると思いますので、ひとつよ

ろしくお願いをいたします。  

 この点はこれで結構でございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、馬本議員御質問の４項目め、平群駅周辺整備事業の保留地処分に

伴う損失補償等についてお答えいたします。  

 御質問の１点目ですが、議員御指摘のとおり、平群駅西特定土地区画整理事

業において、２宅地が処分できていない状況にあり、現在、組合において早期

に販売できるよう努められているところであります。また、現在の保留地処分

実績額は１億９，７００万円であり、事業計画で見込んでいる保留地処分額と

差額が生じており、町としましては、平成１８年３月に議決いただいた債務負

担行為に基づき、損失補償を行っていきたいと考えております。残る２区画の

保留地についても、処分により損失補償額が確定すれば補償していく考えであ

ります。  

 なお、土地区画整理事業の事業完了時期については、工事、換地処分、登記

手続、公共施設の引継ぎ、保留地の処分、権利関係の調整等が終了した時期と

なっておりますので、これら全てが完了した時期であると認識しております。  

 次に、２点目の今年度中に保留地処分及び債務処理の終わらなかった場合、
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町としてどのように対応していくのかという御質問であります。  

 現在、組合において早期に販売ができるよう努められており、町も販売活動

に一定の支援はしていきたいと考えていますが、処分自体は組合で実施される

ものと認識しております。町として債務処理を早期に進めるため、既に処分さ

れている保留地に係る損失については、今年度中に予算措置の上、損失補償し

ていきたいと考えております。  

 続いて３点目、組合の金融機関の借入れに係る町の責務についてですが、１

点目、２点目の質問で回答させていただきましたとおり、町の責務はあくまで

も事業計画で見込んでいる保留地処分額と実際の処分額の差額に係る補償であ

るため、金融機関借入金に対する責務はないと認識しております。  

 最後、４点目です。組合を完全に解散させるために保留地処分の損失補償費

以外にも補助金等について考えているかについてでありますが、先ほどから述

べさせていただいているとおり、現在、組合は残る保留地の早期販売を目指し

ており、それが完了した時点での損失補償は考えておりますが、それ以外の補

助金等については、現時点では考えておりません。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 この１点目が非常に大事なことでございまして、事業完了までというという

ふうにうちの債務負担行為はなってます。それはいつ頃かということで改めて

お聞きしたわけやけど、今、町は権利関係が終了したというふうな御答弁を頂

きました。これは考え方によったら、見方によったらですよ、この令和２年度

の末で組合が例えば解散されればそこで債務負担行為を終わりじゃないかなと

いうふうな考え方も持っておられる方もいてはると。だから、今日はこれを改

めて質問させていただいたのはその点でございまして、町自身は権利関係が終

了した時期ということは、換地処分とかいろんな問題で全部終わりましたよと、

換地も。その時点で初めて債務負担関係は終わりという認識を持っておられる

ということで、今、御答弁を頂きました。それはそれで町の考えは、権利関係

が調整が終了した時期というふうにおっしゃったんやから、明確にね。それは

僕はそうじゃないかなというふうに思います。ただ考え方はいろいろ議員さん

もあると思いますけども。  

 ２点目については、今年度中に予算措置している損失補償をしていきたいと

いうことでございまして、約１億５，６００万、これについては恐らく補正予

算ということでおっしゃっておられると思いますが、これには今日までの経緯、
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いろんな経緯があったと思います。今回、補正予算が計上されるまでに、まで

にですよ、議長に申し出て、全協並びに特別委員会等々開催していただくよう

によろしくお願いしたいと思います。その御返事頂きますように頼みます。  

 ３番目、保留地処分の差額に係る損失補償である金融機関の借入れについて

は、町は直に町とは借入れの契約してないよと、町の責任はないというふうに

認識してる。僕はそれはそれで、僕もそう思います。町との借入れの契約は一

切してないから、僕はそうだと思います。それでいいと思います。  

 ４番目、損失補償以外にも補助金等考えておられますか、おっしゃいました

けれども、今、現時点では考えていないよということでありますので、それは

それで結構だと思います。けれど一番問題はね、２宅地。この２宅地を来年３

月３１日までに組合さんが、組合さんですよ、組合のほうから処分されること

が一番大きな問題でございますので、また平群町としても先ほどおっしゃった

ように、助けていくと、販売については関わっていくということをおっしゃっ

たので、ひとつよろしくお願いしたいなというふうに思います。先ほど僕が言

いましたのは、その点だけちょっと御答弁、再度お願いいたします。  

○政策推進課長  

 ただいま議員のほうから２点目に係る質問ということで、損失補償の補正予

算の時期については議会のほうにどのように説明するかということやったかと

思います。もちろん損失補償金については、今現在つかんでいる額で、１５区

画の分について１億５，６００万程度とつかんでおります。この分につきまし

ては、当初予算にも計上されておらない多額の財政出動になりますので、事業

の全体像も含めて、補正予算として計上させていただくに当たっては、議長と

も十分相談させていただいて、議会に丁寧な説明をさせていただきたいと思っ

ております。よろしくお願いします。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 ひとつ、議長に御相談をされて、全協とかそういうふうなやつをひとつ開催

していただきますようによろしくお願いいたしたいなと思います。恐らくここ

で、この組合が今年度３月３１日、来年の３月３１日に解散となれば、恐らく

土地区画整理法第４５条に基づく清算人、そういう組織になってくると思いま

す。そこまでに、そこまでにですよ、ひとつ２宅地をよろしく、町のほう、町

長、よろしく２宅地を組合のほうが販売されることをよろしくお願いを申し上

げます。それだけでございます。この点についてもこれで結構でございます。  

○議  長  
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 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、馬本議員御質問の五つ目、公共交通空白地域解消をについてお答

えいたします。  

 まず、その中の１点目の御質問にお答えいたします。  

 ６月１８日、地域公共交通会議を開催し、本町の方策案及び住民意向調査票

案についての御提案をさせていただきました。一括しての承認を得たいところ

ではございましたが、方策案につきましては、住民の意向を確認した上で改め

て提案してみてはどうかとの御意見により、次回９月２５日開催予定の同会議

にて、住民意向調査集計・分析結果報告と併せて方策案を再提案し、了承を得

る方針でございます。  

 ７月２１日には、介護保険事業計画・高齢者福祉計画策定委員会に出席し、

７月１日から７月１４日までの間に実施した住民意向調査の集計速報値を報告

いたしました。速報値であったために、詳細についての協議などは行われず、

次回、１０月１５日開催予定の同委員会にて集計分析結果報告書を提示し、方

針案に基づく計画への位置づけについて承認を頂く方針でございます。また、

前後いたしますが、それ以前に、本議会会期中に公共交通対策特別委員会を開

会していただき、集計分析結果についての御報告をさせていただく予定でござ

います。  

 続きまして、２点目の御質問でございます。  

 住民意向調査集計分析についての詳細につきましては、後日開催されます公

共交通対策特別委員会にて御報告いたしますが、本調査の回収率につきまして

は５３．２％と非常に高い回収率であったことで、住民のデマンドタクシーへ

の高い関心がうかがえたと認識しております。また、導入意向についても、半

数近い方が今後の意向を含めて「導入してほしい」と回答され、導入に期待を

寄せられていることが分かります。反面、「導入する必要はない」とのお答えに

なられた方々の理由として、路線バスやコミュニティバスについて、引き続き

利用するに当たっての利便性の向上と改善についての要望も多数寄せられてい

ることから、今後、デマンドタクシーを実施した中でも現在の路線バスやコミ

ュニティバス利用者が引き続き乗車されることが期待され、本町が目的とする
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各移動手段での対象者のすみ分けが図れるものと回答結果から分析しておりま

す。調査実施期間においても多数のお電話を頂戴し、一日でも早く導入を待ち

望んでいただいている声をお聞きしておりますので、来年１０月の導入に向け、

引き続き鋭意取り組んでまいります。  

 続きまして、３点目の御質問にお答えさせていただきます。  

 本町が提案する新たな移動支援策案では、利用者から運賃として３００円を

負担していただき、その収入で不足する財源は６５歳以上の住民の皆さんから

頂く介護保険料で賄うというものです。超高齢社会を迎え、今後、介護を必要

とする高齢者の増加が見込まれる中、介護保険料の上昇は避けられるものでは

なく、かつ本施策の財源負担を介護保険料から今後も求めるとなれば、可能な

限り効率的で経費削減につながる運行システムを構築することはもちろんのこ

と、利用料金以外の収入源の確保にも努める必要があると認識しています。議

員御提案のように多くの利用者が目的地とする医療機関や商業施設なども含

め、幅広く協賛金などの地域の応援を求めていくことも一つの試みであると考

え、協力を求めてまいりたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 １点目につきましては、地域公共交通会議、並びに介護保険事業計画・高齢

者福祉計画策定委員会等に、今後、両委員会にアンケートの分析結果を丁寧に

報告され、方針案に基づいて承認を頂くように鋭意御努力をよろしくお願いを

申し上げます。  

 ２点目につきましては、デマンド、アンケートの回収率は非常に高かったと。

住民の関心が高いと。半数近くが導入すべきというようなアンケート結果が出

ているということで、まだ細かい分析はされてないということで認識をします。

そこで、デマンドタクシー要らないんちゃうかと、コミュニティバス云々とか

いう話をおっしゃってる方もおいでになるみたいですけど、私はデマンドタク

シーはもちろん、コミュニティバスとデマンドタクシーを共有した公共交通会

議を構築すべきというふうにずっと提案してますので、その点もひとつよろし

くお願いしたいなと思います。  

 それと、今度それをすることによって、今度デマンドタクシーがもしも１０

月に導入されれば利用者、特に高齢者の方の公共交通のすみ分けが増えるわけ

でございまして、私はいいことやなというように思います。  

 それと３番目、先ほどおっしゃいました介護保険料の関係で財源を確保して
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いって、受益者負担、一定の金額、まだはっきりは出てませんけども、あれ、

一つの案でございますので、それ以外にちょっとほかに医療機関とか商業地域

の方の御賛同を得たらどうですかというような一定の提案でございますので、

今後はひとつ努力していただきたいなというふうに思います。それについては、

幅広い努力を求めるということでございますんで、今度の２委員会は、もっか

い、くどいようでございますが両委員会、１番目の２委員会には詳しく御説明

をされて、方針に承諾をしていただきますように重ねてお願いを申しておきま

す。  

 デマンドタクシーの最終目的は高齢者の福祉施策の一環として来年１０月に

運行されるように、行政はもちろんのこと、関係団体の御理解と御協力が絶対

必要でございますので、その点も慎重によろしくお願いしたいなと思います。  

 以上、一般質問を私はこれで終わります。議長ありがとうございました。  

○議  長  

 それでは、馬本君の一般質問をこれで終わります。  

 １０時１０分まで休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午前  ９時５６分）  

 

再    開  （午前１０時１０分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号２番、議席番号１０番、窪君の質問を許可いたします。  

 窪君の一般質問は選挙管理委員会への質問であります。選挙管理委員会委員

長より委任を受けております選管書記の川西総務防災課長より答弁があるとい

うことで御理解のほど、よろしくお願いいたします。  

 それでは、窪君の質問を許可いたします。窪君。  

○１０番  

 １０番、窪でございます。冒頭、新型コロナウイルス感染症によりお亡くな

りになられた方々に対し、心よりお悔やみ申し上げますとともに、平群町にお

いても感染された方々や御家族の方々に心よりお見舞い申し上げます。そして

一日も早い回復を御祈念申し上げます。  

 それでは、ただいま議長の許可を得ましたので、先般、通告をさせていただ
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いております３項目について質問させていただきます。  

 大きな１項目めは、罹災証明書の迅速な発行についてを質問いたします。  

 災害時に被災者にとって一番大事なものが罹災証明書です。罹災証明書は、

災害発生時における被害の有無及び程度は証明する書面として、市町村が任意

の行為として交付してきたものであり、その様式についても各自治体による独

自支援を含め、各種支援制度の適用の判断等に活用するため、各自治体におい

て必要性に応じて定めてきたところです。平成２５年の災害対策基本法の改正

により罹災証明書の交付が法律で位置づけられた際にも、自治事務と位置づけ、

様式についても引き続き任意としてきたところですが、近年、災害が相次いで

起こる中、応援職員を派遣した自治体や支援に携わる行政書士会等から、自治

体によって罹災証明書の様式が大きく異なるため被災自治体での罹災証明書の

迅速な交付の支障となっていることから、様式の統一化をすべきとの声が高ま

り、令和２年３月３０日、内閣府防災は、自治体間の応援業務の円滑化の趣旨

に鑑み、全国の自治体に罹災証明書の様式の統一化について通知を発出されま

した。  

 そこでお尋ねいたします。  

 一つ目、これまでの本町における罹災証明書の考え方と発行の流れについて。 

 ２点目、今後、罹災証明書の統一化における事務の流れと体制について。  

 ３点目、罹災証明書の迅速な発行のため、被災者支援システムを活用して被

害状況を入力することで可能となるが、どのようにお考えか、お尋ねいたしま

す。  

 大きな２項目めは、被災者支援システムを活用した全職員研修の実施をにつ

いて質問いたします。  

 災害発災時には、職員の皆さん自身が被災者であっても、通常の行政事務以

外の救助活動や罹災証明書の発行、避難所の運営など、自治体職員には苛酷な

勤務が求められ、その身体的、精神的負担は相当なものと考えられます。その

事務に係る職員の負担を少しでも軽減できれば、職員の過労死など二次災害を

防ぐとともに、人にしかできない被災者のサポートにより多くの職員が対応で

きると考え、平群町では平成２１年１０月に被災者支援システムを導入をして

いただきました。  

 御存じのとおり、災害発災時には全職員が災害対策本部の構成員となり、地

域防災計画の定める職務を担当することになります。しかしながら、その職務

の内容を熟知する職員はどれだけおられるのか。作成すべき台帳類についても、

様式、ひな形が準備されていないケースもあり、災害対策本部の職務を即時に

開始することは困難ではないでしょうか。また、多くの自治体では激甚災害の
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経験がなく、平群町においても同様であります。災害が発生するとどのような

ことが必要になるのか、どのような情報を誰から誰に伝えなければならないか

など、災害対策本部の業務を具体的にイメージすることは困難であります。  

 この点において、平成２１年に総務省が全市区町村に配付をした被災者支援

システムは、阪神・淡路大震災をはじめ東日本大震災など多くの激甚災害にお

いて数多くの自治体から出された要望を受けて改良が続けられ、災害発災時に

のみ必要となる自治体業務を支えるための情報システムです。また、被災者支

援システムは罹災証明書の発行のみならず、義援金の管理や避難所に避難され

ている方の情報、救援物資の管理など、地域防災計画に定める職務の多くをカ

バーするものであり、実際にはほぼ全ての部署で使用することが想定されます。 

 そこでお尋ねします。  

 一つ目、本町の災害対策本部の運営における被災者支援システムの位置づけ

についてお尋ねします。  

 ２点目、災害発災時の地域防災計画上の職務の周知と遂行するために被災者

支援システムがあることを併せた周知が職員に必要なため、被災者支援システ

ムの活用、操作研修も含めた危機管理における全職員研修を最低１年に１回は

実施をすべきではないでしょうか、お尋ねします。  

 大きな３項目めは、期日前投票所の拡充について質問をいたします。  

 本町における選挙の投票率は、平成２８年７月の参院選で６３．４３％、平

成２９年１０月の衆院選で６２．４５％、令和元年７月の参院選が５６．２４％

と減少しております。期日前投票は、平成２８年参院選１４．４３％、平成２

９年衆院選２３．９６％、令和元年７月１５．４８％と、天候等にもよります

が、増加傾向にあります。また、１８歳、１９歳の投票率は、平成２８年５９．

１３％。平成２９年５１．２７％、令和元年３３．５６％と減少傾向にありま

す。投票率が下落している一方で、期日前投票所の割合は増加している中、投

票しやすい環境整備が求められる観点からお尋ねします。  

 １点目、本町の投票率の推移をどのように分析されておられますか。  

 ２点目、令和２年４月以降の選挙から、投票区及び投票所が１４か所から１

０か所に変更され、有権者の皆様には大変御不便をおかけしますが、移動手段

も含め、どのような対応を検討しておられますか。  

 ３点目、本町の期日前投票所は役場の第１会議室の一つであり、今後、コロ

ナ禍の中、３密は避けられないため、現状の対策をどのようにお考えでしょう

か。また、若年層をはじめ投票しやすい環境整備の観点から、自治体の判断に

より大型商業施設などに期日前投票所の設置が認められており、県内でも多く

の自治体で拡充されておりますが、本町でも特に利用者が一番多く見込まれる
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大型商業施設、イオンビッグに期日前投票所の拡充をお願いし、検討すべきで

はないでしょうか、お尋ねします。  

 最後、４点目、８月７日の臨時議会において決定した投票管理システム整備

事業で、各種選挙の期日前・不在者投票及び当日投票システムの導入等の費用

として７１８万円が予算計上され、導入することにより、具体的にはどのよう

な整備がなされますか。そして、さらに本町の投票しやすい環境整備をどのよ

うに御検討されておられますか、お尋ねをいたします。  

 以上、端的に明快な御答弁をよろしくお願いいたします。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 それでは、１項目めの御質問にお答えをいたします。  

 罹災証明書は災害により被災した住み家等につきまして、その被害の程度を

証明したものでございます。台風や大雨、強風、大雪などで災害が発生した家

屋の所有者の申出によりまして、現地確認を行い、罹災の程度を判定し、交付

を行っています。近年の交付状況といたしまして、平成２９年度は１１件、平

成３０年度は３１件、令和元年度は１２件でございました。これまで交付して

いた平群町の罹災証明書の様式は自治事務で町独自のものでございましたの

で、議員の御質問でございます罹災証明書の統一様式を取り入れることは、大

規模災害時に事務の円滑化が図られることから、地域防災計画も踏まえまして

検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、窪議員の大きな１点目の２番目、３番目の質問にお答えさせてい

ただきます。  

 先ほど、実務担当課である税務課から答弁もありましたように、大規模災害

時の事務の円滑化から統一様式を基本とし、追加記載事項欄を有効に活用した

上で、現在、地域防災計画に定める罹災証明書の様式をまずどのように変更す

るのかの検討を進めてまいりたいと考えております。  

 また、災害対策本部が継続して設置されるような大規模災害が発生した場合

の罹災証明書の発行事務に係る体制整備につきましては、地域防災計画に定め

るとおり、災害発生後直ちに一般建築物対策の主担当部署である施設資材部Ａ、

いわゆる観光産業課・都市建設課になるんですけども、が、被害家屋調査の準

備を行い、体制を整えた上で、災害発生後のおおむね１か月以内に２人１組に
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て外観目視などによる被害家屋の調査を実施し、調査後、企画総務部、（税務課）

になるんですけど、において被災者支援システムを活用し、被害状況入力の上、

被災者台帳を作成し、申請のあった被災者に対して、罹災証明書を企画総務部

において発行するという事務の流れ、その体制でございます。  

 それから、三つ目の御質問でございます。  

 災害が発生し、被災者から申請のあった場合は、遅延なく罹災証明を交付し

なければなりません。そこで、被災者支援システムに被害家屋調査結果を入力

することにより被災者台帳が作成され、罹災証明書などの発行についても迅速

な対応が図られるものと思われます。災害発生時において被災者支援システム

を活用することは、被災者に対する円滑でかつ迅速な支援業務を行う上で非常

に有意義であると考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 御答弁ありがとうございます。それでは、何点か再質問をさせていただきた

いと思います。  

 まず、本町におけます罹災証明書の考え方と発行の流れで、手続であります

けれども、罹災証明の発行は被災後の生活再建にとって大変大切な証明書と考

えますが、その点、再度、どのような役割があるのか、どのように御認識され

ているのか再度御確認をしたいと思います。  

 そして、今、課長のほうから、これまで交付された件数、まあまあ多いなと

思うんですが、これは人的被害での発行なのか、それとも物的被害での発行な

のか。どのような被害が多かったのか、お尋ねしたいと思います。  

 そして、住家ですね、住み家の被害判定ですね。これまでどなたが、税務課

でありますと思いますが、されたのか。また、職員の方々に被害の状況を判定

するノウハウ、どのようにされて、そのような、何ていうんですかね、資格と

いうんですかね、そのようなものがあるのか、ノウハウがあるのか、お尋ねし

たいと思います。  

 そして、今年３月ですね、平群町地域防災計画ですね、この分厚いものを見

直していただきまして、私たちも６月にこの地域防災計画を頂きましたけれど

も、この罹災証明書がこれまで人的被害と物的被害の両方兼ね備えた様式に変

更されたところであると私は認識しているんですが、４月に国が様式の全国統

一化をしましたので、本町の今までの罹災証明書と今回国が示されておられる

証明書との違いですね、その点についてお尋ねします。  
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 そして、川西課長のほうから御答弁がありました、全国統一様式にするには

国のほうでは追加記載事項も活用できるということで、どのような罹災証明を

変更するかと検討してまいりたいということですが、これ、もう大分前にこれ

が来ておりますので、早急な変更が必要ではないかと思います。もし明日、災

害が起こったとき、早急にこの証明書の変更をしておかないとどのような形で、

以前の形で使われるのかということもありますので、いつ頃この変更をされる

のかについて御確認をしたいと思います。  

 そしてですね、これ、あくまでも大規模災害が発生したときの体制整備とい

うことで、観光産業課と都市建設課が被害の家屋調査を行って、そして調査後

に税務課が被災者支援システムにその被害状況を入力して、被災者台帳が作成

され、申請があった方に発行するということです。では、これ、大規模災害で

すが、近年、平群町でめちゃくちゃ大きな大規模災害には至ってない。それは

本当にありがたいことだと思いますが、でも、今後どのような形になるか分か

りません。けれども、今後も小規模の災害の場合はどのような体制でいかれる

のか、発行されるのか、お尋ねしたいと思います。  

 そして、迅速な支援ですね、被災者に対する迅速な支援、被災者支援システ

ムを活用することで大変有意義だということの認識もしていただいているとい

うことで、これは了解したいと思います。  

 それでは、何点か再質問させていただきましたので、御答弁よろしくお願い

します。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 何点か再質問されましたので、順次お答えをしたいと思います。漏れておれ

ば、また御指摘をお願いしたいと思います。  

 まず、罹災証明書につきましては、災害対策基本法第９０条の２によります

と、市町村長は地域に係る災害が発生した場合において、当該災害の被災者か

ら申請があったときは遅滞なく、住み家等の被害その他、市町村長が定める種

類の被害の状況を調査をしまして、災害による被害の程度を証明する書類を発

行しなければならないというふうになっておりますので、よろしくお願いしま

す。  

 それとですね、２番目のこれまでの被害の状況等につきましてでございます

が、先ほども答弁しましたとおり近年においては、２９年は１１件、３０年度

は３１件、３１年度は１２件でございました。３０年度等は交付が最も多くあ

りましたが、これは西日本豪雨によりまして、のり面の崩壊の土砂が納屋に流
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れ込む建物等がございまして、そのほかカーポートとかですね、そのような家

屋の被害の状況があったというところでございます。  

 続きましてですね、被害の程度のノウハウ、被害の調査の判定ノウハウにつ

いてでございますが、東日本大震災の折、全国的に研修が行われております。

奈良県が主催する住み家の被害認定判定研修は毎年実施されまして、毎年参加

をしておるところでございます。  

 それからですね、現在の様式と今回国の統一化になって、どのような違いが

あるのかというところでございます。まずですね、現在、税務課が発行してま

す様式につきましては、建物の被害の程度を示す証明書となっておりまして、

主に建物の保険請求に適用をされるものでございます。一方、今回の国の統一

様式につきましては、住み家の被害の住む場所等がなくなった方の人的支援が

主な目的となってございます。  

 それとあと、統一様式と現在の様式との組合せはということでございますが、

今回の統一様式に追加様式を組み合わせることでですね、要は大規模災害時に

はこの人的支援と建物の被害の双方の証明が必要となってくることから、様式

を一本化することは可能であるというふうに考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 再質問にお答えさせていただきます。  

 様式の統一化、これは早急にすべきじゃないかということで、いつ頃までに

変更されるのかという御質問についてなんですけども、一応今年の３月３０日

に内閣府のほうから都道府県知事に統一化の文書が出ているというところでご

ざいます。本町におきましても、今現在使っておる罹災証明につきましては、

税務課のほうで今、仕事をしていく中で最善の作っていた様式なんですけども、

先ほど答弁させていただきましたとおり、罹災証明につきましては国の様式、

大規模災害が起こったときには各自治体からの応援が来ます。できるだけ同じ

様式で迅速にできるようにということでございますので、追加項目等を利用し

まして、いつまでと言われましたら、もう早急にという答弁になると思います

ので、早急に調整をしていきたいと思います。  

 それから、もう１点、小規模の災害の場合はどのような体制で罹災証明を出

すのかという御質問だったのかなと思うんですが、これにつきましては、現在、

税務課のほうで罹災証明を出していただいておりますので、これについてはこ

ういう今までの体制で出していくというふうになろうかと思います。  
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 以上でございます。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 １点、漏れがございました。申し訳ございません。進め方につきましては総

務防災課と十分に協議を行いましてですね、連携をしながら進めてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今、被害ですね、これまで平群町が発行したものに

関しては物的なものが多かったと。人的は御答弁なかったんですが、人的がな

かったというふうに受け止めていいんでしょうかね。それ、一応確認しますね。 

 それから、職員の皆さんが被害認定制度の研修に行かれて、そこで学んで、

それで判定していくということですね。平群町でも物的被害、建物の被害とい

うことですね。これは保険の下りる等々によって、これも使われますけれども、

今度、国は人的支援も一番重要視して入れたということで、大変大事な罹災証

明の発行になりますので、早急に調整していくということでよろしくお願いし

たいと思います。  

 そして、小規模災害の場合は、先ほど申されました大規模災害では観光産業

課や都市建設課等々でと役割分担を決めてということでありましたが、小規模

の災害ではこの調査も税務課でされると、今までの体制にされるということと

認識をさせていただきます。  

 では、１点、今までの災害、人的なものは平群町ではなかったのか、お尋ね

したいと思います。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 窪議員の御質問にお答えをいたします。  

 人的被害がなかったかということでございますが、近年におきましては人的

被害はございません。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  
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 幸いなことだと、建物も本当に後、被害受けられたら数年間かかって、また

再建される場合もありますので大変なことだと思いますけれども、分かりまし

た。  

 最後にですが、近年、大規模災害で罹災証明書の発行に手間取り、被災者が

何日も何時間も役場に並ぶ姿をよくテレビ等々でも拝見をします。もうこれは

本当にあってはならないことです。もしも、本町で災害で発生した場合を想定

して、この罹災証明書の迅速な発行ができるよう、準備体制を早急に整えてい

ただきますことをお願いをいたしまして、この質問は以上で結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 続きまして、窪議員の大きな２点目の御質問でございます。被災者支援シス

テムを活用した全職員研修の実施についてについて答弁をさしていただきま

す。  

 その中でまず１点目でございます。被災者支援システムは、災害発生時にお

ける被災者に対する支援業務を一括網羅したシステムであると認識しており、

災害対策本部の運営及び各担当部署がそれぞれの事務を遂行する上で欠かすこ

とのできないシステムと位置づけております。また、本システムは災害時に被

災者を支援するシステムであることはもちろん、混乱下における職員を支援す

るシステムであることも認識をし、重要な役割を果たすシステムであると期待

しております。  

 続きまして、２点目の御質問ですが、災害時に有用な本システムについて、

以前に職員研修を実施した経緯がございますが、議員御指摘のとおり、ほとん

どの職員がその内容について熟知できていない可能性があることから、御提案

のとおり、本システム活用研修について実施方法も含めて検討し、実施に向け

取り組んでまいりたいと考えております。本システムを知ることにより、地域

防災計画におけます各役割分担の再認識を図れることと同時に、特別定額給付

金支給事務でも活用したように、それぞれが運用する既存のシステムではなし

得ない事務についても、本システムを応用することにより活用できる可能性も

あるかも分かりませんので、このことについて役場内の各課に周知をしてまい
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りたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。災害対策本部の運営や各課のやるべきことを遂行す

る上で欠かすことができないシステムと認識していただいているということ

で、被災者の支援はもちろんのことですが、職員をも助けるものと正しく認識

をされておられると思います。  

 今、課長のほうからもございましたが、平群町、このコロナ禍の中で特別定

額給付金１０万円、もう本当に奈良県下では一番先に、また全国の中でも本当

に早く、西脇町長を中心に一日も早く町民の皆様に届けたいという思いと同時

に、電算の企業、ベンダーがなかなかこういうコロナ禍の中でシステムが改修

できないということもあり、平群町ではこの被災者支援システムを活用すると

いう判断の下に、もう５月の１日にですかね、皆さんのもとに来て、本当に一

日も早い支給になったということは本当に高く評価したいと思います。  

 御存じだと思いますが、総務省の団体でありますＪ－ＬＩＳ、地方公共団体

情報システム機構の７月号ですか、この月刊誌でも平群町は全国初でこの被災

者支援システムを特別定額給付金事業に活用した事例が全国で紹介されて、多

くのところから私も問合せを頂いております。  

 そこでですね、本町における具体的な業務を１点言っていただきましたが、

災害だけではなくてこのような業務も使えるということを言っていただきまし

たが、平群町は運用稼働状況、全国では本当に一番先駆を切って進めていただ

いておりますことは高く評価します。住民基本台帳が毎日９時に更新され、ま

た、家屋台帳も更新され、また、福祉こども課の避難行動要支援ですね、福祉

の関わる方々のデータも毎日更新されておりますが、そのデータで運用稼働状

況にありますが、本町においては具体的な業務ですね、どのような業務をでき

るかということを御確認をさせていただきたいと思います。  

 そして、私が今回、職員の皆様の研修をと、最低１年に１回は実施すべきで

はないかと申しましたのも、このようなシステムであり、このように活用でき

るということ、どれだけ皆さんが知っておられるのかと思いまして、また、熟

知できない可能性もあると課長のほうからも今もありましたのでね、このよう

な質問させていただき、数人の皆さんだけが知って、それを多くの若い皆さん、

これから継いでいっていただく職員の皆さんがやっぱり知っていただかない

と、今後、災害が起こったときに、いかにこのような運用稼働状況にあっても
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使えないという事例も全国でたまに見受けられますので、このような質問をさ

せていただいております。年に１回ですね、このようなシステムの研修をすべ

きだと思いますが、その点、もう一度御答弁をお願いしたいと思います。  

 そして、この地域防災計画ですね。先ほども言いましたが、この大変分厚い

地域防災計画の中にこの被災者支援システムのことが、私が見落としているの

か分かりませんが、記載がされていないのではないかと思うんですが、そこも

御確認をしたいと思います。  

 それと、地域防災計画が今回、見直されました、平群町。ただ、このコロナ

禍で避難所運営マニュアルも本当に分散避難等々がしないと、３密になります

のでね、そういうことも含めてまた改正しないといけないのかなと思いますが、

この地域防災計画が見直しをされたことはどのような内容か。全職員の皆さん

にはどのようにお伝えをされたのか、お尋ねしたいと思います。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 何点か質問いただきまして、被災者支援システムのまずは具体的なできる内

容についてということでございます。  

 被災者支援システムで可能な業務といたしましては、まず被災者それぞれの

基本情報、氏名、住所に加え、台帳としましては被災者台帳、被災者受入れ台

帳、被災者住家等の台帳の一括管理が可能であると。また、関連するシステム

としましては、被災者の入退所情報を管理する避難所管理システム、それと救

助物資等の入出庫を管理する緊急物資管理システム、それから仮設住宅への入

居申込み抽せん処理を支援する仮設住宅管理システム、災害による犠牲者遺族

を管理する犠牲者遺族管理システム、家屋の被害状況と併せ、倒壊家屋等の解

体申請などを管理する倒壊家屋管理システム、そして、現在も活用しておりま

す避難行動要支援者管理システムで構成され、それぞれのシステムにおいて災

害時における被災者に対する支援業務が網羅されているというふうなシステム

と認識しております。  

 それから、続きまして、研修、１年に１回すべきではないかという御質問で、

先ほど答弁させていただいたとおりでございます。どのような方法で研修する

のか。平群町はまだ幸いにも大規模災害というのはなかなかなかったもので、

でき切れてない部分が大変ございます。そのために地域防災計画をもう一度見

直して、それについても含めた研修を、どんなふうにやったらいいのかも含め

て検討して進めていきたいというふうに考えております。  

 それと、地域防災計画にこの被災者支援システムが入っていないのではない
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かということでございます。これにつきまして、私どももなかなか認識不足と

いうこともございまして、その辺ももう一度、計画のほうを確認させていただ

き、対応していきたいと思います。  

 それから、地域防災計画の改修に当たって職員にどのように周知したのかと

いうことでございます。一応、議員の方々にも配らせていただいたような改正

したものですね、それにつきましては課長級以上の者には配付しており、簡単

な変更点につきましては周知しているというところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今、課長のほうから、この被災者支援システムは避

難所、罹災証明の発行のみならず、本当に災害時にたくさんのシステム、職員

の皆さんが個別でやらないといけないものを一つに網羅したものですので、本

当に職員の皆さんを助けるというものであります。それと併せて、今回、特別

定額でもこれを全国初で平群町が使ったことが大変多くのところから評価を頂

いておりますが、平時でもこのシステムが使えると。この特別定額、システム

改修、総務省にお願いしまして、この特別定額に改修していただくのが無料で

していただいておりますので、そういう点からもぜひともこのような先駆的に

やっていただいているものがね、しっかりと皆さんが知っていただきたいと。

職員の皆さんが知らなければ運用できませんので、どうかよろしくお願いをし

ておきたいと思います。  

 本当は全職員の皆さんで１年に一遍、この危機管理、平群町は災害がないと。

今までは災害がなかったからといってこれからも災害がないという保証はどこ

にもありませんのでね、本当にその点は危機意識を高めていただき、総務防災

課だけが防災の担当ではなく、災害発災時には町長筆頭に全ての皆さんが防災

の担当職員になられるということは皆様も本当に御存じのことだと思います

が、どうかよろしくお願いします。  

 今後、平群町においても想定外の集中豪雨や、また南海トラフ大地震がいつ

起こるか分からない中、形式だけではなく実践的な研修の実施をしていただい

て、本町の全職員の皆様がこのシステムの必要性を認識していただき、平時か

ら危機意識を高めていただき、いざというときに被災者を助けるために活用で

きる体制を整えていただきますことをお願いをいたしまして、私の一般質問は

以上で終わらせていただきます。大変ありがとうございました。  

○議  長  
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 いやいや、まだある。  

○１０番  

 ごめんなさい、すみません。ありがとうございます。もうこれで終わったよ

うな感じで、すみません。じゃ、この部分につきましては以上で結構でありま

す。ありがとうございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、窪議員の大きな３点目、御質問いただいております期日前投票所

の拡充について、御答弁させていただきます。何点か頂いておりますので。ま

ず、選挙管理委員長から委任を受けていることで御了承のほどお願いいたしま

す。  

 まず、小さな１点目ですね。本町の投票率の推移をどのように分析していま

すかの御質問でございます。  

 各種選挙の投票率が年々低下していることから、投票率向上に向けた対応策

の必要性について常に意識し、啓発に取り組んでいるところでございます。と

りわけ期日前投票所の投票率が向上していることから期日前投票所の設置が投

票率向上の一助となっているものと分析しております。  

 続きまして、小さい２点目です。投票所変更に伴い、移動手段も含め、どの

ような対応を検討していますかの御質問にお答えいたします。  

 投票所が変更となる一部の大字・自治会につきましては、選挙当日の午前１

回、午後２回に町バスまたは公用車等で送迎を考えております。送迎を行う大

字・自治会につきましては、今回、投票所変更で閉鎖とさせていただいた大字、

鳴川、櫟原、福貴畑、久安寺、信貴畑、信貴山とさせていただきたいと思って

ます。  

 続きまして、小さい３点目の１項目め、期日前投票所のコロナ感染症対策を

どのように考えていますかの御質問にお答えいたします。  

 期日前投票所につきましては、コロナ感染症対策の観点から、次回執行の選

挙より、総合文化センターくまがしホールでも実施を検討しているところでご

ざいます。投票所内におきましては、飛沫感染防止ボードや順番待ちのエチケ
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ットラインの整備など、距離や換気にも注意を払いたいと考えております。ま

た、記載台や筆記用具等につきましても、定期的に消毒し、感染防止に努めて

いきたいと考えています。併せて、期日前投票管理システムの導入により、あ

らかじめ入場券に印字されたバーコードを読み取るだけで従来の受付と手作業

による名簿対照の二つの作業が一度に可能となることから、受付に要する時間

が格段と早くなり、待ち時間の短縮や投票所での滞留時間の短縮が図られ、感

染防止が期待されるものと考えております。  

 続きまして小さい３点目の２項目め、大型商業施設での期日前投票所の拡充

を検討すべきではないでしょうかの御質問にお答えします。  

 これまで選挙管理委員会におきましても、投票率低下の打開策として、大型

商業施設として一番大きく収容が見込まれますイオンビッグでの期日前投票所

の設置について検討してきたところですが、当町の有権者であることを特定す

るために必要な選挙人名簿を持ち出すことが不可能であることから、複数箇所

での期日前投票所を設置することがこれまではできませんでした。  

 期日前投票所として検討しています総合文化センターが公共施設であること

から、今回、期日前投票システムを導入することで役場本庁舎と総合文化セン

ター間での選挙人名簿の共用が可能となります。今回、導入するシステムは役

場本庁舎と公共施設でないイオンビッグ間での選挙人名簿を共有することが可

能なシステムではありますが、公共施設以外との施設間でのシステム連動し、

選挙人名簿を共有する場合、無線等による通信が必要となり、選挙がある、な

いに関わらずランニングコストが必要となってまいります。併せて、イオンビ

ッグにも施設の借用は可能であるかの確認をしましたところ、店舗内では投票

所として活用できるスペースがないことから提供することはできないが、駐車

場であれば借用が可能であるとの回答も頂いております。  

 屋外テントによる投票所の設置は可能であるんですが、急な天候悪化が生じ

た場合など投票所を閉鎖することができないことや、精密機械に不具合が生じ

た場合のリスクのほか、課題も多々あることから、総合的に判断してイオンビ

ッグでの期日前投票所の設置につきましては難しいものであると考えておりま

す。  

 それから、小さい４項目めの１項目め、投票管理システムを導入することに

より具体的にどのような整備がなされますかの御質問であります。  

 新型コロナウイルス感染症拡大防止を図ることを目的に、個人を識別するた

めのバーコードを付番した投票所入場券と名簿が同一であることの確認を行う

ためのシステム導入で、バーコードを専用機械で読み取ることで短時間で未投

票であることの確認及び管理を行うことができ、これまでの受付と名簿対照を
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スムーズかつ効率的に行うための整備となります。  

 小さい４点目の２項目め、本町の投票しやすい環境整備をどのように検討さ

れていますかでございます。  

 期日前投票所及び町内１０か所の投票所で投票管理システムを導入すること

で瞬時に受付可能かどうかの判断ができ、判断ミスや二重投票の防止につなが

り、スムーズに受付が可能となることから、投票に来られた方が安心、安全に

投票できる環境整備につながるものと考えます。今後におきましても、選挙の

意義や投票の重要性など地道に呼びかける啓発を行い、次回執行の選挙より投

票所が変更となる大字・自治会があることから、当日の投票所の周知について

はもちろんのこと、期日前投票所の場所や投票時間などについても広く周知し、

また投票所に応じたコロナ対策を視野に入れた環境整備にも取り組み、誰もが

投票しやすい環境づくりを目指して、投票所の整備や運営の改善に努めてまい

りたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 先ほどは失礼いたしました。大変思いが熱かったもので終わりかけてしまい

ましたが、それでは、再質問をさせていただきたいと思います。  

 投票率ですね、年々低下していることは分かることでありますけれども、や

はり期日前投票所の設置が投票率の向上の一助となると分析しているというお

答えでありました。そして、今回、いつされるか分からない選挙ですが、投票

所が変更になって、６大字・自治会が本当に今までの投票所がなくなるという

ことは大変、一番本当に難しい、間違ってそこへ行かれる可能性もありますの

でね。それで、対応として公用車の送迎をするということであったと思います

が、これ、ちょっとバス等も使われるんですよね。もうちょっと具体的にどの

ように移動手段を確保するのか、お尋ねしたいと思います。ちょっと聞き漏ら

したかも分かりませんので、お願いしたいと思います。  

 そして、変更になられた自治会・大字の皆さんへ、周知はもうもちろんされ

てると思いますが、やはり時間が空いてると思いますので、次の投票所を知っ

ておられるのか、そこが私も大変不安でありますので、間違うことのないよう、

さらなる周知をどのように考えられてるのか、お訪ねしたいと思います。  

 そして、今の本町の役場の会議室ですね、そこを総合文化センターのホール

での実施を検討して、あらゆる感染対策をしていくと。ここではもう本当に３

密過ぎてですね、西日本の豪雨のときも平群町でも大雨降りましたが、大変３
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密でございましたので、これは評価をしたいと思います。  

 そして、近隣の自治体でも多くの商業施設でされてるところも増えてきてお

りますが、今、これまでは駄目だったけれども、今回の期日前投票システムの

導入で役場と文化センターの選挙人名簿の共有が可能であり、大型商業店舗の

イオンビッグでも可能であるけれども、イオンビッグに確認を頂いたら活用ス

ペースがないと。ほかのところを見ましたら、やっぱり２階、３階というとこ

ろでされてるというのも私も調べさせていただいておりますが、今回、平群の

イオンビッグでは活用スペースがないが、しかし、屋外のテント等々で駐車場

をお借りすると、丁寧にイオンビッグの方々も御対応していただいたと感謝申

し上げたいと思います。しかし、外でする場合は天候や機器のリスクがあるた

め、総合的判断してイオンビッグでは期日前投票は難しいという御答弁であっ

たと思います。  

 これを無理やりにということはできないのは理解はできます。そこで、大変

残念ですけれども、残念ですので、これだけで終わるのではなく、それである

ならば、１か所だけではなく他の公共施設も検討することも必要と考えますが、

いかがお考えでしょうか。  

 そしてシステム、国の第２次補正予算を活用していただいて、このシステム

で大変利便性が良く迅速な受付、また、ミスなど防止につながり、スムーズな

受付が可能となるということは評価をしておきたいと思います。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 まず、何点か質問いただきまして、まず最初に、送迎の具体的な内容という

ことです。  

 今回変更になった、いろいろ大字があるんですけども、基本的には投票所に

なるところへ送っていくんですが、町バス、これも使う予定をしております。

ただバスですんで大きい車です。鳴川、櫟原、基本出迎えに行くのは今まで投

票所があったとこへというふうには考えておりますので、例えばなかなか櫟原

の集落センターまで町バスというのは難しい部分もございますので、その辺は

公用車、大きなワンボックス車とかね、その辺を駆使しながら、併せ持って送

迎したいというふうに考えております。  

 あとは変わられた、今回、次の選挙執行があった場合に投票所が変わる自治

会への周知をどのように考えているのかということでございます。  

 これ、変わるときにその自治会へも行きまして、意見も聞き、ある自治会に

ついては総会というようなところへも出て話もさせていただいて、一応了解を
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得たということで変わったことの回覧、周知をさせていただきました。さらに

今回、中央公民館がなくなって総合文化センターに投票所が変わる自治会もご

ざいます。こういったところにも全て、そういったふうに変わりますというこ

とについては、自治会長を通じてお話しに行って周知もしているところでござ

いますが、議員さんおっしゃるとおり、次の選挙がいつあるのか分かりません。

それまでには空白時間がありますので、ふっと行かれたら今まで行った投票所

へ行ってしまったということがないように、選挙の状況も見据えて再度やっぱ

り周知はしていきたい。特に回覧が有効やという話も聞いたりもしますが、そ

の辺はまた内部で検討の上、周知はしていきたいと考えております。  

 それから、期日前投票所のことなんですけども、他の公共施設ではできない

のかということで、例えば、そら南のほうで言えばプリズムへぐり、こういう

のも考えられるわけなんですけども、大型商業施設というのはやっぱり買物行

ったついでにやるという利点があるということで、よくほかの自治体でも聞く

に及んでおるところなんですけども、公共施設でしたら「いや、わざわざ行か

んなん」というふうなことになるということもございます。今、今回、まだ検

討段階ですけども、期日前投票を総合文化センターでやろうと。仮にもう１か

所、プリズムへぐりでやるとなっても、そんなに距離的には変わりはないのか

なというふうな、現在、我々の考えなんですけども、そういった中で議員おっ

しゃられたとおり、他の公共施設への期日前投票につきましては今後の課題に

していきたいなというふうに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今まで投票所であったところがなくなるということ

で丁寧な周知をしていきたいということですが、本当にありとあらゆる周知で

１人も間違いのないようにお願いしたいと思います。  

 そして、町バス、公用車等々ですが、選挙当日ずっと一日中出てるわけでも

ないのかなと。もうその時に乗れなかったら行けないと、このようなことが発

生しないかなということが大変危惧するところですので、しっかりとその体制

は早急に、やはり慎重に早急に対応をね。これで投票率がまた落ちたというこ

とになれば、本当にとんでもないことだと思いますので、この点どうかよろし

くお願いしたいと思います。  

 そして、大型商業施設での期日前投票所の拡充ができないということが今、

言われましたので、難しいということはできないと、まして、イオンビッグさ
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んがそのように丁寧な御回答を頂いてますので、ですので、やはりしっかりと。

私は、やはり買物に行ったついでにという感じで、それが投票率を上げるので

はないかということで、大変便利になったと。天理市でも天理の駅前でされて

るとか、施設がありますのでね、そういうところでされて、大変学生の皆さん

もされるようになったとかいうのをお聞きしてますので、できる限り大型商業

施設の店舗の、できないということであれば、じゃあ平群町では何ができるの

かということをしっかりと、検討課題ということですが、すぐにはできないか

も分かりませんが、検討をしっかりしていただくことをお願いしたいと思いま

す。投票率が低下する中、投票したくてもできないということのないよう、誰

もが投票しやすい環境づくりに努めていただくことをお願いしまして、私の一

般質問は以上で終わらせていただきます。大変ありがとうございました。  

○議  長  

 それでは、窪君の一般質問をこれで終わります。  

 １１時１５分まで休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午前１１時０１分）  

 

再    開  （午前１１時１５分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号３番、議席番号２番、長良君の質問を許可いたします。長良君。  

○２  番  

 議席番号２番、長良俊一です。どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは始めさせていただきます。１番、公立学校教育の充実についてです。 

 公立学校教育の充実については、平群町で子育てをされている方々にとって

は大変重要な問題であると考えます。多様化の中に個人を尊重し、個性を生か

しながら集団行動を学ぶ、大変大事な成長期と思います。  

 また、新学習指導要領の改訂などから教育環境を変革しながら、先生方の働

き方改革など問題は多岐にわたっていると考えます。今年度はコロナ感染症の

影響から学校運営は大変な影響を受け、特別活動の中止・延期、夏季休暇の短

縮など、生活を一変させてしまいました。また、ＧＩＧＡスクール構想の観点

からＩＣＴ環境の整備が急務になり、それを活用するための勉強もしなければ
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なりません。教育環境の充実を図るためには、取り組むべき課題が山積してい

るように思います。  

 平群町の教育環境を充実するに当たり、地域になじんだ取組が必要と考えま

すが、学校ボランティア、ＧＩＧＡスクール構想などの取り組んでいただいて

いる状況をお聞かせください。また、コロナ禍の影響から最終学年度における

特別活動の中止・延期の代替え案があればお聞かせください。  

 ２点目は、町道路線の維持管理について。  

 道路整備は町民生活において大変重要な課題と考えます。古くから使われて

いる旧道などの拡幅工事はなかなか進むものではありません。しかしながら、

道の整備は動線として大変重要で、住みやすさの基準の中心になっていると思

います。道路整備が進むことにより、宅地造成が進み、人口減少の歯止めの一

翼を担うと考えますが、御見解をお聞かせください。  

 ３点目は、空き家対策についてです。  

 人口減少が進み、平群町の空き家対策はなかなか解消できない状態が続いて

います。各議員の先生方の質問で取り上げられた施策を考慮し、解消に向けて

努力されていると感じますが、変化がありましたらお聞かせください。また、

新しい施策を考えているのでありましたら、お聞かせください。  

 続いて４番目、コロナ禍における災害対策の取組についてです。  

 人命や社会生活に影響を及ぼす点については、新型コロナウイルスは新たな

災害でもあると考えます。７月には豪雨による災害も発生しており、今後起こ

り得る局地的豪雨や地震など自然災害が発生するなど、複合災害等への備えが

必要になってまいります。このような今まで経験したことのない状況下で、住

民の皆様は大変不安を感じられていると考えますが、住民の皆さんが安心、安

全と感じていただくことが平群町で長く暮らしたいと思っていただける重要な

部分であると考えております。  

 行政として、住民の皆さんが平群町に安心して安全に暮らしていただくため

に様々な取組を行っていただいていることは存じております。直近では平群町

新生児出生特別定額給付金の給付をいち早く取組もされています。このコロナ

禍において新たな生活スタイルの確立が求められている中、避難所の一つにお

いても３密を回避する感染症対策を新たに求められています。そこで現在、災

害救援等も含め、住民の皆さんが安心、安全に暮らしていただけるよう、１月

からどのような取組をされてきたのか、お聞かせください。  

 続いて、産業支援についてです。  

 新型コロナウイルス感染症対策での地方創生臨時交付金において、第１次で

は中小企業等事業継続支援金の支給、悪質商法等に対する生活支援、引き続き、
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第２次ではプレミアム商品券の発行、中小企業等事業継続支援金の拡充、道の

駅くまがしステーション業務継続支援等、平群町で生活を営み、事業継続を模

索されている方々を支援していただいていると感じています。暮らしを守る生

活支援、事業者への継続支援、新しい生活様式への環境整備など、昨今の生活

状況を鑑みると落ち着く気配を感じられません。平群町の基幹産業である農業

も大きな打撃を受けたことと思います。地元の観光資源を生かし、注目を集め

るチャンスにするためにも町独自のアピールが必要と考えますが、今後の見通

しについてお聞かせください。  

 続いて、最後にコロナ禍における行政情報の発信と広聴についてです。  

 令和２年度は新型コロナウイルスの感染症の影響から、３月議会、５月臨時

会、６月議会、８月臨時会など様々な案件がありました。残念ながら町主催の

行事が軒並み延期、もしくは中止され、町行事にも多大な影響を強いられてい

る状況が続いていると考えます。日常生活が以前の暮らしに戻るまでには、た

くさんの難所が待ち受けていると思います。また、新しい生活スタイルの確立

を模索し、安心、安全な暮らしを平群町に住んでおられる方々に提供すること

が町行政にとって重要課題と感じています。これからの様々な角度から行政サ

ービスが転機になり、平群町に住み続け、満足していただけるチャンスになる

と思います。しかしながら、喜んでいただけるまちづくりには、行政からのメ

ッセージだけではうまく進むことはありません。町民の皆様の声に耳を傾け、

実行し、町民の皆様の御協力を頂くことにより、早いスピードで解決していく

ことができると感じてなりません。  

 そこでお尋ねします。このようなコロナ禍においては、これまでのまちづく

りとはまた違った角度で住民協働、住民参画が必要になってきていると思いま

す。例えば、現在まちづくりの重要な担い手である自治会においては、コロナ

の影響から活動そのものが自粛、制限され、普段のように活発な活動ができて

いない状況が続いています。そのような町民の皆様からの意見や要望をお聞き

し、また情報を発信し、行政サービスにつなげていくにはどのような体制で臨

まれるお考えか、お聞かせください。  

 私、この９月議会において、１月から始まったこのコロナ禍、何としてでも

町発信でいいまちづくりをと思い、この一般質問を考えさせていただきました。

どうか皆さん、いい答弁をよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、長良議員の１項目めの公立学校教育の充実についてお答えをいた
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します。  

 １点目の学校ボランティア・ＧＩＧＡスクール構想などの取組状況はとのお

尋ねですが、まず学校ボランティアに関しては、本町では地域全体で学校教育

を支援し、子どもたちを育てていくことを目的に、学校地域パートナーシップ

事業を展開しており、地域住民の皆さんや学生ボランティア、民生委員、長寿

会の方々が学校の授業や見守り活動、環境整備などの多種多様にわたる学校運

営に御協力を頂いています。子どもたちにとっては多くの地域の方々に支えら

れていることを実感し、地域の教育力の向上につながっており、平群町の教育

環境の充実にも大きく寄与しているものと考えます。  

 次に、ＧＩＧＡスクール構想の取組でありますが、学校ＩＣＴ教育の環境整

備を進めており、児童・生徒への１人１台の情報端末の整備に関しては、教職

員も含め全体で１，３００台ありますが、その内、町整備分の５００台のうち

１５０台が７月の１３日に納品され、残り３５０台と県調達分８００台は９月

末めどに納品される予定であります。  

 次に、校内ＬＡＮ整備につきましては、８月にプロポーザル方式により事業

者を決定し、現地調査や機器の調達に着手しており、早期の運用開始を目指し

てまいります。併せて、ＩＣＴ教育の強化事業として各学校の普通教室に大型

電子モニターの整備を進めております。  

 次に、コロナ禍の影響から、最終学年度における特別活動の中止、延期の代

替え案はとのお尋ねでございますが、今年度は新型コロナウイルスの影響で学

校の授業、行事など、中止、延期、変更を余儀なくされています。  

 まず、運動会につきましては、中学校は規模を縮小しての実施、小学校は従

来の運動会としては実施しないで、平日に半日程度でスポーツ発表会的な内容

で実施し、保護者の参観は基本お控えいただき、集団競技は避けたプログラム

の実施を予定をしております。修学旅行につきましては、中学校は長崎方面へ

の修学旅行は中止と決定されました。小学校は広島方面への修学旅行は中止し、

代替え案を検討中ですが、最終的な実施決定までには至っておりません。また、

野外活動や遠足、社会見学などについても、泊を伴わず日帰りで行ける近距離

の範囲で実施を予定をしています。  

 コロナ禍で今後の状況、先行きが見通せない中、第一義には児童・生徒の健

康、安全を確保し、少しでもリスクのおそれが予想される場合は可能な限りリ

スクを避けることが必要であると考えており、引き続き状況の変化に応じて対

応してまいりたいと考えておるところでございます。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  
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 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。学校教育というのは、やはり平群町にとって肝だと

思いますんで、これからも一層御努力どうぞよろしくお願いをいたします。  

 あと、中学校の修学旅行中止に伴う代替え案が何かあるのか、お聞かせくだ

さい。お願いします。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 再質問にお答えをさせていただきます。  

 中学校の代替え案ですけれども、中学校につきましては３学期の入試の時期

が終了した後にバスで日帰りで何か思い出づくりができないかというようなこ

とも学校で聞いておりますので、今後検討していく予定でございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 最後に教育長にお願いがあるんです。私、今回の夏休みの期間が縮小になり

まして、ほかの市町村もやはり同じように活動してる中でね、やはり平群町が

子どもにこうやって、今、答弁いただいたようにいろんな角度を持ってやって

ると。また、教育長は学校の校長先生の御経験もあり、教育者、指導者の観点

から見ても、やはり働き方改革、いろんな形で、いろんなほかの市町村と違っ

た観点から導けるいっぱいの可能性があると僕は、教育長、思っております。

どうか来年度春以降に新しい施策をというのがあるのでしたら、お答えしてい

ただければありがたいと思います。どうぞよろしくお願いします。  

○議  長  

 教育長。  

○教育長  

 ただいまの御質問ですけれども、来年度以降の施策ということでコロナ禍の

状況がまだ現在全然見えておりません。ですから、そういうようなことを踏ま

えながら、いろいろ考えていきたいと思うんですけれども、差し当たって、先

ほど議員がお述べのように学校行事は軒並みに中止、延期となっております。

学校行事は学校の学習活動に本当にめり張りをつけるような活動でもありま

す。また、各教科では学べないような、いわゆる数字で測ることができないよ

うな非認知能力を高めるというふうなところもございます。可能な限り３密を
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避けることによって学校行事を充実させていきたいなと思っています。取りあ

えずコロナ禍の収束を待ってということで、よろしくお願いします。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 どうもありがとうございます。この公立学校教育の充実についてはこれで結

構です。ありがとうございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 ２項目めについてお答えします。  

 本町の道路整備については現在、国の社会資本整備総合交付金などを活用し、

主要幹線路線の拡幅及び歩道設置や既存歩道のバリアフリー化、橋梁長寿命化

修繕など、様々な道路整備を毎年、予算の範囲内で実施しているところです。

また、道路維持管理につきましても毎年多くの要望書が自治会から提出され、

地域の生活に密接な関係のある生活道路の要望は非常に住民ニーズが高いと認

識しており、迅速な対応に日々心がけているところです。  

 議員御質問の道路整備が進むことで、接道要件等の課題が解消され、周辺土

地の土地利用が一定進むこともございます。また、都市計画上用途も関係しま

すが、都市計画道路や主要幹線道路の整備はまちづくりや地域の発展に重要な

役割を持っていると考えます。今後につきましても、必要な財源を確保し、安

全かつ円滑に移動できる道路整備を引き続き進めてまいりたいと考えておりま

す。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。僕がなぜこういう質問をしたかといいますと、やは

り、駅周のことや、やっぱり道造りというのは人口を守っていくという意味で
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は大変重要な課題やと僕は思っております。このお答えの中でね、やはり優先

順位あると思いますが、これからも道造りは人づくり、そのつもりで、申し訳

ないですけども道路整備、どうぞよろしくお願いします。この質問はこれで結

構です。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 ３項目めについてお答えをします。  

 空き家対策につきましては今年の３月議会でも御質問いただいております。

空き家の利活用や適正管理につきましては、町広報紙やホームページにより広

報しており、また、各自治会にも空き家の情報提供を依頼しているところです。

管理の良好な空き家につきましては、利活用を促進するため空き家バンクの登

録勧奨を行っています。また、空き家セミナーを斑鳩町との共催で毎年実施し

ているところです。  

 状況変化につきましては、本町の空き家は、平成２５年度空家実態調査で５

４３戸、令和２年公表の平成３０年住宅・土地統計調査で専用住宅空き家が５

１０戸となっております。また、空き家の適正管理依頼件数が、平成３０年度

３３件、令和元年度４１件、令和２年８月末２１件でございます。増加傾向で

ございます。所有者に対し、空き家の適正管理の依頼を随時行っているところ

です。  

 適正管理の困難事例といたしまして、所有者が故人で相続登記が行われてい

ない場合など、相続人全員を特定することが困難で、対処に時間を要すること

もございます。今後、少子・高齢化が進行し、この傾向が一層高まると推測さ

れ、懸念をしております。空き家をめぐる問題や課題、相続に関する情報、住

まいの管理方法や活用方法など、分かりやすく啓発しなければならないと考え

ています。  

 新しい施策とのことですが、現在取り組んでいる空き家バンク制度は、利活

用することで老朽空き家の増加をストップさせる有効な対策と位置づけてお

り、掲載内容の充実を行い、不動産会社との連携等により、空き家の有効活用、

定住促進を図ってまいりたいと考えております。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。５００件余りの空き家、いろんなところで、

役場は分析し、いろんな考え方を持って施策を打ってられると思うんですけれ



 

－１３８－ 

ども、ほかの市町村に比べて僕は、課長に失礼でもあって申し訳ないんですけ

れども、今度はもう紙の上の問題からどんどん汗をかいていってもらって、情

報発信して、ほかの不動産屋さんのような仕事もやっぱりせんなあかんような、

それぐらいしないと、ほかの市町村に流出する人口を防ぐことができない。や

っぱり行政というのは、この紙の上で数字を計算する以外に一歩踏み込んだ、

現場に汗をかきながらボランティアを募る、そんな社会運営がこれから必要に

なってくると思います。どうか都市建設課のほうで住宅、道路並びにまちづく

りに一生懸命邁進していただけるように、どうぞよろしくお願いします。  

 この質問はこれで結構です。ありがとうございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 長良議員の大きな４点目、コロナ禍における災害対策の取組について御答弁

させていただきます。  

 災害が発生した場合でも住民の皆さんが安心して暮らせるための取組とし

て、継続的に防災備蓄品の確保に努め、品目を増やしながらその強化を図って

まいりました。液体ミルクの備蓄や災害時バンダナの作成はその一つであり、

マスクについても必要量を確保できました。現在は、コロナ禍における避難所

運営のための必要備品の購入を進めておるところでございます。  

 併せまして、防災行政無線の情報が確実に届くよう、電話応答システムの導

入と視覚、聴覚に障害がある方、土砂災害特別警戒区域内に居住する必要な方

につきまして、数に限りはありますが、戸別受信機の無償貸与も開始し、現在

申請を受付けしているところでございます。  

 さらに現在、ハザードマップの地域詳細版を作成中で、地域の中で防災計画

や防災マニュアル、警戒マップの作成に役立てていただき、自助共助の醸成に

つながればと考えております。  

 災害援助とは別に、住民の皆さんの移動手段確保と公共交通の安定的な運行

のため、８月１１日からコミュニティバスの無料運行を開始し、ＩＣカードシ

ステムの設置、路線バスを含めたバスロケーションシステムの導入、車内の抗

菌、消毒作業等の感染症対策も徹底し、安心して利用いただける環境整備に努
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めているところでございます。  

 最後に、特別定額給付金の支給事務におきましては、このコロナ禍における

住民の皆さんの不安を少しでも払拭できるよう、いち早く支給し、その支給率

は９９．９％に達し、その事務を終えました。現在その給付金は、給付金の基

準日、４月２８日以降に出生された新生児における給付金事務を町独自で引き

続き実施しています。  

 今後におきましても、このコロナ禍におけます住民の皆様の不安を少しでも

取り除き、安心して平群町に暮らし続けていただけるよう、スピード感を持っ

て引き続き取り組んでまいりたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。  

 再質問させていただきたいんですけれども、このコロナ禍で、６月、８月で

したか、臨時でいろんなものを用意する準備をしていただいたと思うんですけ

ども、それは総務防災課において、コロナ禍や災害があったときも同様にみん

な使っていただけるような準備やというふうに解釈してよろしいですか。答弁

お願いします。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 この間、臨時議会等で補正なり出していただいた部分でございます。これ、

いろいろ可決いただきまして、今、鋭意入札等の作業をしながら進めて、いろ

んな準備ですね、避難所におけるグッズも含めて準備しているところでござい

ますんで、頑張ってまいりたいと思います。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 災害やいろんな、このコロナ禍も僕も質問の中で本当に大きな災害だと思い

ます。皆さん、他の市町村に比べて何もかも今、行政の方々や本町の皆さんは

スピーディーに対応していただいているなと僕は感じております。これからも

引き続き、防災の面についても、また周知徹底する総務の面においても、皆さ

ん、町民の方々が、やっぱり総務の人らいろんなことをやってくれてるんやな

と思ってもらえるように、終始、皆さんに届きますように、どうぞ頑張ってや
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ってやってください。どうぞよろしくお願いします。  

 私の質問はこれで結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 それでは、大きな５項目めの産業支援についてと地元観光資源を生かした町

独自アピールの今後の見通しについての御質問にお答えいたします。  

 新型コロナウイルス感染症の影響により、奈良県では近年増加傾向で推移し

てきた国内外の観光客数が減少し、観光産業関連の打撃が県内経済及び県内観

光地に与える影響は大きく、本町の観光拠点であります信貴山朝護孫子寺や道

の駅大和路へぐりくまがしステーションにおきましても影響が出ている状況で

あります。当分はコロナ発生以前の状態に１００％戻ることはできないと考え

るべきで、観光振興を図るには、議員のおっしゃられたとおり、観光客、受入

れ側と共に、国が示した新しい生活様式を踏まえた上で新しい観光を確立する

必要があると考えます。  

 本町としましては、これからは国内外の観光客が安心して観光を楽しむこと

ができるよう、町単独だけではなく地域が一体となって、新たな生活様式に沿

った旅行スタイルに対応した整備を行っていくことが重要と考えています。  

 そこで、地元観光資源を生かした取組の一つとしまして、ＮＰＯ法人信貴山

観光協会と近隣５町と連携した聖徳太子御遠忌１４００年に向けた取組や、観

光地域づくり法人（ＤＭＯ）が中心となって観光地及び近隣市町村と連携して、

各地域の名所、自然、歴史、文化、食、体験、イベントなどの観光資源を広域

的に巡る誘客多角化のための魅力的な滞在的観光コンテンツの造成や観光商品

づくりに取り組み始めてるところであります。これらの連携により、国、県の

補助金の採択を受けやすいことや、コロナと共生する旅行として需要の戻りが

最も早いとされる日本人の国内観光事業に早く対応できるといったメリットも

ございます。  

 一方で、コロナ禍における当町の基幹産業である農業への支援についてです

が、今年３月からの緊急事態宣言による自粛期間において、主要農産物の中で

小菊とブドウにつきましては出荷時期と自粛期間があまりかぶらなかったこと
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もあり、影響は軽微であったと聞き及んでおりますが、バラ、イチゴについて

は入学・卒業式、歓送迎会等の自粛や輸出の停止等によって影響があったと聞

き及んでおります。それに対する支援についてですが、現在、国の支援策が手

厚く示されているところであり、当町においても、それらの情報を適宜ホーム

ページや広報紙で発信し、団体などから要望があれば説明会を開催するなど、

積極的に推進してるところです。  

 具体的な支援策の一例として、前年比の売上げが５０％以上減少している農

業者を対象とし、その減少額を法人で上限２００万円、個人で上限１００万円

まで助成する持続化給付金や、２月から４月までの自粛期間においての出荷で

影響を受けた農業者を対象とし、今年度の営農を支援するため、経営面積に応

じて１０アール１，０００平米当たり５万円から８０万円を助成する高収益作

物次期作支援交付金などの支援策を実施しております。  

 持続化給付金については、国の直轄事業で詳細はまだあまり公表されており

ませんが、８月末現在、日本全国で中小企業事業者や農家も含めて３１２万件

の申請があり、給付額は４．１兆円となるとのことです。高収益作物次期作支

援交付金につきましては、奈良県が事業主体として実施されており、第１回目

の申請期間が８月２１日で締め切られているのですが、平群町においては６０

件の農家から申請があり、給付金額は約８，７００万円となる予定です。今後

も状況に応じて、農業者や各種団体から要望があった際は、国、県と連携しな

がら、それらの支援の活用を積極的に推進していく所存でございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。私、バラ園をしてる１人として、本当に役場

の皆さんには手伝っていただいて感謝しております。この基幹産業である農業

を、また引き続き行政のほうで応援していただきますよう、どうぞよろしくお

願いします。  

 この質問はこれで結構です。ありがとうございます。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  
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 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、続いて御質問の６項目め、コロナ禍における行政情報の発信と広

聴についてお答えいたします。  

 新型コロナウイルス感染拡大の影響から、その予防対策の徹底と脱コロナに

向けた共生のまちづくりといった新たな生活スタイルの確立が求められており

ます。本町においても、このコロナ感染症対策としてはスピード感を重視し、

できるだけ早期に国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用できるよう、独自の支援策を打ち出したところであります。  

 そこで、議員御質問のコロナ禍における行政情報の発信と広聴についてであ

りますが、現在、町の情報発信については、一つ、町広報紙、二つ、町公式ホ

ームページ、三つ、フェイスブックやツイッターといったＳＮＳ、四つ、報道

機関を通じた発信となっており、今後もこれらを十分に活用し、住民の皆様に

とって有意義な情報発信に努めてまいります。特にホームページについては今

年度中のリニューアルを予定しており、タイムリーかつ効果的な情報提供に努

めてまいります。  

 また、広聴についてでありますが、町の広聴活動には住民説明会や総代自治

会長会議、行政出前講座や、人権問題地区別懇談会といった懇談会、座談会的

なものと、町長への直通便、ｉｎｆｏメール、パブリックコメントなどの住民

の皆様から直接提案的なものがあります。コロナ感染症の収束がいまだ見込め

ない状況下において、多くの人を集めて実施する懇談会的な広聴活動には制約

がありますので、その開催方法、動画配信やオンライン会議なども含めてです

が、その対応について、インターネットやＳＮＳの活用も含めて、新たな広聴

活動につなげてまいります。  

 コロナ禍において自治会活動が自粛、制限される中ではありますが、行政と

住民の皆様との隔たりが決して生じることのないよう、また、新しい生活様式

を踏まえながら、第５次総合計画の基本理念であります「行政と住民の協働に

よるまちづくり」に努めてまいります。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。再質問をさせていただきます。  

 コロナ禍のこの大変な状況において、各自治会の活動が自粛、制限されてい

るが、行政としてはどのようなまちづくりを進めていきたいと考えられていま
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すか。  

 もう一つ、コロナ禍における自治会活動に対する町の進み具合、どうぞよろ

しく御答弁お願いします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 再質問にお答えいたします。  

 コロナ禍におけるまちづくりの考え方でございます。各自治会におきまして

は、コロナ禍の中で自治会活動の実施について大変苦慮されていると、そのよ

うに推察するところでございます。第５次総合計画におけるまちづくりの基本

的な考え方として、行政と住民それぞれが、それぞれの役割を担いながら共に

まちづくりに取り組む姿勢を明確にしているところでございます。そのような

基本的な考え方の下で、コロナ禍において各自治会が新しい生活様式を踏まえ

ながら、それぞれの地域において自主的に展開される事業、そういうのがあり

ましたら、行政に対しまして御相談なり御要望があったときには、行政としま

して、側面からではございますけども支援をさせていただきたいと、そのよう

に考えております。  

 それと２点目ですけども、コロナ禍における自治会活動に対しての町の考え

方でございます。新型コロナは短期間での収束が見込めず、長期的な感染防止

対策を行う必要があります。そのようなことから各自治会におかれましては、

各種行事や活動実施の緊急性について再度御検討いただき、その上で活動され

る際には、引き続き３密を避けながら基本的な感染症対策をしっかり行ってい

ただきたい、そのように考えるところでございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。僕は今回９月議会において、このコロナ禍に

おける政策、また教育全般でいい反省をし、コロナ収束に向かってないけれど

も、収束に向けて次の準備を、やはり町長の下でいろんな形で発信し、元気あ

る、やっぱりここに住んでよかったと思っていただけるようにと思って、今回

９月期の質問を考えました。  

 町長に最後、お尋ねしたいんですけれども、やはり町長の名の下で全て行政

発信していく以上、最後、旗振り役としてね、やはり来年の３月までに何もか

も、次、１２月のときに質問したら大体決まっているとか、こういうふうな形

でビジョン、夢があるんやというのがあれば、せっかく町長になられてね、こ
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んな１年間コロナばっかしでね、自分の夢という、それに進んで町民に喜んで

もらいたいというのがあれば、最後、お聞かせ願えますでしょうか。どうぞよ

ろしくお願いします。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、長良議員の質問にお答えさせていただきます。  

 今、コロナ禍の中で町が主催する事業についてはほとんど中止とさせていた

だいています。また、自治会活動につきましても自粛されているというふうに

聞いております。住民協働のまちづくりということで、町民に対しては情報発

信、これについてはしっかりやっていきたいというふうに考えております。今

後は広報・広聴活動についても、町の情報発信についてはしっかりとして、コ

ロナ禍に負けないしっかりしたまちづくりをつくっていきたいというふうに考

えております。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 どうもありがとうございました。これからも一層、皆さんの御協力によって、

まちづくりをやると思いますので、これからもどうぞよろしくお願いします。

今日はありがとうございます。  

 私の一般質問はこれで終わります。  

○議  長  

 それでは、長良君の一般質問をこれで終わります。  

 午後１時３０分まで休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午前１１時５６分）  

 

再    開  （午後  １時３０分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号４番、議席番号６番、植田君の質問を許可いたします。植田君。  
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○６  番  

 それでは、大きく３点について質問をさせていただきます。  

 まず、１点目、町民全てを対象にしたプレミアム商品券にということで、新

型コロナウイルス感染症対策の第２弾として、平群町でも暮らしを守る支援策

の一つとしてプレミアム商品券の発行が行われますが、この間のいろんな臨時

議会あるいは説明のときもそうでしたが、基準日を設けて案内を送って、コン

ビニやネットでのクレジット決済で、後日、商品券を郵送で住民宅にお届けす

るというふうな説明がありました。しかしながら、全ての住民が対象とするの

であればですね、この基準日以降にも当然平群町の場合、転入されてこられる

方もいらっしゃいます。あるいは新たに生まれることによって町民となる子ど

もたちもいるわけです。そういう意味では、そういう方たちもせっかく平群の

町民になったのであれば、その対象としてやっぱりこの制度を使えるようにし

ていくべきではないかということで質問させていただきます。ぜひよろしくお

願いいたします。  

 ２点目については、全ての小中学校や学童保育所、あるいはこども園の水道

のカランというんですか、今現在、ひねって出す水道の扱いとなっているんで

すが、これを非接触型にということで質問させていただきます。  

 新型コロナウイルスの感染予防対策の一つとして、現在様々な公共施設や大

型店舗など、トイレ等で設置をされている水道のひねるカランを非接触型、今、

多くのところで手をかざせば水が出てくるというようなものが結構見受けられ

ます。そういう意味では、そういうものに順次計画を持って、とりわけ子ども

たちが生活をする学校、施設、あるいは学童、あるいはこども園のところで計

画を持って交換していくことで感染防止を進めていくということとともに、こ

れは結構、水道代の節約にも私はつながるというふうに考えていますので、ど

のようにお考えか、お聞きをしたいと思います。  

 ３点目については、新型コロナとインフルエンザの同時流行の対策について

ということで質問させていただきます。  

 テレビなんかでもよくこの報道はされているんですが、秋から冬にかけて新

型コロナウイルスの感染症とインフルエンザが同時流行するおそれがあるとい

うことから、日本感染症学会は診断や治療についての指針をまとめ、提言した

とされています。平群町においても同時流行に備えた対策、対応をどのように

考えておられるのか、お聞きをしておきたいと思います。  

 以上３点について、明確な御答弁よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 観光産業課長。  
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○観光産業課長  

 植田議員の大きな１項目めの町民全てを対象にしたプレミアム商品券に、基

準日以降に転入や出生によって町民となる方々についても対象とすべきではな

いかという御質問にお答えいたします。  

 本町は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている町内の経済循環及

び地域商業の活性化を推進するために、新型コロナウイルス感染症に対する独

自支援策の第２弾として「プレミアム付商品券」の発行事業を決定し、９月号

広報折り込みチラシ内で告知させていただいたところであります。現時点での

事業実施決定事項としましては、町民全員を対象にプレミアム率１００％で、

全店舗共通の１，０００円券４枚と、個人商店のみで使用可能な５００円券２

枚のワンセット当たり、額面金額５，０００円分につきまして、町民の方には

２，５００円で買っていただくと。最大２セットまで買っていただけることが

できるという商品券でございます。よって、その発行冊数は３万８，０００セ

ットで、発行総額１億９，０００万円とするものです。  

 販売方法は、１１月初旬頃から商品券引換はがきを全住民お一人お一人に郵

送しまして、１１月初旬から令和３年１月中旬頃までの期間内に町内で数か所

の引換はがきと商品券の販売の場所を設けて、引換はがきによる商品券の交換

と、それと、その商品券での店舗での利用をできるように予定しておるところ

です。商品券の販売場所及び商品券の使用可能店舗につきましては、現在調整

中でございます。  

 議員の提案される基準日以降に転入や出生によって町民となる方々も対象に

加えることにつきましても、今回につきましては１０月１日ぐらいを基準日に

しまして、その時点で住民基本台帳から住民お一人お一人の住所と氏名を抽出

してはがきを印刷するということですので、その基準日については設けますが、

商品券販売期間内における転入、それから出生届の際に住民生活課の窓口でプ

レミアム付商品券と観光産業課の窓口を紹介してもらいまして、引換はがきの

発行、もしくはその場で商品券の販売を行おうと考えています。また、住民生

活課の転入者、出生者リスト等の突合を行いまして、漏れのないように実施す

るよう考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 ありがとうございます。１０月１日、基準日以降であってもそういう転入者

あるいは出生者に対して、町としてもプレミアム商品券を購入できる機会を設
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けるということで御答弁いただいたと思います。そういう意味では非常に平群

町としての住民に対する思いというのはすごくよく分かります。  

 そこで、もう少し。転入者についてはね、どなたが来られるかというのは分

からない部分はあると思うんですけれども、出生については今現在、平群町で

それを待っておられる方なんかもいてるので、そういうところには分かりやす

い広報というんですかね、この日までに出生届を出してもらえばその対応がで

きますよとかというふうなことも含めて丁寧な案内をしていただきたいなと思

うんですけれども、そこで、もう１点ね、その引き換える限度日と言ったらお

かしいんですけど、使えるのは一応１月中旬までということで商品券の期間は

あると思うんですけども、転入されてこられて、その引き渡し、直接そこでや

り取りするのを、言わば引換え日と言いますか、その商品券を使える期間ぎり

ぎりぐらいまでを考えておられるのか。基本、プレミアム商品券を購入するか

どうかはその方本人が決められることですので、できるだけぎりぎりまでそう

いう期間も持っていただいて、対応していただきたいと思うんですが、その点

２点、すみませんが、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 まず、基準日以降に転入あるいは出生された方についての広報なんですが、

それについては、もう必ず住民生活課の窓口へ来られますので、そこでチラシ

等お渡して、それと観光産業課の窓口に行ってくださいということで案内して

もらいます。そこで、詳しい説明と当然そこでもできるだけ商品券をその場で

買えるようなことも含めて対応したいというふうに思ってます。  

 来年１月中旬頃までに商品券が利用できるということで、そのぎりぎりまで

ということで、利用できるようにということなんですが、それについては、ち

ょっと事務的にどの程度の余裕が必要なのかということがまだ詰められてませ

んので、思いとしましては、できるだけ１月中旬のぎりぎりまでですね、基準

日以降に転入、出生された方も使えるようにはできる限りの努力はしたいと考

えてます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 できるだけで使ってもらえるような状況はつくりたいということですので、

ぜひお願いいたしたいと思います。  

 私が聞いたのは出生届というのは今現在というか、平群町でもそういう妊婦
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の方とかがいらっしゃると思うんです。その方たちにもいついつまでに出生届

を出したら、それも対象になりますよということをちょっと事前に言ってあげ

るのもいいのかなというふうに思ったんです。１０月１日と届いたところは分

かるんですけども、まだその時、妊娠中で、お腹にいてる子どもがその対象に

なるのかならないのかというのが分からない場合もあるので、もし、この日ま

でに出生届を出された方はその対象になりますよというようなちょっと親切な

案内もしていただけたら、より。ある意味、出生届をね、生まれてすぐに出し

はる場合、一応２週間という多分、期間はあると思うんで、それで超えてしま

って使えなかったという状況も出るかもしれないということも含めて、そうい

うちょっと丁寧な案内もしていただきたいというふうに思いますんで、そこら

辺はぜひ御検討いただきたいというふうに思います。  

 この件については以上で結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、植田議員の２項目めの全ての小中学校や学童保育所、こども園の

水道カランを非接触型に交換をについての御質問にお答えをいたします。  

 現在、各学校、こども園で子どもたちが主に使用する水道蛇口については、

平群小学校のトイレの手洗いには自動水栓を設置していますが、その他の学校

に関しましては大半が従来のハンドルタイプの蛇口で、こども園に関しまして

は、レバータイプの蛇口となっています。今年度に着手している南小学校のト

イレ改修におきましては、限られた予算の範囲内で便器の洋式化や配管などの

老朽改善を優先しつつ、トイレの手洗い場の蛇口に非接触型の自動水栓を設置

する予定をしております。  

 各学校・園の蛇口は全部で５８０か所もあり、設置箇所はトイレだけでなく、

廊下や園庭、校庭、体育館など多岐にわたっています。水道の蛇口を非接触型

に順次計画を持って交換をとのお尋ねでございますが、設置にかかります費用

が概算ベースでありますが、器具の交換、取付け、電気工事を含めますと、１

か所当たり約２０万円必要で、その工事費だけで多額の予算が必要となり、設

置費用の財源であります国庫補助金に関しましても、蛇口の交換だけでは国庫
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補助対象とはなりませんので、蛇口の交換だけでの取替えをすることは非常に

難しい状況であります。  

 教育委員会としましては、今後、トイレ改修工事に併せまして、国庫補助金

の採択や予算の状況を見て、トイレの手洗い場の非接触型自動水栓蛇口の設置

を検討してまいりたいと考えております。  

 また、こども園に関しましては、ほとんどがレバータイプの蛇口で、園児の

体格に合わせ、通常サイズよりも小さく、特殊なものが多く、園児自らが水を

出したり止めたりすることで、器具の操作の仕方や水の大切さを教える教育的

な観点からレバータイプの蛇口を採用しており、今後も現状の体制で園運営を

行っていきたいと考えております。  

 御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 今、課長のほうからね、結構１か所当たりの多額な交換費用がかかるという

ことがありましたので、今後トイレの大規模改修のときにそのことを含めて進

めていきたいというふうな御答弁だったんですね。確かにそういうところはあ

るかとは思うんですけれども、先ほど課長のほうからもありましたように、南

小学校についてもトイレの改修で全てというか、トイレの改修時に自動水栓、

ちょっと頂いた資料では設置予定１４栓ということで頂いてるので、蛇口数と

しては、トイレの数が２５あったうちの１４をそういうふうな形に変えるとい

うふうに理解をするんですけどもね、確かにそういうことはあると思うんで、

じゃあトイレの改修計画をどうするのかというのは当然出てきますし、決算の

ときの資料の中でもそうですが、非常にやっぱり、なかなかこのトイレの洋式

化というんですか、大規模改修が進んでいかない。南小学校は今年度するんで

すけれども、その中で北小学校があまりにもやっぱりちょっと遅れてるという

のが私、感覚としてあるんです。そういう意味では北小学校が今、３小学校の

うち一番生徒数も多い小学校となってきていると。そういう中で一番トイレの

設備なり、そういう手洗いの設備が遅れているということはね、やっぱりこれ

はちょっと教育環境の公平性という観点から言えば非常に私は問題ではないか

なと。  

 北小学校のトイレの改修についても基本的な計画というのは今のところはな

いという状況だというふうに理解しているんですけども、そういう意味では、

個々少しずつ中学校もね、一部洋式化になってる、改修したところもあります

し、少なくともそういうところからでも少しずつそういう改善をしていただき
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たいなというふうに思うんですけども、再度これはよろしくお願いいたします。 

 それと、学童保育についてはね、やっぱり夏休みなんか１日そこで子どもた

ちが生活をするわけですから、そういうところも少し、そういう意味で私は優

先的にやっていただくということも感染症対策の一環からでは必要ではないか

なというふうに思うんですけども、この点について再度御答弁願えますか。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えさせていただきます。  

 まず、１点目でございますけれども、まずは北小のトイレ改修が遅れている

のではないか、中学校も含めてでございますけれども、北小学校につきまして

は２９年度に部分改修、多目的トイレの改修をしております。ですが、それで

十分だとは教育委員会としても思っておりません。中学校につきましても、３

か年計画でトイレ改修を部分的には実施をしておりますけれども、やはり配管

等の課題がございまして、まだ全て完了したという思いは持っておりません。

ですから、今後ですね、明確な、いつに実施をするかということは明言できま

せんけれども、北小学校、中学校につきましてはトイレ改修が必要になってく

るというのは教育委員会としても認識しておりますので、その中でトイレ改修

に併せまして非接触型の自動水栓を推進してまいりたいとこのように考えてお

るところでございます。  

 学童保育所につきましては、やはり、同じ小学校の子どもさんが学童保育に

行っておられるというようなことで、今回、南小学校のトイレ改修、１０月か

ら工事がスタートいたしますが、その中で学童保育所のトイレの手洗いの自動

水栓化ができるような何か工夫ができないかということも意識しながら、工事

を進めていきたいと考えておりますので、御理解いただきますようにお願いい

たします。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 担当課のほうとしてはね、やっぱりそういうことには配慮していきたいとい

うふうな思いを持ってはる。当然やっぱり子どもたちが健康に安全に学校生活

を送れる、あるいは学童が今、校舎内にあるということもあって、そこをやっ

ぱり確保していくということが非常に大事だというふうに考えておられるとい

うのはよく分かります。今ね、文科省とか国交省でも学校トイレ改善推進の動

きもちょっと加速をしてきてますので、こういうふうなのもいち早くやっぱり
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見ていただいて、財政、それでも全く１００％補助金や交付金で賄えるわけで

はないですけれども、こういうときにだからこそあるメニューをやっぱり使っ

ていただいて、やっぱり一日も早く町内の小中学校のトイレだけには限りませ

んが、少なくともトイレの環境というのはやっぱり整えていただきたいなとい

うふうに思います。  

 総合文化センターのオープンに当たっては、私も使わせていただきました。

あそこはトイレに入れば電気が自動でついて、座れば水が流れる音がして、立

てば自動水洗で、手洗いは冬場、寒い時期やったらちょっとあったかい温水的

なものが出ると、非常にもう至れり尽くせりの状況があります。それと比べて

やっぱり子どもたちが日々生活をする学校施設でのね、やっぱり環境整備が遅

れているなというのは非常に私はそれを感じました。この点については町長自

身もね、やっぱりこういう、せっかく平群町で子どもたちが成長していくわけ

ですから、子どもたちが成長していく上で安心して成長できるようなそういう

体制を取っていただきたいと思う。町長自身はトイレの改修も含めて、このよ

うなことについてどのような見解を持っておられますでしょうか。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 教育委員会といたしましても、引き続きですね、学校の施設の環境につきま

しては公平に学校運営、義務教育が進んでいくように今後も努力してまいりた

いと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、植田議員の質問にお答えさせてもらいます。  

 全ての小中学校や学童保育所に、また、こども園の水道カランを非接触型に

するということは感染防止や水道代の節約、それはかなりつながるというふう

に思っております。ただ、全部を非接触型にするには多額の費用を要するとい

うことであります。議員からもありましたように、国のいろんな補助メニュー

を探しながら、国の補助対策ができれば補助金を活用して、設置に向けて努力

していきたいというふうに考えております。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  
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 町長も設置に向けては努力していきたいということですので、学校の設備が

それなりに整っているということは若い世帯が平群に移住してもらうというこ

とにおいても、やっぱりウエートを占めてきますので、そういう意味では教育

環境を整備するということは、私は平群町にとって非常にプラスにつながって

いくというふうに思いますので、ぜひここはしっかりと、そういうふうな補助

メニューも含めて目を光らせていただいて、そして一刻も早い子どもたちの教

育環境が一定公平に、そこでの学校生活を送れるような状況をつくっていただ

きたいなというふうに思います。  

 この問題については、以上で結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 健康保険課長。  

○健康保険課長  

 それでは、植田議員３点目の新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流

行の対策についての御質問にお答えをいたします。  

 新型コロナウイルス感染が収束を見ないまま、季節性インフルエンザの時期

が来ることによる不安が広がっています。そのような中、厚生科学審議会の感

染症部会と予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会は８月２８日に合

同会議を開催し、今冬の季節性インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の

同時流行に備えた体制整備の案の方向性を了承しました。  

 新型コロナとインフルエンザのどちらに感染したか分からない発熱者の増加

が見込まれることから、帰国者・接触者相談センターを介して診療や検査を行

っていた現行の体制を見直し、電話で予約の上、感染症予防策を講じたかかり

つけ医などの地域の診療所で発熱者の相談、診療、検査を行う体制を整備する

としています。また、予防接種法の定期接種者である６５歳以上の高齢者等に

１０月前半から接種を優先的に呼びかける方針です。  

 基本的な考え方として、１、地域の実情に応じて多くの医療機関で発熱患者

を診療できる体制の整備、二つ目といたしまして、インフルエンザワクチンの

供給量の確保、効果的なワクチン接種を推進し、優先的な接種対象者への呼び

かけを実施、三つ目といたしまして、新しい生活様式の徹底をはじめとする公

衆衛生対策を掲げております。  
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 平群町におきましても、毎年１０月１日から実施している高齢者インフルエ

ンザの積極的な接種勧奨を行い、新しい生活様式の徹底の下、個人防衛策とし

て住民に接種を促し、コロナ対策に加えて、医療機関の負担を軽減させる取組

をしていきたいと考えています。  

 以上です。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 今、課長のほうからいろいろ答弁があって、そういう意味では、かかりつけ

医というんですかね、地域のお医者さんたちの力も十分借りなあかんし、そこ

には、言うたら、コロナやインフルについても、インフルはもう今までのこと

があるんですが、コロナについての十分な情報提供ということも含めて、やっ

ぱり、対応していくことが必要ではないかなというふうに思います。  

 国のほうとしてもね、インフルエンザの予防接種の、また勧めているという

んですかね、受けてくださいよというのは６５歳以上の高齢者と、それから新

生児から小学校低学年までやったかな、の子どもたちとかというところをとり

わけ、やっぱり接種を呼びかけてるというのはテレビなんかでも報道されてい

ます。そこで、高齢者のこれまでの平群町のインフルエンザの接種率を見てみ

ますと、６５歳以上の方たちの接種率というのは大体５０％ちょっと超えたぐ

らいかな、４９から５０％ちょっと超えたぐらいで、ここ数年推移をしている

のかなというふうに思います。  

 そういう中で、これもちょっと南主幹にちょっとお手数かけましたが、近隣

の状況も調べていただきました。すると斑鳩町は６２％。これ、令和元年度で

すけどね、接種率。安堵なんかは４８、三郷で５１、ここら辺は平群町とあま

り変わらないかな。王寺も６０。６０超えてんのが、やはりインフルエンザの

個人負担がないところなんですね。平群町は今１，０００円の個人負担がある

んですけども、全くそれが無料な斑鳩町や王寺町では接種率がやっぱり高いと

いう状況があります。  

 そういう意味では、やはり、これ、受けてもらわないことには駄目なもので

すので、平群町としてもここを見直すというんですかね。今１，０００円です

けれども、無料あるいは、もう半額も含めて、ちょっと検討してですね、とに

かく接種率を上げるということと、それから受けてもらうために、今、個人通

知はしてはれへんですよね、そういうことも含めて、この時期ですのでね、県

内の他の自治体では２次補正のときに、今年度に限ってですけども、インフル

エンザの高齢者の予防接種については無料にするというようなところを打ち出
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されているところも聞いております。そういう意味では、平群町としてもこれ

まで以上にやっぱり接種率を上げていくという意味で、そういうことも対応し

ていくべきではないかなというふうに思うんですけども、そのようなお考えは

ないでしょうか。  

○議  長  

 健康保険課長。  

○健康保険課長  

 ただいまの御質問にお答えをさせてもらいます。  

 現在、平群町では１，０００円の自己負担をしてもらっています。近隣で王

寺町さんと斑鳩町さんは無料というのは聞いてます。県下で、今年のことはち

ょっと分からないんですけども、昨年度まで無料でしてはったとこが３町村、

ほかの３６市町村は有料化になっております。平群町におきましても１，００

０円の自己負担ということで、自己負担をお願いしている市町村では一番安い

ということで、議員も御存じやと思うんですけども、そういう状況の中でです

ね、コロナ禍の影響もありまして、今年は、今、議員お述べのように無料化に

してはるところもあるとは聞いております。  

 これ、県の調査もまだ途中で分からないんですけども、県もそういう調査を

始めてるとこなんですけども、ただ、実際５，３１０円、１人当たりかかって

るんですね。それで、そのうち８０％強が町の負担であると。あと１，０００

円だけ負担をお願いしてということで、なかなかＢ類の定期接種ということで

すので、やはり受益者負担分の負担というのは今後も継続していきたいとは考

えております。  

 それから、接種率を上げる対策ですけども、当然、今年はコロナ禍の影響が

ありますので、例年に増してですね、受けてくださいというＰＲはさせてもら

おうと思うてます。１０月号広報には例年のごとく出してもうてるんですけど

も、それ以外にもやはり医療機関であるとか、それから公共施設なり、いろん

なところに啓発のポスターを張ったり、ちょっと時期はずれると思いますけれ

ども、回覧も当然していかなあかんなとは思うてます。その辺について、例年

以上に増してですね、啓発のほうは努めていきたいと考えています。  

 以上です。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 今のところ無料でやるとか減額するというお考えはないというふうな御答弁

だったんですけども、確かにそら８０％が町の負担になるんだということは分
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かるんですけれども、今のこの事態ですから、これがまた、そら５年も１０年

も続くというもんではないというふうに私は思います。ワクチンもいろいろ、

すったもんだでですね、まだちょっと一、二年かかるのかなという思いはある

んですけども、だけど、どれだけ感染症を防いでいくのかということで、やっ

ぱり少なくともそのインフルエンザとの、何というんですか、一緒になればも

う当然医療機関パンクしてしまいますので、そういう意味ではこのときだけで

もですね、やっぱりそういう対応を町としては取っていただきたいなというふ

うに私は思います。  

 十分なこれまで以上の周知を住民の方にするというふうにおっしゃってたん

ですが、私は個人通知も含めてやっぱりやっていただきたいなという問題と、

なかなか平群町独自の財源でやるというのは厳しいのかもしれないです。そう

いう意味では県に対してもですね、この部分での補助をやっぱり県として持っ

てほしいということを、これは近隣のいろんな市町村とも町とも一緒になって、

少なくともそういう受ける機会がね、受けやすい状態をやっぱりつくっていく

ということが必要だと思います。やっぱり無料であるのと１０％ぐらい接種率

が変わるわけですから。１，０００円出すということで１０％変わるというの

は私は非常に大きなというふうに見ていますので、そこはぜひ、今後のことも

含めましてね、町としてもとにかくそういう感染リスクを少しでも下げるとい

う方向で対応していただきたいなというふうに思いますので、ぜひこれは重ね

てお願いしておきます。  

 以上で私の一般質問を終わります。  

○議  長  

 それでは、植田君の一般質問をこれで終わります。  

 それでは、２時２０分まで休憩いたします。  

（ブー）  

休    憩  （午後  ２時０３分）  

 

再    開  （午後  ２時２０分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号５番、議席番号７番、山口君の質問を許可いたします。山口君。  

○７  番  
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 通告に基づきまして、大きく３項目について質問いたします。  

 まず１点目は、櫟原地区のメガソーラー建設計画について。今、本町におい

て、住民の皆さんの中で最大の関心事となっているのが櫟原地区山林へのメガ

ソーラー計画ではないでしょうか。この問題については、６月議会でも質問い

たしました。  

 まず１点目として、６月議会で私は、４８ヘクタールにも及ぶ大規模開発に

ついては、計画段階、事業者と行政との事前協議の段階から住民に計画内容を

知らせるべきだとして、町の姿勢に不備があったことを指摘しました。これに

対して町は「本来でしたら奈良県への開発申請後に行うのが本意」と述べ、そ

の後、「説明資料の中身が」とか「説明内容が決まらなかった」とかそういう言

い訳に終始しました。この答弁は、町面積の２％もの山林を伐採し、太陽光パ

ネルを設置する大型プロジェクトが本町に与える影響、すなわち、今後のまち

づくりや住民の皆さんの暮らしに与える影響を全く考えなかったことを示して

います。なぜ事前協議の段階で計画を住民に知らせなかったのか。町長自ら説

明してください。  

 なお、このことについては、国も太陽光発電の事業計画策定ガイドラインの

地域との関係構築のところに「事業計画作成の初期段階から地域住民と適切な

コミュニケーションを図るとともに、地域住民に十分配慮して事業を実施する

よう努めること」としています。  

 次に、住民説明会についてお聞きします。  

 事業者による説明会は昨年１２月と先月の８月２０日の２回行われました。

先月の説明会には、ほとんどの住民に案内がなかったにもかかわらず、１４０

人が参加し、全体で約２時間２０分の集会で、そのほとんどの時間、参加した

住民からの質問でした。災害や事故への心配と、それが起きたときの補償の問

題、生活道路への高圧送電線埋設に対する危惧などの質問でした。事業者から

はまともな回答はなく、質問者は納得していなかったというのが実情です。  

 今回のメガソーラー事業は民間企業の事業ですが、住民生活にも大きな影響

を与えます。住民に責任を持つ町行政として、この開発計画について住民の声

を聞くことや、事前協議以降の事業者との話合い、事業者と交わした協定書の

内容について住民に説明すべきです。特に町行政が当事者である協定書につい

ては、住民が最も危惧している防災や事故・災害後の補償のこともあり、協定

内容の充実を求める声が多く上がっています。町行政主催の住民説明会を開く

べきです。町長も町のホームページ、この中の町長の部屋で「町づくりは、行

政のみでできるものではありません。行政と町民の皆さまが力を合わせ、町民

参加のもとできめ細かな町づくりができるものと考えております」、このように
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述べられておられます。住民説明会の開催を強く求めます。  

 次に３点目は、住民の疑問を幾つかお聞きします。  

 まず一つ目は、事前協議はいつからか。  

 二つ目は、事業者の説明会で、昨年１２月は町が自治会を通じて回覧を回し、

先月はそれがなかったのはなぜか。  

 三つ目は、住民説明会で事業者は、町と話はしている、副町長とも面談して

いるというふうに話していましたが、面談や協定書作成に当たっての会議録、

面談録はあるのか。また、面談の相手は誰か、お聞きします。  

 次の４点目は、現在の事業者、協栄ソーラーステーション合同会社の資本金

は１０万円です。事故や災害時の補償ができるのか。６月の町の答弁は「資本

金の額だけで事業者としてふさわしいか、補償能力があるかを判断するのは困

難。災害時における対応や被害が発生した場合の補償については、今後、事業

者と協議する必要はあると認識している」、このような答弁でした。どのような

協議をしているのでしょうか。  

 ５点目は協定書の内容について。６月議会では「事業者が工事に着手されて

から、事業区域周辺住民からの意見や意向はその都度、事業者に伝え、対応す

べきものについては迅速に事業者と協議を行う」という答弁でした。そこは、

工事が始まる前であっても、既に事業として始まっていることから、事業者の

説明会や町長宛てに出された要望について事業者と協議し、協定書に反映させ

るべきですが、その点はどうでしょうか。  

 ６点目は、高圧送電線について。櫟原から梨本までの町道に埋設する計画に

なっていますが、道路法では同法施行令で道路への埋設について、「公益上やむ

を得ない事情があると認められるとき」とできるだけ道路に埋設しないよう規

定しています。この道路法の立場からも送電線は地上架線で設けるよう、町と

して指導すべきですが、町長の見解を伺います。  

 また、高圧送電線の生活道路への埋設について、関係自治会や通学路として

利用している地区の子ども会などから町長に要望書等が出されていると聞いて

いますが、それらの要望書について、町長としてどのような対応を取っている

のでしょうか。  

 ７点目、メガソーラー計画地に裏の谷の磨崖仏地蔵菩薩立像があります。こ

の磨崖仏は本町にとっても重要な文化財と認識しておられると思いますが、ど

のように保存するのか、見解を伺います。  

 大きい２点目は、デマンドタクシー導入について。どんな形であれ、高齢者

の外出支援事業は現在の本町にとっては必要不可欠です。この立場から６月議

会では、町が４月に示した介護保険事業でのデマンドタクシー導入について、
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基本的に賛意を示した上で、より利便性の高い事業になるよう、幾つかの提言

をしました。今回はその議論を踏まえ、再度、町長の見解を伺います。  

 まず、一般事業でなく介護保険事業で実施する理由は町の財政状況によるも

のと理解しますが、一般事業として実施した場合の経費の試算は幾らになるの

でしょうか。  

 次に、６月議会での私の「６５歳以下でも障がい者や妊婦さんなど必要な人

が利用できるようにする工夫ができないのか。例えば、その経費は一般会計で

負担し、介護事業と一般施策を組み合わせた事業にできないか調査研究すべき」

との指摘には、町の答弁は「既存の公共交通の存続を前提に、その公共交通を

利用し難い移動困難者を支える仕組みとして実施する旨の方策であるため、利

用対象者の範囲を拡大した一般施策と併せて実施することは困難を極めるもの

であると考えられ、御意見として承っておきたい」というものでした。  

 私の提案は、まさに町がデマンドタクシー導入の方策としている公共交通を

利用し難い移動困難者を支える仕組みとして、公共交通を利用し難い移動困難

者である６５歳以下の障がい者や妊婦さんなどの必要な人には審査を通して対

象とすべきではないかということです。そして、その部分の経費については一

般会計から支出をするというものです。６月議会の議論では、この一般会計か

らの支出について「財源の問題で今はできない」ということでした。しかし、

一定の基準に基づく審査を通った対象者だけなら財源的にも十分可能です。実

施までまだ１年あります。福祉の観点からも、また、まちづくりの観点からも

具体化すべきです。町長の見解を伺います。  

 デマンドの３点目は、利用の範囲や時間の拡充について。６月議会での答弁

は、「提案する前段階で関係機関との十分な協議を経た上で示した内容であり、

運行範囲、日時拡大は他の公共交通機関への影響を考慮しますと、変更し難い

内容と思われます」というものでした。なお、「３年間の実証運行で関係機関と

調整する」との答弁もありましたが、ここでも実施までまだ１年以上あるにも

かかわらず、町の当初案を一切変えないというものでした。それは今でも変わ

りないでしょうか。  

 デマンドの４点目は、このデマンドタクシー導入に関わって、６月から７月

に新たな交通手段導入の検討のためのアンケート調査が６５歳以上の高齢者を

対象に行われました。このアンケート調査に多くの方から「議会報告を見てい

ると、アンケート前にほとんど決めている。何のためのアンケートか分からな

い。予算の無駄」、また、「導入の是非についての質問で、この種の事業では『将

来のために必要』とする回答がないのがおかしい」などの疑問の声が私にも寄

せられました。このアンケートの調査の目的と結果の利用方法は何でしょうか。 
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 大きい３点目は、新型コロナ感染症のＰＣＲ検査体制についてです。  

 新型コロナウイルス感染症を拡大させない対策として、感染の有無を調べる

ＰＣＲ検査体制の充実が効果的なことが明らかになっています。政府もやっと

その方向で動き出しました。既に多くの自治体が独自にＰＣＲ検査拡充を発表

しています。本町でも西和広域規模や郡規模で近隣町とも協力して、医療や介

護、教育の現場を中心に、いつでも誰でも何度でも検査が受けられる体制を構

築すべきです。町長の見解を伺います。同時に県内自治体のＰＣＲ検査体制の

現時点の状況も説明してください。  

 以上、大きく３点について、明快な答弁をよろしくお願いします。  

○議  長  

 住民生活課長。  

○住民生活課長  

 それでは、山口議員の大きな１点目の御質問でございます櫟原地区のメガソ

ーラー建設計画についてお答えを申し上げます。  

 一つ目の事前協議の時点での住民の方への説明についてでございます。  

 ６月議会での答弁と重複いたしますが、本事業につきましては、昨年の７月

９日に全体の事業概要の説明を、１１月２９日には事業の進捗状況について、

全員協議会において説明をしております。本来でしたら、昨年１月に町へ太陽

光発電設備設置事業に関する届出書の提出があった後に、議会への説明を行う

のが本意でございますが、内容の取りまとめができていなかったことや、統一

地方選挙の日程も影響し、説明の時期を逸したことから、議会への説明時期に

遅れが生じたところでございます。  

 また、住民の方への説明についてでございますが、本事業は宅地造成等規制

法及び森林法の許可を受けて実施される事業であり、事業主体ではない平群町

が説明を行うことはしておりません。ただし、事業者の対応といたしましては、

昨年１２月１７日に住民説明会を開催しており、また、先月でございますが、

８月２０日に再度、住民説明会を開催したところでございます。  

 議員御質問の中で引用されております事業計画策定ガイドラインに記載され

ておりますが、このガイドラインの適用範囲は太陽光発電事業者であり、事業

者の責任においてなされるものであるというふうに考えております。  

 続きまして、二つ目の町主催の住民説明会の開催についてでございます。  

 御存じのように、この事業につきましては、事業者が経済産業省より再生可

能エネルギー発電設備の認定を受け、奈良県より宅地造成等規制法と森林法の

許可を受けた事業でございます。また、これまで平群町が実施をしてまいりま

した住民説明会は、町が主体として実施をしてまいりました事務事業に対する
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説明会のみであり、民間の住宅開発や大規模店舗の立地、土砂の埋立て行為な

どの事業行為に対しては全て事業者側において説明会を開催しております。  

 また、協定書につきましては、これまで多くの事業者とそれぞれの事業に対

して締結をしており、それらの協定書については情報公開請求により開示をし

ているものであることから、町が住民説明会を開催することは考えておりませ

んが、今後も町が知り得る範囲において、議会に対しては説明を行うところで

ございます。  

 ３点目の事前協議の時期、８月に事業者が開催をした住民説明会の回覧、事

業者との面談についてでございます。  

 事前協議につきましては、事業者から町に対して、太陽光発電施設設置事業

に関する届出書の提出があったのが昨年の１月であり、それ以降事業者が許認

可手続を行ったと認識をしておるところでございます。  

 次に、住民説明会の回覧についてでございますが、これは単に町から各大字・

自治会に回覧を依頼する時期と業者の説明会の時期が合わなかったためでござ

います。簡単に時系列で申し上げますと、町から各大字・自治会へ回覧をお願

いするときは、毎月２０日をめどに回覧の文書をお預かりし、回覧部数ごとに

仕分をして、毎月２６日の広報配布時に各大字・自治会にお届けをしておりま

す。このスケジュールに合わなかったため、今回は町から各大字・自治会にお

届けできなかったところでございます。なお、事業者のほうからは個別に、各

大字の総代さん、自治会長さんのところにお伺いをして、回覧の依頼を行った

こと、また、町のホームページのバナー広告におきまして説明会開催の記事を

掲載したことは承知をしておるところでございます。  

 次に、事業者との面談についてのお尋ねでございますが、８月２０日に、事

業者４名が来庁され、町長、副町長への挨拶と面談の時間を取ったところでご

ざいます。面談の内容といたしましては、訪問日当日に開催をされます住民説

明会に対する報告と、町側からは、住民の方に対しての事業説明については、

できる限り真摯な対応をしていただき、理解を求めるように申し上げたところ

でございます。なお、この面談の会議録はございません。  

 四つ目の災害時における対応や、災害発生時の補償についてでございます。  

 ６月議会の答弁におきましても、今後、事業者と協議する必要はあると認識

をしている旨、答弁を行っておりますが、まだ事業者との間で具体的な結果や

内容がお示しをできるような協議には至ってないところでございます。  

 五つ目の意見や意向については、事業者と協議し、協定書に反映させるべき

との御質問でございます。  

 現在、事業者とは地位継承を除き、平成３１年１月１１日付で、平群町太陽
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光発電設備設置に関する協定書と令和元年９月２日付で協定書を締結しており

ます。６月議会で答弁申し上げましたように、町は住民の方の安全、安心を念

頭に置いて、住民の方からの意見や意向については、その都度、事業者に伝え、

対応すべきものについては迅速に対応するよう、事業者と協議を行ってまいり

ます。その考え方につきましては変わりございません。  

 以上、私のほうからの答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 ６点目、送電線につきましては、当該事業者は道路法の規定に定める電気事

業者です。すなわち当該発電事業が行う送電線の道路占用は公益事業者が行う

義務占用の対象となります。また、電気事業者や通信事業者は、電柱や送電線

または架空線などの自営線を設ける場合は、本来、原因者で敷地を確保するこ

とが前提条件と認識しておりますが、事業者も道路敷地外の様々なルートにつ

いて技術面や費用面を検証した上で、本町に申請を提出されたと認識しており

ます。事業者から道路管理者に占用許可申請があった場合は、同法の規定に基

づき、政令で定める基準に適合するときは許可を与えなければならないとなっ

ているため、事業者から提出された計画書を同法の基準に基づき審査し、条件

を付して許可いたしました。したがいまして、法的な許可案件であり、道路以

外へ指導する根拠がなく、現時点では困難であると考えます。  

 ２点目、関係自治会等からの要望に対し、町の対応につきましては、当該送

電事業は事業地から櫟原の集落内を通り、緑ケ丘１丁目、２丁目、椣原、フロ

ーラル西向、西向、梨本の連系変電所までの総延長約３キロにわたる事業です。

関係自治会などからの要望の多くは、一定期間における通行制限や通学路等に

おける安全対策を懸念する内容となっており、本町においても、この要望事項

は真摯に受け止め、できる限りの対応は行ってまいりたいと考えます。そのた

め、総延長３キロメートルの占用区間については、今後、工事区間ごとに道路

掘削許可及び西和警察の道路使用許可を再度、取得する条件を付して占用許可

をしています。特に安全対策等については西和警察と連携し、適切な指導を図

ってまいりたいと考えております。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは７点目でございます。計画地内にある磨崖仏の保存について教育委

員会よりお答えをいたします。  
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 計画地内にある磨崖仏「裏の谷の地蔵磨崖仏」については、民有地内に存在

する未指定文化財であり、発掘調査の対象となる埋蔵文化財包蔵地、いわゆる

遺跡とは異なります。民間開発行為における民間所有の未指定有形文化財の取

扱いは、建造物や絵画、工芸品、古文書などと同じく、原則として所有者・管

理者の判断に委ねられるものであり、文化財保護法など文化財関連法規によっ

て開発行為が制限される対象とはならないのが実情であります。本石像の製作

時期は、作風から見まして室町時代から江戸時代と考えられますが、この時代

は石造物の作品が急激に増え、類似の石造物が多数存在することから、行政と

しましては本磨崖仏のみを特別に保護の対象とすることはできませんので、御

理解いただきますようお願いいたします。  

 以上でございます。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 それでは、順次再質問させていただきます。  

 傍聴席を見ていただいたら分かるように、非常に関心の高い問題です。個別

にも聞きますけどもね、最初のボタンがやっぱり基本的にかけ間違ってるんで

すよ。今の答弁聞いてると、１月１１日に最初の協定を結んだ。その月に事前

協議が始まったと。それが事実であれば、もう４月の初め、上旬に県に正式の

開発申請が出てるわけですよ。なら町との事前協議は２か月半。３か月ないわ

けですよね。そんな短期間で平群町の面積の２％にもなる面積の山林を伐採す

ることをそんな簡単に許可できますか。平群町にとって森林とは何なんですか。

三郷や斑鳩とどこが違うか。住宅開発はしたけれども緑を多く残したというの

が平群町の先人からの自慢じゃないですか。  

 私どもの大先輩の西川仁郎さんは、昭和３０年代から町会議員を４期務めら

れ、議長も２期務められています。西川さんの一番の自慢がそれやったんです

よ。三郷はほとんどのところ全部住宅にできるんです。でも、平群町は緑をい

っぱい残したんです。だから、住宅開発しても売りの一つが「緑豊かな町で子

育てを」でしょう。町長も町長のビラにそういうことをいっぱい書いてるじゃ

ないですか。それをたった３か月足らずで、住民には一切知らせず、議会にも

知らせず決めたというところに、まず町としての、私は反省材料があると思う

んですよ。だから私はそこを町長に聞きたい。１点目はそれなんです。  

 もちろん町長はその１年前、要するに町長になられたのが２０１８年の１２

月ですから、ばたばたしてた間に起こったことでしょう。就任して１か月後に

事前協議が始まったということですから。でも、自分の公約からすればですよ、
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太陽光で再生可能エネルギーだから別に問題にならんだろうと、住民の皆さん

もそんな問題にしないだろうと、そういうふうに安易に考えたとしか思えない

んです。それが事実であれば。もし、そうであれば、そこはやっぱり真摯に反

省すべきですよ。  

 前も言いましたけども、２０年以上前のゴルフ場問題が起こったときは、あ

のときのことを考えればね、それより規模は半分ですし、農薬とかいう問題は

ゴルフ場と違って太陽光の場合、出ません。再生可能エネルギーということも

ありますけれども。だから、そこんとこでね、もうちょっと真面目に、もう決

めたから、もう言ったからというのでは私は残念でならない。だから、そこに

ついては、町長、どのように思われてるのか、町長の口から答弁してください。 

 それから、なぜ住民説明会を開かないのか。今の答弁だったら民間の事業だ

からそんなんする必要ないねんと。いや、だから、前も言いましたけど、ミニ

開発の住宅開発とかだったら、もちろん近隣の皆さんにだけきちんと説明して

了解得ればええです。でもね、全体の２％の面積の森林を伐採する。その影響

がどういうことが起こるか、なかなか分かりにくい。そういう中でね、住民の

声を一切聞かない。民間事業やってるから知りませんねんと。許可は県です。

だから県が許可したんやから県に聞いてください。そんな話ないでしょう。平

群町の中の土地ですよ。平群町行政が責任持つべき山林ですよ。それを全く住

民説明会を開かない。  

 岩﨑町長になってから毎年１１月に住民説明会が開いてました。これは一方

的に町の財政状況や新しくやる事業の説明、でも、その時、当然質問も受けて

たわけでしょう。その間にもいろいろ質問があった。私は１回も行ってません

けども、その話は聞いています。じゃあ、なぜ住民からね、これだけ多くの皆

さんが平群町の町そのものの姿が変わるかもしれない、住民の暮らしに大きな

影響を与える可能性がある。そういう問題を何で。住民説明会は何も町が説明

するだけじゃなくって、住民の声を聞く会ですよ。だから、名前は説明会でな

くてもいいです。住民の皆さんのこの問題で声を聞かせていただきます会でえ

えんですよ。それを開いたらええ。説明会というと何か町のほうが説明せなあ

かんみたい。でもね、町は協定書結んだ。知事への意見書もつけて出してる。

ほんで、送電線の問題では町道を占有させる。これだけの権限あるわけじゃな

いですか。その町がそれをしたことを住民の皆さんが不審に思ってるわけだか

ら、きちっと住民説明会を開くのは当然のことではないのかと。  

 民間事業であっても１００億、１５０億の事業ということですから、それに

ついてもね、やっぱりきちんとですね、さっきも言いましたけど、町長はホー

ムページの町長の部屋に「町づくりは行政のみではできない」とこうおっしゃ
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ってるわけです。そのとおりですよ。それを真摯に守っていただきたい。これ

はね、もう町長しか答えられないんですよ。何も町行政をつるし上げるという

ことじゃないんですよ。住民の声を何ぼ耳が痛かっても聞かなければ駄目です。

そうでないといい町にはなりませんからね。  

 それから、③の事前協議はいつからというのは１月からということでした。  

 それから、説明会の回覧、これもおかしい話なんですよ。事業者がやる説明

会を何で町が回覧を回すんですか。昨年の１２月ですよ。何で町が自治会に回

覧。私もあのとき自治会長でしたから、あまり考えずにほかの回覧と一緒に回

しましたけど、いや、それは住民に知らせるべき内容やと思ったからでしょう。

民間の事業であっても知らせるべき内容だと思ったからでしょう。でも一方で、

住民説明会は町はする必要ないけど、町はそのことに何の責任もないけども、

じゃあ、そういう便宜を何で図ったんやということになるわけですよ。それ、

もう１回答えてください。  

 それから、面談の記録で私が言ってるのは最近のことだけじゃないんですよ。

その事前協議が始まったという１月１１日。１月１１日に最初の協定結んでる

わけじゃないですか。ほな、その協定は、協定結ぶのに面談しないで協定なん

か結ばないでしょう。当然向こうから平群町の指導要綱に基づいて要綱の案を

持ってきたんでしょう。当然その中身について話をしてるはずじゃないですか。

その中身を説明してください、出してくださいと言ってるわけです。それが面

談内容ですよ。町長に挨拶行ったというのは８月２０日の第２回目の住民説明

会があった日の昼間でしょう。そんな話聞いてませんよ。担当者はちゃんと面

談して話しているわけやから、行政として当然記録残ってるんでしょう。それ

がなしでどういう話してるのかさっぱり分からんのにやね、何でじゃあ県に進

達を出せるんですか。これでオーケーですって。向こうから出してきた書類、

書類だけじゃなくて当然向こうから説明があったはずですから、それを出して

くださいという。そのときの日時、場所、参加者の名前、ほんで面談内容です

よ。出せるでしょう。別に町は何も悪いことしてないんですから。法令にのっ

とってやってるわけですよ。これ、出してください。  

 それから、四つ目の事故や災害時の補償能力の問題。この問題については一

番、昨年１２月の住民説明会でも多くの方が、特に下流域に当たる地域の方々

は心配されてます。私は、住宅地への災害もそうですけれども、広域農道が一

番被害受ける。何かあったときはね。もうすぐ上ですから。６月も言いました

けど、平群町のハザードマップは新しくなって、要するに最大降雨量が大きく

変わったわけですよ。それも８月２０日の住民説明会で、その点を聞いた参加

者から質問出ましたけど、事業者は調整池、全然変える気ないですよ。そのま
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まで大丈夫と言ってるだけなんですよ。何の根拠もない。ほな事故起こったと

きどうすんねんという話。  

 だから、ここについてもね、前回６月議会は協議すると言った。今の答弁や

ったら、内容を示せる協議に至っていないという答弁でしたけど、担保しない

と誰も認められないでしょう。１０万円の資本金ですよ。１０万円の資本、１

０万円ほって逃げたら終わりじゃないですか。今の協定書だったら逃げられた

ら終わりですよ。だから、そこをどうするのかはちゃんと答弁してくださいね。

まだ協議して内容を示せる状況に至ってないにしたって、町として、じゃあど

ういう協定をつくろうしてるのか。それは出してください。説明してください。 

 それからですね、協定書の内容について住民の反映をというのは主に防災の

面ということになりますけども、そこのとこについても町道の問題もあります

から、これは、だから、ここのとこについてはね、どういう話合いになってる

のか。さっきの４と競合しますので、一緒に答えてください。  

 それから高圧線の問題について、法令にのっとって申請が出てるので仕方が

ないというような、認めざるを得ないというような点でした。でもね、平群町

で初めてのことでしょう。高圧線を町道の地下に埋設する。業者はそら一番安

い方法を考えますって。架線でやるのが普通は一番手っ取り早いし、一番安全

性担保できるんじゃないですか。せやのに、何でわざわざぐるぐる回る町道を

ね、それもほとんどの地域が片側１車線しかない、そういうところを何で使う

のか。町もまた、あっさりと占用許可出したと、法令にのっとったからと。こ

れにしたってですよ、せめて地元に聞くぐらい必要やったんじゃないですか。

西向の自治会から陳情書が出てますよね。  

 ほんで、ここでちょっと聞いたところによると、長期の通行止めなどが考え

られる事業については、事前に当該自治会に説明をし、一定の理解を得てから

認可すべきと思いますと、こうされてるんですね。当然だと思うんですよ。短

期間の工事ならあれだけど、３キロにわたって。どれぐらいかかるのか分かん

ないですけど、ましてや水道入れるとか、ガス管入れるとか、これまで普通に

あったことじゃないんです。２万３，０００ボルトの高圧送電線を入れるわけ

でしょう。それは何が起こるか分からない。そのことに対して心配を住民の皆

さんがされるのは当然のこと。それをいとも簡単に、これも全く何の説明もな

く、占用許可を出したというのは私はいかがなものかと。少なくともその沿線

の自治会に対しては、本来説明すべきではないか。  

 警察協議の場合は当然、警察が工事の、交通の関係もありますから、そのと

きに、当然地元の同意というか、地元にちゃんと説明をするというのは当然の

ことですけれども、でも、やっぱり一番は道を管理している町が占用許可を与
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えるかどうかが基本ですよ。あとは工事の期間どうするかとかということにな

りますからね。そういう点ではちょっとあまりにも安易な決め方ではないかと

いうことなので、この点についてね、町としては当然、関係する自治会と言え

ば、櫟原と緑ケ丘と西向、椣原がちょっと引っかかるのかどうか、フローラル

西向、梨本ですよね。こういうところにちゃんと町として占用許可を出したと

いうのを説明するのかどうか。また、意見とか上がってるわけですから、そう

いう要望については、さっきの答弁やったら、真摯に受け止め、真摯に対応す

ると言うてんねけど、断固反対と言われたらどうするの。そのときの真摯な対

応の仕方を答えてください。  

 それとね、６月議会で、さっき１問目でちょっと聞かなかったんですけども、

送電線、地下１メートルと、コンクリートでくるんでずうっと３キロやるみた

いな答弁やったけど、後から聞くとちょっと違うみたいな話してたから、コン

クリートは巻かないんですね。ずうっと、要するに裸ではないやろうけど、絶

縁テープとかもちろんちゃんとしたものをやってるとは思うんやけど、コンク

リートで巻くかどうかだけ。６月議会では巻くみたいな答弁やったんで。そこ

だけ答えてください。  

 あと、教育委員会ですけど、所有者の管理に委ねられる。特別に大した史跡

ではないと。平たく言えばね。ただね、どういう考え方をするかと言えばね。

今、例えば世界遺産、奈良県いっぱいありますけど、奈良、和歌山、三重の世

界遺産、熊野古道ですね。これは道が遺産になっているんですよね。ほんで、

今はもう平群町、もうほとんどなくなってますけど、もともと、だから奈良が

都があった時代も含めて、奈良と大阪が都が入れ替わったりもしてますけど、

要するに難波宮と大和を結ぶ路線。一番有名なのは暗峠のところと、ほんで南

側の竹内街道。でも平群町も鳴川峠、鳴川から鳴川峠、それから十三峠。ほん

で、私はあんまり知らなかったんですが、その間にこの櫟原越えというのがあ

ったんでしょう。その道路沿いに、古道沿いにあった磨崖仏ということね。  

 平群町ではもちろん、教育委員会でもらった資料見ると櫟原には石造物がい

っぱいあって、だからあんまり大したもんでないということになるのか分かん

ないですけど、ただね、当時のそういう大阪との交流、そういうもんも当然、

今後、観光資源になるのかどうか分かんないですけど、ただあそこを利用する

人はまだいるらしいんで、その辺も含めてね、土地を持っている人の勝手やと

いうそんなすげない言い方じゃなくって、じゃあ粉々に爆破されてもええとい

うふうに教育委員会は思ってるのかどうか。例えば、メガソーラーのあれがで

きてしまったら、そこはどういう計画になっているか分かりませんが、何らか

の形で残そうとしてるのかどうか。それはやっぱり教育委員会としてね、いや
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もう好きにしてくれということならそれでいいですけど、そこはちょっときち

っと答えていただけますか。  

 以上、再質問、よろしくお願いします。  

○議  長  

 住民生活課長。  

○住民生活課長  

 それでは、山口議員の再質問にお答えさせていただきます。何点か多岐にわ

たって頂いておりますので、また何か漏れ等ございましたら御指摘賜れたらと

いうふうに思っております。  

 まず、１点目の事前協議の在り方についてということでございます。議員の

御質問の中でも最初にボタンのかけ違いがあったというふうなことも踏まえて

御質問いただいております。我々もこの太陽光発電事業につきましては、平群

町の中でこういうふうな開発指導要綱を設けてやっております。この開発指導

要綱それ自身が、ざっくりした言い方をさせていただきましたら、協議制では

なしに、これ、届出制の開発要綱になっております。指導要綱の中にも書いて

ございますが、事業をしたい、事業を行う者は所定の書類を整えて町のほうに

届出をせえというふうな指導要綱ということでございます。その中で一定どう

いうふうな協議がされたのかというところでございますが、基本的に、あくま

でも届出事務でございますので、この要綱に基づいて事務をする中身におきま

して、現在の要綱という意味ですけども、する中では特に太陽光発電施設の規

模の大きさ等によって何か町内の事前協議を行ったりとか、そこで開発の指導

的なものを行ったりとかいうふうな要綱にはなってございませんので、当然、

原課のほうで書類、届出書を預かって、決裁等の処理を行って、原課のほうで

とどめておったというふうなものでございます。  

 本来、委員おっしゃられる部分については、例えば一定以上の規模のものに

ついては、平群町の開発等で行っているように関係課に書類を回すなりをして、

何かこの件で問題のあるようなことがあれば事前に把握をして指導するという

ふうなのがある意味、開発等ではそういう手続を踏んでやっておりますが、こ

の太陽光の指導要綱ではそこまで、俗に言うその要綱上うたってないというこ

とでございますので、原課のほうで処理をしたというふうなことでございます。 

 そのときの会議録等でございますが、基本的にこのときに協定書を一緒に提

出をするというふうな要綱になっておりますので、協定書自身がこの届出書の

一つの添付書類というふうなことになっておりますので、その時点での協議に

ついては、特に記録を残したようなものがないというふうなことで、御報告申

し上げたというふうに思っております。  
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 次に、住民説明会の件でございますが、確かに御質問の中で、住民の声を聞

く会でもいいんじゃないかというふうな御質問もございました。ただ、住民説

明会につきましては、先ほどの答弁と重複をいたしますが、基本的には、町が

主体的に行う事業ではないものについては町は説明をしないというのが行政の

中での一つの考え方になっておりますので、この事業につきましても、なかな

か行政として説明し切れる案件でもないところもございますので、事業者のほ

うに丁寧な説明をするようにということで指導等も行っておるところでござい

ます。  

 次に、回覧の御質問でございます。前回、回覧を回したのに今回はという部

分でございます。今回、回覧を回さなかった理由につきましては、先ほど答弁

で申し上げたところでございますが、前回、なぜ回したんかというふうな御質

問であったかなというふうに理解をしております。前回につきましては、時間

的な余裕があったということで、当然回覧等の周知ができるような対応ができ

たということでしたので、また、住民の方も非常に関心が高いというふうな事

業であろうとその当時、判断をした上で回覧に付したというふうに理解をして

おるところでございます。  

 次に、事前協議の中で県への進達云々ということで、御質問いただいており

ますが、町から県に進達させていただきましたのは、私ども平群町の指導要綱

ではなしに、いわゆる宅造に対しての意見書並びに森林法に基づく意見書とい

うことで、それについては町のほうから県のほうに意見書を添付したというふ

うなことでございます。  

 次に、ハザードマップ等で記載をされております降雨量の関係でございます

が、確かにハザードマップでは１２時間で３１６ミリというふうな降雨量とい

うのが記載をされております。これにつきましては、大和川の決壊基準を記載

をしておるところでございますので、今回は宅地造成等の行為でございますの

で、この大和川の決壊基準には該当しないといいますか、いわゆる基準が違う

というふうに私どもは理解をしております。今回、事業者のほうが行うべき開

発行為につきましては、県の指導に基づいて降雨量に対しての基準をもって造

成計画を立てているということでございますので、調整池につきましても、そ

れを履行した上での造成計画というふうになっていると理解をしております。  

 次に、町の協定書の関係でございます。当然、災害時におきましては一番、

初動も含めて、我々地元の平群町が対応するわけでございますので、今後、今

言っております協定書につきましても、令和元年９月の２日付で締結しており

ます協定書につきましても、防災であるとか安全面の対策、記載をしておりま

すので、これで不十分だということでありましたら、また、それはそれで業者
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のほうとも協議をした上で、協定書につきましては今後、事業実施に当たって

の安全面、また、防災面での対策をきっちりやるということでございますので、

そういった内容の協定を協議していきたいというふうに考えております。  

 これにつきましては、やっぱり災害というのは一番町が初動的に対応せなあ

かんということですので、ここについては町も危機感を持った上で対応を考え

ておるところでございます。  

 私のほうからは以上でございます。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 先ほど議員のほうから、道路占用に関しまして真摯な対応とはどういった対

応か、こういった御質問でございました。まず、この総延長３キロの占用でご

ざいますが、３キロをいきなり全線工事というわけではございません。以前も

申し上げましたが、区間を区切って工事をしていくということになってまいり

ます。その工事の区間ごとに、また改めて許可申請を出していただく、あるい

は西和警察の道路使用許可を取っていただくということになってまいります。

そこでも改めて許可をしていくわけでございます。道路使用許可を警察のほう

が出すわけでございまして、そのときに当然交通に対する安全対策というのが

重要な課題となってまいりますので、その点につきましては十分、事業者に対

して真摯に対応するように、安全対策を図るようにしていくと。地元のほうに

も十分説明していくようにと、こういったことで指導をしていきたいとこのよ

うに考えております。  

○議  長  

 コンクリート、コンクリート。  

○都市建設課長  

 すみません。それで、もう一つ、道路占用でどういった電気の配線をするの

かということなんですけども、工場で作られたコンクリートの製品の中に線を

入れていくと。ちょっとイメージとしては道路側溝のようなものを地下埋設し

ていくと。その中に電線を入れていくというような、そういった形になろうか

と思います。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 教育委員会としましては何らかの形で本石像を残そうとしているのかという

再質問を頂きました。  
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 本石像を町の文化財指定をして保護することができるのかという観点で見て

みますとですね、本石像の文化財指定には大きく二つの課題がございます。一

つには、文化財として指定すべき価値づけ。価値ですね。そしてもう一つには

所有者の同意という大きな二つの課題がございます。  

 価値を判断するには本像が歴史上、いつ、誰が何のために作ったのか、また、

それが歴史上どのような役割を持つものであったかという点が主な基準となっ

てまいりますが、本石像には銘文がございません。石造の横に彫られている文

字も記録もございません。制作者が、制作目的が特定できないということでご

ざいます。先ほども御答弁させていただいておりますが、本石像が制作された

と推定される同時期の石造物が多数、平群町内にも存在をしております。それ

らの作例と比較をいたしましても、相対的に判断をして本像が文化財指定を視

野に入れるほどの歴史的、芸術的価値を有しているとは言えないと考えておる

ところでございます。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 いや、だから、ちょっと順番に行く。最初のボタンのかけ違いを認めるのか

どうか、今の答弁で分からなかった。事業を、要するに町の基準とかそういう

のを適用しているから許可は出しましたよと。ほんで、県への事前協議で協定

書も向こうがつくってきたやつをそれで問題ないんでそのままで、だから２か

月ちょっとでそれは通してしまった。通してしまったというか、だって県に出

す前に当然、地元自治体に計画の中身を話をして、平群町なら平群町がここは

こうですよと、平群町も太陽光発電については指導要綱を持ってるわけやから。

向こうはそれ基づいて出してきてるんだと思うんだけど。ただね、そうは言っ

たってローズタウンの規模の何倍か。ローズタウンは５ヘクタールやったかな。

その１０倍ですよ。それも平群町の２％の森林を伐採するという、全部が全部

じゃないけども、これだけの大事業で、聞いたら１００億から１５０億の事業

というんでしょう。それが民間事業であっても、そんな２か月半でね、平群町

の地形変わるんですよ。航空写真撮れば、あそこ全部、今まで緑やったのが違

った形になるんですよ。それが平群町の町に影響がないなんてあり得ないわけ

ですよ。  

 だから、それに対して、たった２か月ちょっとで「はいオーケー」と言って、

県に宅造と森林のほうの許可申請が出され、町も森林のほうは、だから伐採し

てくれてええというのを町長は意見を上げているわけじゃないですか。だから

認めてんねやん。だから、去年の１２月の事業者の説明会も自治会全部に回覧
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を回したわけでしょう。だから積極的に応援してんねやんか。事業者が勝手に

やってますじゃないんですよ。町としては応援してるんや、それは。だから道

路についてもそう。応援してるからそんなすぐに許可出せんねん。住民の暮ら

しにそれがどういう影響を与えるかと何も考えてないということになるんです

よ。だから、そこが一番大事なん。だから反対の声が大きくなってくるわけで

すよ。さっきちょっと言うた西向の自治会にしたって、北小学校の子ども会に

したって、全部じゃないやろうけど子ども会で通学するから、要するに電磁波

の問題だって心配なわけですよ。全部そういうとこにかかってくる。平群町の

町の形が変わる、住民の暮らしが変わる、その可能性が大きくあるやつに対し

て、あまりにも安易に行政としての許可を与えるというね、そこなんですよ。  

 ほんで、もうくどくど言うと時間長くなって、ほかの議員に嫌がられるから、

まとめのほうでいきますけどね、私は、去年７月に町から説明あってから１年

ちょっとなりますけれども、この事業者、信頼に足る事業者ですかということ

がまず言いたい。例えばですね、県の林地開発審査部会、これはだから森林法

の許可、開発許可を県に出したときに当然、審査部会が審査するわけですね。

そこでですね、ある一部の委員から「太陽光パネルの反射が問題となっている。

住宅地からはどのように見えるのか。ＧＩＳ等を活用してシミュレーションし

てみてはどうか」。こういうふうに事業者は問われてですね、事業者は検討する

と回答。しかし、部会長から重ねて、住宅地からのパネルの見え方を確認して

おくことを要請され、事業者は了承してるんですよ。しかし、やってない。ま

ず、ここが一つ、いいかげんでしょう。  

 だから、この林地開発審査会というのは昨年の９月２０日に行われて、もう

１年以上経っているんですね。この前の８月２０日だったら１１か月たってる

んですけれども、その事業説明会でも全然そのことは開示されてない。資料は

１２月と違って分厚いのが出されましたけども、開示されてない。  

 それと、さっきは大和川の流域調整技術基準に適合してるから、別に今の事

業者が計画してる設計を変える必要がないんだというような答弁でした。でも、

今の地球、どうなってますか。アメリカでは先日、前の日３０度だったのが次

の日氷点下ですよ。今年の夏、ずっと３５度超えてた日が続いたでしょう。雨

の降り方だって、平群町はあんまり降らなかったですけども、局地的にはすご

いことになってるわけじゃないですか。そんなことを考えたら平群町のハザー

ドマップだって、もっと降るかも分からんという可能性はあるわけです。それ

をじゃあ、大和川は大丈夫であっても、櫟原川、竜田川が大丈夫ということに

はならないんですよ。だから当然、地元の行政としてつくるんなら、平群町の

ハザードマップの１２時間３１６ミリに沿った調整池も含めて全体の計画を変
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えなさいという指導すべきでしょう。県にも行って、県にもそう言ってもらっ

てくださいよ。この二つからしてこの事業者、信用。それと１０万円ですよ。

この前の説明会で２０億円の保険入ると言った。でも１５０億の事業で２０億

の保険で足りますか。第一、保険なんてそんなすぐ下りませんよ。だから、も

う根本から、平群町としては住民の声をしっかり言わないと駄目なんです。そ

のことを言います。  

 それと、さっきね、要するに災害が起きたときのどうするんかということに

対して、向こうが必要なら話し合うってどういうことなの。必要なら話し合う

じゃないですよ。絶対必要なんですよ、造るとなったら。それ抜きに工事なん

かさしたら駄目なんですよ。絶対担保を取らないと駄目です。町長、担保を取

ると言ってください。着工する前に担保はしっかり取る。災害起こったときの

担保はしっかり取る。  

 この前、８月２０日の住民説明会で西向の方から、西向は事業者が協定書を

持ってきたと言ってましたよね。その前に森高建設があの上で、場所は櫟原で

すけども、そこで残土の埋立てをやってますよね。そこと協定結んでる中身は、

森高建設のことが直接原因ということにならなくても補償するみたいなことを

きちっと書いてあるわけ。でも、協栄ソーラーが持ってきた協定書はそんなの

一切書いてない。そこが原因と分かったら補償しますと書いてあるだけなの。

でも１０万円の資本金の会社ですよ。そんなん書いてもらったって担保になら

ない。同時に、最後にこの協定書は秘密にしてくださいと書いてたというふう

におっしゃってました。協定書を隠さなあかんような協定書を持ってくるよう

な事業者が信用できますか。だから、そこのとこをもっとしっかり見てね、法

令にのっとってるから何でもオーケーなんだというような、行政としてはなか

なか難しいところがありますけども、住民と平群の町がどうなるかということ

をしっかり見るべきなんです。これら総合的に見て、町長どういうふうに思う

か答えてくださいよ。  

○議  長  

 副町長。  

 

傍聴席から「町長、答えてください」の声あり  

 

○議  長  

 傍聴席、静かにしてください。  

○副町長  

 町長のほうからまた後ほど答弁あると思いますけども、行政手続につきまし
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ては……。  

 

傍聴席からの声あり  

 

○議  長  

 傍聴席、静かにしてください。  

○副町長  

 １月に事前協議をというか申請を受けたということで、事前協議を頂いて、

その段階で議会に説明するというのがこれは本来であったかなというふうに思

ってます。これにつきましては、今後検討していきたいなと思ってます。  

 あと、住民説明会でございます。これも山口議員が今回９月議会に一般質問

を頂いてます。その前に６月議会でも一般質問頂いて、稲月議員もその前に頂

いてるということで、同じようなことで内容は一般質問頂いてます。基本的に

同じようなことを再三申し上げてますけども、町は許認可や相手方に行政指導

を行う、これが行政の所掌事務であるということでございます。民間業者の事

業を町が住民説明会することはこれは行ってません。これは奈良県も同じよう

な見解だと思います。他の自治体でも同様にそういった考え方であるというふ

うに思ってます。メガソーラーだけじゃなしに、民間開発や土砂条例、いろん

な行為も同じ考え方でございます。開発事業者と周辺住民、利害関係者の間で

協議調整を行う、これが自治体の責務であります。これは国土交通省のマニュ

アルにもうたっております。  

 議会の説明につきましては、行為を広く周知をするという意味で一定規模の

事業につきましては必要に応じて説明を行っております。そのようなことでご

ざいます。  

 協定書でございますけれども、この協定書につきましても、本事業が実施さ

れるということを想定して、個別の事務手続や、あと交通安全対策、防災、ま

た住民合意などについて明記をされております。この協定書を取り上げて個別

の説明会を行うというものではないので、これにつきましても必要に応じて情

報公開をさせていただくということでございます。  

 町の考え方ですけども、もちろん周辺住民との合意形成につきましては協定

書にも明記されております。これは引き続いて、住民合意を得るようにという

ことで業者指導を行っていくということでございます。現在、メガソーラー自

体を規制する法律というのはございません。全てこれ、個別法で対応してるわ

けですね。自治体独自で規制する条例をつくっておるというそういった自治体

もありますけども、これは個別法を超える条例というのはつくれないんで、な
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かなか効力がないということが言えるかなというふうに思います。  

 土地利用上の規制でいいましても、今回の西山麓線につきましては、土砂災

害警戒区域のイエロー、レッドにも入ってないということでございますので、

行政の裁量権を超えての行政指導というのはなかなか厳しいという、このこと

はあるんですけども、ただ、特にその住民の皆さんが心配されている防災面、

あるいは調整池の管理、また、２０年後のパネルの処理、植林など細部にわた

って、改めてこれは、事業者と協定書については協議をさせていただいて、こ

のことについては担保をしたいというふうに思ってます。もちろんこれは実効

性のある協定ということでございます。土砂災害が発生したら地域に被害が及

びます。ただ、もちろんこれはいち早く動くのは行政でございますので、でき

るだけのリスクは撤廃をしていく、このことは申し上げておきます。  

 そういうことで御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、山口議員の質問にお答えさせていただきます。  

 住民に知らせなかったのはということで、これにつきましては、説明の時期

が遅れたということに対しては本当に深く反省しております。誠に申し訳なく

思っております。今後は説明機会の時期を逸することなく、情報提供に努めて

まいりたいと思います。  

 それと、住民の皆さんが一番心配されているというのは、やっぱり災害対策、

防災対策、そして交通安全対策であります。町といたしましても事業者に対し

て災害防災対策、安全対策を行っていただくのは当然でありますが、さらに損

害保険の加入の問題、パネルの撤去費の積立ての問題、それと事業終了後のパ

ネルの撤去の問題、工事完了後の防災対策や工事施工中、施行後、発電中、そ

して調整池の維持管理というふうな問題もあると思います。このことにつきま

しては、事業者としっかり協議を行いながら、担保を取っていきたいというふ

うに思っております。  

 以上です。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 今、副長と町長の話で、一番問題になる担保をすると、担保する協定をつく

るということを今おっしゃったと思うのね。それはやっぱり着工前にやっても

らわないと駄目ですよ。それと同時に担保するのは何かといえば、協栄ソーラ
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ーであったとしても、そのバックにあの人たちが自慢する何兆円という金を動

かすエバーストリームという投資会社があるということでしたけども、そうい

うところもしっかりとね、要するにきちっと補償できるバックがある、そうい

うものがしっかり見えるものにしていただかないというふうに、駄目だと思い

ますので、その点は早めにやっていただきたい。向こうも相当慌ててるようで

すので。  

 それと、最後にもう１点聞きたいのは送電線の問題です。地元が反対したら

町は認めないのかどうか。この前の説明会で事業者は、要するに送電線の町道

埋設について、地元が最後まで認めなかっても町や県と相談して進めますとい

うようなことを言ったのよ。そこは町としてどう考えるか。これは町の権限で

すからね、占用許可を与えるのは。だから、西向やフローラル西向、緑ケ丘、

櫟原、椣原もあるのか、梨本もあるわね、そういう、どこでもええわ、どっか

一つでも認めなければ占用許可は、今もう一旦出してしもうてるけども、工事

は認めないということでよろしいですか。それだけ最後。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 先ほども申し上げましたが、この占用許可は法的な許可案件でございます。

したがって、法的に出されたものはそのまま許可するということでございます。

ただ、この許可といいましても、先ほどもまた言いましたけれども、総延長３

キロ、個別個別で道路使用許可がまた出てまいります。区間ごとの許認可につ

いては、また警察も道路使用許可を出しますので、警察と連携していくという

ことでございますので、何がもう不許可とか、何が許可するとかじゃなくて、

あくまで法律に基づいた対応をしていくということでございます。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 その法律で地元同意はどういう扱いになるんですか。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 道路占用許可に地元同意は必要要件となってございません。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  
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 ただ、じゃあ警察のほうで、できるだけ地元にきちんと説明して同意を得て

くださいというのは、あくまでも事業者の努力義務か。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 それは道路使用許可の警察の判断になってまいります。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 じゃあ、西和警察が要するに地元同意をどう見るかということで変わってく

るということやね。それは使用許可のほうやね。要するに工事する許可のほう

やね。分かりました。  

 最後、町長と副町長のほうから、災害とか事故の場合、その他、向こう始ま

ってからの、また２０年終わってからのことについても、ある程度明確な、た

だ相手があることですから、そこはしっかりと話合いをやってですね、その都

度それは開示していただきたい。ほんで、向こうも急いでるようですから、町

のほうもしっかりとその辺の協議はやっていただくことをお願いしておきま

す。  

 ただ、住民の意向はね、やっぱりしっかりとつかんでいただいて、もう町長

のほうには要望書とかいろいろ意見とか上がってるみたいなんで、その点につ

いてはね、住民の意向というものをしっかり踏まえた上でやっていただきたい

ということをお願いして、この１問目については結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、山口議員の大きな２項目め、デマンドタクシー導入について順次

お答えをさしていただきます。  

 まず、１点目の御質問でございます。  

 一般事業として実施することになりますと、全住民が対象となり、利用者数

が増加することになります。円滑な利用を促すためには運行車両を必要台数確
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保する必要があり、三郷町の例によりますと、４台もしくは５台程度確保する

必要があります。現在１台当たり年間約４５０万円程度の積算をしております

ので、４台で約１，８００万円、その他の必要経費を含めますと約２，０００

万円程度になると推定されます。  

 続きまして、２点目の御質問にお答えいたします。  

 利用対象者の範囲を拡大し、一般施策と組み合わせて実施する事業方策につ

いて具体化すべきとの御意見ではありますが、前回６月議会で御答弁させてい

ただきましたとおり、繰り返しになりますが、財源確保が困難であること、ま

た、既存の公共交通の存続に影響があることから、利用対象者の範囲を拡大し

た一般施策と併せて実施することは困難であるとの見解を改めてお示しをさせ

ていただきます。  

 続きまして、３点目についてお答えいたします。  

 今回の方策案を皆さんにお示しするに至っては、過去数年来にわたり、関係

する公共交通機関等との協議を経て、現在に至っている経緯がございます。運

行範囲や日時等については基本的事項であり、かつ重要事項でありますので、

今までも数度となく協議の場で提案させていただきました。結果、現在の方策

案で協議が整い、その一歩を踏み出そうとしているところでございます。この

御質問におきましても同じ答弁の繰り返しになりますが、他の公共交通機関へ

の影響を考慮いたしますと変更し難い内容と思われ、現在のところ、そのよう

に考えは変わりはございません。  

 続きまして、４点目についてお答えいたします。  

 今回実施いたしましたアンケート調査の目的は、来年１０月より、６５歳以

上の住民の皆様から頂く大切な介護保険料を財源として実施させていただく事

業でありますので、より現実的な対象者数と利用者数を見極め、必要な運行車

両の台数、そして運行経費の積算を行うことを一つの目的として実施いたしま

した。また、本事業の対象者がフレイル状態であることと今までに統計されて

いない数値であり、その部分についてはぜひ推計するべきとの考えを持ってお

りました。  

 議員御指摘の、将来のために必要とされる推計については、導入意向が「ど

ちらでもない」「その他」と回答された方の中で自由意見欄で記入いただいた類

似の意見についてひもづけをし、将来利用意向者数として集計分析してまいり

たいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 山口君。  
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○７  番  

 せっかくやるんだから、ほんで介護保険でやるというのは本来の筋じゃない

んですよ。要するに平群町の一般会計、普通会計のほうが大変だから、それで

はなかなかできないと。町のほうの考えとしては、どのみち利用される方は高

齢者が多いと。だったら４億４，０００万も金が残ってる介護保険でやったら

ええんちゃうかという、そんな安易な発想かどうか分かんないですけど、そう

いうことだと思うんですよ。考え方としては悪くないんです、やるのは。ただ

ね、６月議会でも言いましたけど、まず一つは、高齢者だけじゃなくって、こ

こに最初に言った、前も言った、要するに妊婦さんや障がいを持ってる人が利

用できるようにするってどれぐらいの人数が必要か。数は知れてるんですよ。

財源がない。そんなことないでしょう。  

 例えばですよ、幼児教育無償化で平群町は年間３，５００万から４，０００

万、金が浮いてるんですよ。そのうち幾ら要りますか。全体で１，２００万の

事業で、例えば一般財源の、要するに交通弱者、なかなかバスにも乗れない、

そういう人は誰でもじゃなくって、きちっと審査をして、その人たちが使える

ようにしたからって、それだけで何百万も増えないでしょう、実際問題。だか

ら、そういうところに目を届かせるのが大事だということで言ってるんですよ。

できない理由が財源がないって、１００万、２００万の財源がないわけないで

しょう。どこを見て仕事をしてんねやという話なんです。福祉でやるんでしょ

う。どっちにしたって介護保険なんですから福祉じゃないですか。それを金が

ないからでけへんって、じゃ、どれだけかかるか試算してくださいよ。６月議

会でも質問してるんだから。その人たちに幅を広げた場合、一般財源がどれだ

け要るか試算してくださいよ。その試算も出さずに、金がないからできないっ

てそんな理由なんか納得できるわけないでしょう。  

 全体の経費は分かりました。三郷町は、でも言っときますけど、ずっと４台

じゃないですよ。統計的に見て少ない日は２台でやってるんですよ。経費が２，

０００万ぐらいというのはそんなものだと思いますけれども。だから、私は財

源がないとかいうのは間違い。それはもういいかげんな話。全然ちゃんと検証

してない。何人ぐらい利用されるのか、まだ１年あんねんからできるでしょう。 

 それから、その利用範囲ね。どう考えたって、近大病院や西和医療センター

に行けないというのはおかしいでしょう、せっかくやるのに。そんなん誰が考

えたって。ほんで、これまでも積み重ねてきたから一切変えられません。でも

前回は、３年間の実証の中で話し合いますと言ってねんで。３年間の中で話し

合わんでも今から話し合ったらいいんですよ。じゃあ、前も言ったけど、何で

斑鳩町は王寺までバス行ってるんですか。三郷町は何でデマンドタクシーが王
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寺駅まで行ってるんですか。行政域乗り越えてるじゃないですか。できるんで

すって、だから。ちゃんと熱意を持ってやれば。何のためにやるんですか。デ

マンドとずっと言われ続けているから、何かせなあかんから、とにかくやるん

ですか。やる以上ええもんにしたいでしょう、当然のことながら。だから、そ

ういうことは分かってると思うんです、やってる人たちもね。だから、どうし

たらできるかというのを考えてほしいんですよ。もうこれ以上何ぼ言うたって

一緒ですけど。  

 それとアンケートはむちゃくちゃ不評ですよ。何のアンケートや、これはと

いう話じゃないですか。何人も僕は言われましたよ。私も６５歳になってます

ので来ました。書きました。「いや、何これ」という、ぴゅっぴゅっと。そら、

僕ら分かってるから当然将来必要になるということで「必要です」というのに

丸を打ちますよ、どっちにしたって。でも、分からんかったら、今、必要ない

ねんから、こんなん町は金ない言うてんねんから、こんな無駄遣いやめとけ。

介護保険でするということが一番最初のとこに書いてますけども、なかなか理

解されてませんよ。介護保険が４億４，０００万も余ってると知られてません

よ。取り過ぎているということが。だから、そういうことも含めて。  

 介護保険だっていつまでも４億４，０００万あるわけじゃないですよね。８

期、９期となってきたら、そら、国の方針もどう変わるか分かりませんし、そ

の辺のことも考えないと駄目ですけれども、どっちにしても、もうこれ以上、

もう今４月に議会に示したやつ以外変えられない。でも、さっきか、何かのア

ンケートの質問の中で、もう１回、何や公共交通会議にアンケートの結果をき

ちっと精査して出すとおっしゃってましたよね。じゃあ、そこでは中身変わる

んですか、その中で。基本的なところは何も変えないんでしょう。そんなんで

やって、乗る人いてなかったら失敗になるじゃないですか。買物と駅だけじゃ

ないでしょう。医療機関行くのが一番多いんでしょう。６５歳以上で介護の認

定を受けてる人やフレイル状態の人たちというのは。だから、そこのとこを考

えてやるべきだと思う。もう、これも前も言って、同じことになるから、もう

いいですけども、ちょっとそこはきちっと。  

 それとね、前も聞いたけど、何で保健福祉事業で地域支援事業できないのか

というのが、しょっちゅう疑問として上がってくるんですけど。ほんで、これ

も前も言いましたけど、地域支援事業やったら１号被保険者の持つ分が、今度

の第８期は２４％なるのか分かりませんけど、７期だったら２３％、あと国、

県、町が持つということになるわけでしょう。今の保健福祉事業だったら１号

被保険者の保険料を全て投入。そこでしか出せないから、そこの部分が上がる

と。ずっと続けていけば、今は金あるけど将来分からんから、要するに平群町
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はその部分でほかより高くなってくるということになるわけですから、その辺

も考えてどうするのか。やらなあかんわけですからね。そのことも含めてちょ

っと、全く何も変えられないのかどうか、その点もう１回答弁してください。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 いろいろ質問いただきまして、妊婦の方、障がい者の方、いろいろ利用の対

象者、また行く範囲ですね、この辺を拡大できないのかということでございま

す。費用の面につきましては、議員も質問でしていただいたとおり財政が苦し

い、これはもう平群町の大きな課題ということで、今回、介護保険の事業の中

でやるというふうな、現在、まだ提案をさせていただいたという状況でござい

ます。この利用の範囲につきましては、いろいろすみ分けということも我々は

考えているところでございまして、普通の公共交通機関が利用できる方、それ

とまた、今回の介護保険デマンドタクシーでできる方、それから福祉有償運送

に該当する方、いろいろあるというふうなことを考えているところでございま

す。  

 ただ、御理解いただきたいのは、現在まだ、先ほど議員おっしゃったとおり、

今度２５日に地域公共交通の会議、また１０月１５日には介護保険の策定委員

会ですかね、会議がございます。ここでのまだ現在、はっきり言うと了承を得

られてない状況でございまして、これ、それまでに、先ほど答弁でも申しまし

たけども、いろんな関係機関と過去から協議をしてきたという経緯がございま

す。そんな中で奈良の運輸支局ですか、こちらのほうへも数度となく足を運ば

していただいて、協議をさしてもうてる中で、やっぱり地域公共交通を守ると

いう立場で公共交通事業者ときっちり話をするようにという指導も頂いており

ます。そんな中での今やってる現状やということで御理解いただきたいんです

けども、決しておっしゃっていただいている意見をもうまるっきり無視するん

だと、こういう考えではございませんので、今後もそこは頭に入れながら取り

組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 でも、６月議会のときも、今回最初の答弁でも、もうこれまで積み上げてき

たから、これはこうなんだというような言い方をしてましたからね。今の答弁

やったら、そういうふうに利便性の確保。もちろん初めから何もかもできると

いうふうにはもちろんないですけど、まだ１年あるわけですから、できるだけ
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いいものにして、皆さんが使い勝手のいいものにしていただきたいということ

を思ってます。  

 それと、地域支援事業でできないかということも今後しっかり、もう１回検

討してくださいね。できるんやったらそっちのほうが持ち出しは少なくなるわ

けですから。ただ町の持ち出しは一部、４分の１ぐらい出ていく。４分の１も

出えへんかな。だから、第１号被保険者、二十三、四％除いた７６％のうちの

４分の１が町負担になりますから、その分は一般会計から介護保険に繰り出し

になりますからね。そういうことはありますけども、ちょっとそれもしっかり

と。町内の住民団体からもいろいろ意見も出てると思いますのでね、その辺、

真摯に答えていただいて、やっていただくことをお願いして、この件は結構で

す。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 健康保険課長。  

○健康保険課長  

 それでは、山口議員３点目の新型コロナ感染症のＰＣＲ検査体制についての

御質問にお答えいたします。  

 誰もが感染の可能性のある新型コロナウイルス感染症については、現在、咽

頭拭い液、もしくは唾液によるＰＣＲ検査が実施されており、住民または一般

医療機関から帰国者・接触者相談センター、その次に保健所に相談の連絡が入

り、そこで検体の採取の判断がされます。９月１日現在、非公式でありますけ

ども、新型コロナ感染症外来１５病院、ドライブスルー３か所、発熱外来クリ

ニック４か所、一般医療機関５７か所、保健所にて検体採取がなされ、奈良県

保健研究センター、奈良市、民間検査機関、医療機関の検査室において、ＰＣ

Ｒ検査が実施されています。  

 直近の奈良県の公表された資料によりますと、１日当たり判定能力は最大７

１７件で、さらに、帰国者・接触者外来では１日１６０件とされており、実情

としては、検査を受けるまでに待ち時間が生じているところです。  

 ８月２８日に新型コロナウイルス感染症対策本部から出された新型コロナウ

イルス感染症に関する今後の取組においては、現在１日当たり５万９，０００

件の状況を、季節性インフルエンザ流行期に対応するため、１日当たり２０万
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件追加検査できるよう、都道府県や医療機関に対し依頼をしているところです。

さらに奈良県では県独自の認定制度により、発熱外来認定医療機関を創設し、

その医療機関の検査室で検査を行うことにより、短時間で採取から結果報告が

行われる仕組みを稼働し始めています。  

 奈良市や橿原市では、休日診療所を活用した形態であり、天理市は医師会が

主体となって、ドライブスルー方式で実施しています。また、大和郡山市では

独自の施設を設置し、９月中の運用を予定しています。奈良県に確認したとこ

ろ、さらに複数の市が設置の予定で、９月議会を経て公式発表するとのことで

す。平群町においても近隣自治体と連携した実施体制について、検討を実施し

ております。町内医療機関に協力の考え方を確認しているところです。  

 以上でございます。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 大分進んできてるんですよね。奈良県では市はほとんど全部がＰＣＲ検査体

制をそれぞれのところで持つみたいなこと。平群町とか町村については自前で

ということにはなかなか難しい状況があるんで、ですから、西和広域７町とか

生駒郡４町で何とかそういうことができないかというのが一つ。私はね、それ

はもちろん、今ＰＣＲ検査の検査費用が非常に安くなってます。昨日も一昨日

ぐらいのテレビでも言ってましたけど、これまで２万円検査でかかっていたの

が３，０００円程度でできるまでに、何人かを一遍にやってできるようになっ

てるというのを言われてましたし、国も当然そういう方向に今進んできてます。

そうであればやっぱりね、安心、安全のために、この間、専門家も言ってます

けれども、密、密と言ってたら駄目なんだと。だから検査をきちっとすれば。

要するに密を避けるということになれば経済が回らない、基本的にね。プロ野

球でも今５，０００人しか入れませんけども、本来５万人入るとこに５，００

０人ですからね、全然商売成り立たないわけですよ。だから、それでは駄目だ

からきちっと検査して、陰性なら陰性、陽性の場合はしっかり隔離してですね、

ほんで治すというふうにしていく必要があるんで、そういう意味で言えば、ま

ず平群町も、すぐにはできませんが、近隣と協力してやっていただきたいと。  

 それと同時に、最初に言いましたけども、医療機関や介護施設、平群町内に

もたくさんあります。そこについてはね、今の状況の中でもその人たちに対し

てはきちっとＰＣＲ検査がいつでも何回でも、週１回とかいうやり方らしいで

すけれども、そういうのができるようにね、町としてもやっぱり、町内の医師

会やそれから介護施設それぞれと話もしていただいて、やっていく方向でやっ
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ていただきたいんですが、その辺は何か考えておられますか。  

○議  長  

 健康保険課長。  

○健康保険課長  

 再質問にお答えさせてもらいます。  

 まずですね、橿原市とか医師会の状況を聞いたんですけども、結局、橿原市

の医師会がやってる分につきましては、橿原市の市民と高市郡ですかね、の住

民に対してですね、会員さんの医療機関で１回見てもらうと。そこから県のほ

うに送るということです。結局、県のほうで受け入れられなかった部分をそこ

の感染症外来で診るということの流れらしいです。ということで、希望された

方が全てできるというものではないということでございます。  

 今、議員おっしゃったようにですね、当然ＰＣＲ検査で費用が安くなってい

るというのは、僕はきっちり聞いてないんですけども、１万９，５００円で行

政検査で保険適用になって、個人負担は初診料だけということは聞いているん

ですけども、個人負担というのは基本的にほぼないような形だと思います。  

 介護施設ですとか、そういう部分につきましては、まだそこまで話が進んで

ございませんので、これからの検討課題とさせてもらいたいと思います。それ

から、広域７町とか学習会とかも始めた段階なんですけども、結局、小さい町

ばかり集まっても何もできないのが現状なんです。医師会から言われてるのは、

結局、財源、それと場所の提供ということを言われてます。生駒郡と北葛城郡

のお医者さんの都合もございますので、それについては、今後また協議を重ね

ていきたいなというふうに考えています。  

 以上です。  

○議  長  

 山口君。  

○７  番  

 いろいろ努力していただいてるということが分かりますので、これについて

も、平群町の場合というか、奈良県全体では今ちょっと落ち着いてますけども、

今後また秋から冬にかけてという話もいろいろ出てるんでね、やっぱり安心、

安全というのは検査きちっとして、新型コロナにかかってるか、かかってない

かというようなことも含めてね、やっぱりちゃんとすべきだというふうに思い

ますので、その辺は今、話合いをしているということなんで、今後もそれはぜ

ひ詰めていただいてですね、やっていただきたいことをお願いして、私の一般

質問を終わらせていただきます。  

○議  長  
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 それでは、山口君の一般質問をこれで終わります。  

 ４時５分まで休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午後  ３時５１分）  

 

再    開  （午後  ４時０５分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 ここで午後６時まで延長します。  

 発言番号６番、議席番号１１番、下中君の質問を許可いたします。下中君。  

○１１番  

 １１番、下中一郎でございます。よろしくお願いいたします。通告に基づい

て質問をいたします。  

 まず、１点目、町制施行５０周年に向けての取組についてであります。  

 本町は令和３年２月に町制施行５０周年を迎えます。昭和４０年代前半まで

の平群村と昭和４６年の町制施行後の平群町では町の様子も大きく変わり、そ

の後の発展は町勢要覧の平群町の沿革にも記されているとおりであります。し

かしながら、平成になってからは人口も横ばい状態が続き、最近では人口減少

傾向が進み、ややもすれば沈滞気味な様相を呈していると思われます。  

 そこで、この５０周年という機会を契機として、さらなる進展を期したいも

のです。そこで、お尋ねをいたします。  

 まず１点目として、昭和４６年の町制施行時には記念事業として平群町史の

編さんを手がけられたように、この節目の５０周年に当たり、何らかの記念行

事か事業を計画をされているのか、お聞きをいたします。  

 次に２点目として、５０周年記念事業として計画されたご当地ナンバープレ

ート発行事業の進捗状況とくまがしクラブ主催による「みんなアスリートへぐ

りスポーツデー」のスポーツイベントの開催について、どのようになっている

のかお聞きをいたします。  

 ３点目として、以前にも提案をいたしましたが、観光大使の任命を５０周年

という節目の年に考えてはいかがなものでしょうか。文化、芸術、スポーツ、

経済など各分野で活躍をされている町出身の方や町にゆかりのある人に観光大

使をお願いすることです。以前にも質問をいたしましたが、以前の回答では、
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地域住民を対象としたふるさと大使も含めて検討していくということであった

が、その後どのような検討をされたのか、お聞きをいたします。  

 次に、２点目、地方創生総合戦略の今後についてお尋ねいたします。  

 創生総合戦略は、本町における人口の現状と将来の展望を提示する人口ビジ

ョンを踏まえて、平成２７年から令和元年度までの５年間の目標や施策の基本

的方向、具体的な施策をまとめ上げたものです。第５次総合計画との相乗効果

を生み出すべく立てられたもので、この５年間、本計画を基にまちづくりが進

められてきました。本計画も令和元年度で終了し、クリアした施策もあり、若

干上昇傾向にあるものもあるが、全く上昇傾向にないものもある。この達成状

況を検証し、本計画を総括することにより、５年間という短い期間の本計画で

あったが、見直しを含めて期間終了後に第２次総合戦略として検討していくの

かという質問をいたしましたが、回答では、国の動向に、とりわけ財政的な支

援に注視しながら、第２期総合戦略の策定を検討していくというものでありま

したが、その後、どのような検討をされたのか、お聞きをいたします。  

 以上２点でありますので、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、下中議員御質問の１項目め、町制施行５０周年に向けての取組に

ついてお答えいたします。  

 １点目の、町制施行５０周年に当たり、何らかの記念行事との件ですが、平

群町は昭和４６年２月、町制を施行し、令和３年２月に５０周年を迎えます。

５０年という節目となる年に、その歴史と伝統を振り返りながら平群町の魅力

を再発見し、町に対する誇りや愛着を深めていただき、住み続けたい、住んで

よかったと思える町の実現に向かって、新たにスタートの年となるような記念

式典の実施を検討しておりましたが、新型コロナ感染症はいまだ収束が見込め

ず、長期的な感染症防止対策が必要とあり、町の事業、イベントのほぼ全てを

中止している中、記念式典についても中止とさせていただいたところでありま

す。  

 次に、２点目の、ご当地ナンバープレート発行事業の進捗状況についてお答

えします。  

 本年７月、役場内に町制施行５０周年記念事業ご当地ナンバープレートプロ

ジェクトチームを若手職員９名において立ち上げ、職員自ら提案や選考を実施

し、平群町にちなんだ名所や農産物を取り入れ、ナンバープレートを作成して

いるところであります。また、５０周年記念ロゴマークも提案し、選考いたし
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ました。現在は公募型プロポーザルで、プレート制作における企画提案の募集

を行っているところであります。今後、プレートの図柄や形状が最終的に決ま

り次第、議員の皆様に報告をさせていただき、令和３年２月１日から交付でき

るよう進めてまいります。  

 また、「みんながアストリートへぐりスポーツデー」の開催ですが、平群町、

くまがしクラブ、平群町地域振興センターの３者の実行委員会形式で、ｔｏｔ

ｏ助成を受けて、１０月２４日、２５日に開催予定でしたが、これも新型コロ

ナ感染拡大の防止の観点から中止と決定いたしました。  

 次に、３点目の観光大使やふるさと大使の任命の件ですが、通常、観光大使

は、市町村や観光協会などが地域にゆかりのある芸能人や有名人の中から任命

し、観光地の振興のために、象徴的存在として地域の魅力発信や広報活動を行

っていただくものです。地域に存在する方の中から公募し、マスコット、イメ

ージキャラクターとして一定の広報活動を担っていただく場合もあります。観

光大使の導入については、現在、平群町において、ゆかりのある人々や著名人

が少なく、導入に至っておりませんが、平群町の観光振興の役割を担っていた

だくことで、町のＰＲや知名度アップに効果があると考えます。  

 また、ふるさと大使については、以前に御質問いただきましたが、平群町出

身や平群を訪れたことがある方など、平群町を応援したい、平群町をＰＲした

いという思いをお持ちの方をふるさと大使として選出の検討をする中で、近畿

大学の学生はどうかとの御提案も頂きました。その後、大学ともお話をさせて

いただきましたが、実習の授業以外でふるさと大使となれば、休日のイベント

などでの広報・ＰＲ活動が中心となるため、大学からは良い返事が頂けず、実

現できなかったところでございます。  

 いずれにしましても、観光大使、ふるさと大使任命の検討も含めて、引き続

き、平群町の魅力発信、広報活動に取り組んでまいります。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 ありがとうございます。順次ちょっと再質問いたします。  

 記念式典は中止という結論に至ったということですが、非常に残念なとこで

あります。まずは、１点目、中止ということはやむなしというところですけど

も、１月に成人式ありますわな。ほんで２月に記念式典の予定ですので、もう

少し期間を見て判断されたほうがよかったのかなと思いますねけど、あと二月

でも向こうに判断されたんでよかったのかなと思いますねけど、その点、いか
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がですかな。  

 それと、完全に中止ということになれば、これは三郷町の例ではあれですけ

ども、ＤＶＤの配布なんかもされたし、私も王寺町の９０周年とか安堵町の３

０周年も参加させていただきましたが、いろんな記念品がございました。だか

ら、記念式典を開催しようが中止であろうが、やはり全町民に何らかの記念品

を配ったらいいのではないかと思いますが、その点はいかがですかな。  

 それと、来年１年間ね、２月に５０周年されますので、来年１年間が５０周

年という年ですので、各種大会、町民体育大会とか文化祭に町制５０周年とい

う冠をつけて開催してはどうかと思います。これはね、４０周年、ちょうど１

０年前ですけど、これ、私、一般質問しましたけども、そのときも何も記念式

典もなかったですねけども、町民体育大会と文化祭だけですかな、町制４０周

年という冠をつけて開催されました。だから、今回は記念式典はないけども、

やっぱりそういうふうなことで、来年一年は一生懸命やっていくということで、

各種大会に町制５０周年という冠をつけてしたらどうかなと思います。案内状

にはロゴマークでもつけたら、なお一層いいかなと思いますので。  

 それから、２点目のご当地ナンバープレート、これは発行が２月１日からと

なってますね。１月１日かなと思ってましてんけれど、５０周年の記念すべき

年ということで２月１日からとなっておりますが、これ、以前にも聞いたこと

あると思いますねけど、現在持っているナンバーでも交換ができるのかどうか。

できるのであればできるで言っていただいたら結構です。  

 それと、今いろんなプロポーザルもしてるということですねけど、現時点で

は図柄やデザインがまだ決まってない、おおよそ決まっているという段階です

かな。その辺、どの程度まで今、決まっているのか、ちょっとお聞きしたいと

思いますので、以上よろしくお願いいたします。  

 それと、先にスポーツイベントの件、これね、今年ｔｏｔｏ助成でやるとい

うことでしてんけども、コロナの影響で中止ということですねけども、これは

来年度開催されるかどうか分かりませんねけどね、もし、来年度開催されるな

らばね、来年度も町制５０周年として開催されたらいいなと思いますねけど、

その辺の予定があるのかどうか、ちょっとお聞きいたしたいと思います。  

 それから観光大使の件ね、これ、私、以前にも質問いたしました。今回はね、

５０周年という節目の年で、やはり１名、２名でも結構ですけどね、誰か任命

していただいたらいいなということで、ちょっと提案をいたしました。実際そ

の後の検討結果では、近畿大学の学生がいいとかいうような話があって、それ

は検討されたと思いますが、そのほかの人物については、あまりにも検討され

てないように思いますねけども、実際何人か、数名、数を上げて検討されたの
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かどうかね。それをちょっとお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、順次お答え申し上げたいと思います。  

 記念式典については中止の判断をしたということでお答えさせていただきま

した。その中で来年、成人式以降の式典までにはまだまだ時間があるという中

で、もうちょっと期間を見ての判断をしてはどうかという、そういうような御

質問を頂いております。この記念式典の開催に当たっては、２月に予定してお

りましたけれども、当初はどのような記念式典をするかということで、随分い

ろいろともう検討もさせていただきました。通常であれば当然、文化センター

の大ホールにおきまして、来賓の方も多数お呼びして、講演会もするとそうい

うような形にも思っておりました。  

 それと併せて、５０周年の記念ということでございますので、文化センター

のオープン記念と併せて、議員、先ほどから提案ありましたように、町のイベ

ントですね、例えば、文化祭であるとか、それ以外にいろんなイベント・行事

がありますので、それらに冠をつけて、文化センターオープン記念、また町制

施行５０周年記念とそういう冠をつけて複数の事業を実施すると、そういう方

向で考えておったわけですけども、いまだにコロナの収束が見込めないという

ことで、そういった記念式典については現段階においては、もうやむなく中止

をすると、このような判断にさせていただいたところでございます。  

 来年以降ですね、このコロナの影響がどうなってくるかは分かりませんけど

も、状況によりましては、来年１年間の行事についてですね、５０周年記念と

か、そういった冠をつけて何らかの行事を行っていくと、そういうことは十分

可能でありますので、また検討させていただきたいとこのように思います。  

 それと、近隣の三郷町の記念式典の件について御紹介いただきました。私も

三郷町のほうに直接電話してお聞きしました。三郷町のほうでは当然ＤＶＤの

制作もありましたし、記念品もありましたし、１年間をかけて、聞くところに

よると２，０００万、３，０００万の予算を使って盛大にされたというような

ことでございます。残念ながら、平群町ではそこまでのことはなかなかできま

せんけれどもですね、記念式典と併せてロゴマークも作成しておりますので、

本当にささやかなこともあるかも分かりませんけども、町の既に今、作ってい

る封筒に５０周年のロゴマークを貼るとか、職員の名刺にロゴマークを入れる

とか、ちょっとしたことでもさしていただいて、町民の方に平群町が５０周年
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を迎えたとそういうことがアピールできるような、そういった取組はやってい

きたいと思います。よろしくお願いします。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 ５０周年記念のご当地ナンバーについての御質問にお答えをしたいと思いま

す。  

 まず１点目の、２月１日からの交付を考えておりまして、ナンバープレート

の交換につきましても可能というふうに考えております。それで、どれぐらい

で出来上がっているのかというのかというふうな御質問でございますが、職員

でのプロジェクトチームの開催によりまして、平群町にちなんだものの提案で、

ほぼおおよそ出来上がってきておるというふうなところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 教育委員会より再質問にお答えいたします。  

 「みんながアスリートへぐりスポーツデー」の次年度の開催についての御質

問でございますが、共催団体でありますくまがしクラブ、そして地域振興セン

ター、そして平群町と次年度開催できる方向で協議を進めていきたいと考えて

おります。補助金のほうも、今年度はコロナの影響で中止ということで、次年

度も引き続きその補助金がつけていただけるということも確認しております。  

 それと、その大会の中で町制５０周年記念事業の冠をつけてはということで

ございます。これももちろん、つけさせていただく予定をしておりました。そ

して次年度につきましては、教育委員会主催のイベント並びにスポーツ大会に

おきましても、町制５０周年記念事業の冠はできる限りつける方向で検討して

いきたいと考えております。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 先ほど議員から頂きました町制施行５０周年の関係で、ちょっと私、答弁が

漏れておりましたけども、式典自体は残念ながら中止と、そういうふうにさせ

ていただきますけども、町制施行５０周年の記念すべき節目を迎えるというこ

とで、町の歴史を振り返る意味でも何かやはり町民の皆様にも形に残るものを

何かお渡しできないかと、そういう意味では今のところは記念誌的なものの発
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行も考えておりますので、それは御報告をさせていただきます。  

 それとあと、観光大使の件です。これは議員からも今、御質問いただきまし

たように、以前、平成３０年ぐらいに御質問いただいたかと思います。観光大

使については、近隣の例も見てみますと、斑鳩町とか王寺町、安堵町について

もですね、観光大使、ふるさと大使ということでそういった方々を任命して、

町の広報活動、観光のＰＲに努められております。先ほどからも質問いただい

ていますけども、町制施行５０周年ということで、今はまだその観光大使、ふ

るさと大使ということで、その任命は実現しておりませんけども、せっかくの

節目ということでありますので、ぜひともまた引き続き検討していきたいと思

います。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 式典は中止ということですが、今、巳波課長のほうから記念誌的なものを町

民に配布するということで、よろしくお願いしたいと思います。  

 それと来年１年間ね、各種大会に町制施行５０周年という冠をつけて開催し

たいという方向で検討したいということで、これは教育委員会のほうもそうい

う方向でいきたいということですので、確かによろしくお願いしたいと思いま

す。  

 それとね、これ、実現するかどうか分かりませんねけども、コロナが収束を

して、なってきたときにね、例年７月１１日に町民集会ありますわな。差別を

なくす町民集会。このときにね、収束した場合ですよ、前半と後半に分けてね、

前半に講演会、１時間でもやってもらう。後半にね、これも前も提案いたしま

した、演奏会か何かやってもらう。たとえ半時間でもね、やっぱり５０周年と

いう分かるようなね。これもコロナの収束にもよりますねけどね。これは演奏

会は平群町にゆかりのある高校、これはもうある程度決まってきますけれども、

警察音楽隊とか自衛隊音楽隊とかいろいろありますけれども、そういうことを

考えてみてはどうかなと思いますねけども、その点について、もう駄目やった

ら駄目で結構ですし、ちょっとお答え願えたらありがたいと思います。  

 それと、２番のナンバープレートの事業ですね。２月１日から現在持ってい

るものも交換できるということでありがたいと思います。図柄も大方できてる

と。今、発表する段階ではないねけども、できているということですねけども、

楽しみにしておりますのでお願いします。  

 ただね、一つだけ発行時に、２月１日にね、多分、今も問合せがあるのかど
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うか知りませんねけども、いろんな問合せが来る。順番に並ぶのがいいのかど

うか分かりませんねけどね、そういうような場合ね、発行時の混雑を防ぐため

に事前に抽せんか何かをやるべきではないかと思いますねけども、その点につ

いて、よろしくお願いしたいと思います。  

 スポーツイベントの件は、松村課長、丁寧な御答弁ありがとうございました。

来年度１年間よろしくお願いしたいと思います。  

 それから観光大使の件ね、これ、難しい話で、何人か模索して考えてはどう

かということですねけども、平群の良さをアピールする、ＰＲするということ

で検討していきたいということですねけども、何とか５０周年記念で１人でも

２人でも選ばれたらいいなと思いますねけどもヒントになるかどうか分かりま

せんねけども、一つは、これは岩﨑町長に提案した人物もおられます。これ、

Ａ氏としたらＡ氏ですねけども、これは多分当時の政策推進課にも回ってきた

と思いますねけども、そっからどうなったのか分かりませんねけども、そうい

う人にお願いするとか、あと、これ、平群町まちおこしプロデューサーという

事業がありますのかな、ここに何人登録されているのか知りませんねけれども、

こういうまちおこしプロデューサーというような方になっていただくのも一つ

の方法かなと思いますねけども、その点について、いかがですかな。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 再質問にお答えしたいかと思います。  

 ５０周年記念の記念行事の件について、御提案を頂いております。来年の７

月の町民集会、前半、後半に分ける中で、後半部分に演奏会とかそういうよう

な御提案を頂きました。先ほども申しましたけども、５０周年記念ということ

でいろんな事業を考えておったんですけども、コロナでできなかった。ただ、

町の行政が平準化すれば、やはりいろんなイベント・行事というものは、また

例年どおりといいますか、例年以上にいろんな事業を行っていく必要がござい

ます。先ほども文化センターの件を申しましたけども、残念ながら、今も入場

制限をする中で使っていただいてるとそういう現状もございますけども、やは

り、せっかくオープンした文化センターも何かちょっと消化不良のとこもござ

いますので、いろんなイベント・行事、庁内の各課、複数課にまたがっており

ますけども、イベント行事について、そういった関係課と連携も取りながらで

すね、できるだけ、せっかくの５０周年という節目でございますので、連携を

取りながら、そういった記念行事が実施できるように考えてまいりたいと思い

ます。  
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 それと、今、観光大使の件に関連して、まちおこしプロデューサーの方につ

いての御質問いただきました。このまちおこしプロデューサーにつきましては

ですね、現在も要綱がまだ残っておりまして、平成２４年の８月からこの要綱

ができております。現在のところ、ある方をこのまちおこしプロデューサーに

任命させていただいております。実際のところの活動は、この方は椿井城址の

保全活動協議会の委員様ということで、年に１回か２回かの会議になるか分か

りませんけども、そういった方に来ていただいて、いろいろと御協力、御尽力

をしていただいているところでございます。  

 今後こういったまちおこしプロデューサーの方もぜひ活躍をしていただける

機会があれば、ぜひ町内で活躍していただいて、観光大使、まちおこしプロデ

ューサー、いろんな方に平群町の魅力とか観光を発信してもらうという意味で

ですね、また活躍してもらえるような場を十分考えていきたいと思います。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 町制５０周年記念のご当地ナンバーの交付日の当日の混乱を緩和するために

事前の申込みを行う方向で現在検討しております。それでですね、申込みの方

法が決まり次第、町の広報紙やホームページに掲載をいたしまして、ＰＲを図

ってまいりたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 イベント関係については来年１年、来年収束すれば一番いいのですけれども、

いろんなイベント・事業、活発化していくということで、これはもう誰もが願

うことですのでね、よろしくお願いしたいと思います。  

 ２点目のご当地ナンバープレート、発行時の混雑ということですねけども、

これも事前申込みを行いたいということですねけども、実際どんな感じになる

のか分かりませんけども、抽せんになるのかどうか分かりませんけども、事前

申し込みをするということです。  

 それから、３点目の観光大使についてはね、今、課長のほうからありました

平群町まちおこしプロデューサーの方とのちょっと連携も考えてはどうかとい

うことですねけども、それと過去に提案したＡ氏についても、ぜひ検討願いた

いと思います。近畿大学とはこれはいろいろ話合いをされてましたけど、学生

さんのほうから「ちょっと無理ですわ」というような返事でありますので、今

後もう一回再度、協議しても無理かなと思いますので、ちょっとしんどいかな
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という気がいたします。  

 ほんで、最後にね、これ、記念式典、大事な式典、一番楽しみにされており

ました町長が断腸の思いで断念されたと思いますが、その点について、町長の

ほうから一言よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 町制５０周年、来年の２月に迎えるわけなんですけども、コロナ禍の環境の

中で、各種イベント、本当に町の行事全て中止というふうになってしまいまし

た。これについては本当に、文化センターのオープンも人数を縮小しての開催

となったわけなんですけども、コロナ禍が収束すれば住民が元気になるように、

そういうふうなイベントについても取り組んでまいりたいと思います。よろし

くお願いいたします。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 残念な結果と言うしか方法ないですねけども、また急速に回復すれば、また

いろんな方法があるかと思いますねけど、よろしくお願いしたいと思います。  

 この点については、以上で結構です。  

○議  長  

 ここで職員が入れ替わりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、下中議員御質問のまち・ひと・しごと創生総合戦略についてお答

え申し上げます。  

 本町では平成２７年度、地方創生、人口減少克服という課題に取り組むため、

第５次総合計画の人口対策を基本に「平群町人口ビジョン」「平群町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」を策定しております。  

 総合戦略では、人口ビジョン実現に向けて、令和元年度までの５年間の基本

目標を掲げ、施策を推進してきたところでございます。地方創生や定住促進と

いった人口対策は一足飛びに実現できるものではありませんが、本町が誇れる
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魅力ある施設や特色のある自然環境、心豊かで人と人との温かいつながりなど、

町の魅力を再認識できたと、まず理解しているところでございます。  

 総合戦略は議員御指摘のように、一定の成果が見られるものの、人口減少は

続いており、引き続き、きめ細かな子育て支援策や、仕事の場を創出し、若者

が町内で住み続けられる取組などが必要となっております。  

 そこで、議員御質問の第２期総合戦略策定の件ですが、国の基本方針として、

地方においても国の総合戦略を勘案し、地方創生の充実、強化に向け、切れ目

のない取組を進める必要があることから、第２期地方版総合戦略の策定の必要

があるとされているところであります。平群町においては、これまでの実施状

況や国が示す基本方針等を踏まえて改訂を行うものでありますが、施策、事業

の継続性を考慮し、四つの基本目標から成る現行の枠組みを引き続き維持する

ことを基本と考えています。  

 なお、第５次総合計画が令和４年度で期間満了となることから、それとの関

連性も踏まえて、現行の総合戦略の期間延長による改訂にとどめたいと考えて

おります。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 結論的には、現行の総合戦略の期間延長については改訂によるものにとどめ

ておきたいということは、元年度で終了してますわな、これは。だから、もう

１年ざっと過ぎようとしてますねけども、６次総合計画の新たな出発の令和４

年度までは、これ、ということは、総合戦略は一応元年度で終了しているが、

その期間延長と見ていいのですかね、今は。それだけ一つ、お願いしたいと思

います。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 再質問お答えいたします。  

 期間延長の件ですけども、総合戦略は令和元年度で終わっております。国の

方針としてですね、地方の総合戦略は切れ目のないように取組を進めるという

ことでございますので、現在、令和元年度で総合戦略の期間が満了しておりま

すけども、令和４年度まで期間を延長し、令和５年度から、これからつくりま

す第６次総合計画と併せて同時にスタートすると、そういうような考えでござ

います。  
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○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 ということは今現在、期間延長の時間ということですねけども、国の指針で

は切れ目のない取組を進める必要があるということで、現在の現行計画をその

まま踏襲して延長ということになっておりますねけども、ただ、その間にね、

中身、今見るとかなり、無駄と言うと語弊がありますけども、こんなのもうち

ょっと外しててもいいのかなというふうな部分もあると思います。そんな部分

についてはね、あと２年間ですかな、うまく処理していただいて、もうちょっ

と簡素化にしていただくほうがいいかなと思います。  

 ほんで、それで基本目標四つをそのまま踏襲ということですねけども、ちょ

っと具体的に１に入りますので、これ、基本目標１、「若者が住めるまち、住み

たくなるまち」ということが定住化促進でうたわれております。その中でね、

定住化促進奨励金制度というのがありますわな。これ、目標９０件で元年度決

算で１５６件とこれは十分に達しているところですが、これ、この制度はもう

終わりとかいろんな議論がありますけども、この計画が延長されるのであれば

これも延長されるのではないかと思いますが、その点いかがですかな。  

 それとね、いろいろ四つありますねけども、ちょっと簡単にだけ、一番最後、

基本目標４「地域を守り、地域をつなぐ」というところでありますけども、こ

の中でね、これね、公民館の利用者であるとか、公民館教室の開催数がとかい

ろいろ書いておりますねけどもね、その次に防災面が書いてありますけども、

実際、地域を守り、地域をつなぐということであればね、防災面が先に出てく

るのが当たり前かなと思いますねけども、その点、簡単な改訂がされるのかど

うか分かりませんねけど、その点についてちょっとお願いしたいと思います。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 総合戦略の改訂、期間延長に当たって、今の総合戦略の中でいろんな基本施

策、基本目標、目標指標がありますけども、もう少し簡素化してはどうかとい

うような御質問も頂いております。議員も御指摘いただきましたけれども、総

合戦略の中の基本目標の各施策、いろいろありますけども、現状値と目標値の

比較においては目標値に達成しているものもございますけども、達成できてい

ない、そういうものもございます。達成の目標と大きな乖離があるものについ

ては現状分析して、基本目標の達成が厳しいものについては目標設定の変更、

そういうものも考えていきたいと思います。また、それ以外に目標値の時点修
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正や、現時点でマッチングしていない取組の削除、そういった改訂も考えてい

きたいかと思っております。  

 それと、基本目標の１にありました定住促進の奨励交付金の件でございます。

この交付金については、今年度１２月末をもって一応期間が切れるということ

でございます。この交付金の制度の継続については、もう間もなく結論を出そ

うかなと思っておりますけども、やはり一定の成果のある制度かなと思ってお

ります。交付実績と交付件数については、さきの議会の一般質問でもいろいろ

頂いておりますけども、町としては、やはり一定の成果がある交付金制度とい

うことで、今後どういう形で継続というか、継続させていただくのか、この場

で明言はできませんけども、継続も含めて検討してまいりたいと思っておりま

す。  

 それと、基本目標４の中のいわゆる基本施策の並べ方の問題なんですかね。

防災等の身近な拠点づくりということで御質問いただきました。先ほど申しま

すように、今、現行の総合戦略については期間延長して、現状に合わないもの

については削除も含めた改訂を行うということなので、この四つの基本目標の

基本的な枠組みはこのままということで、当然、構成の仕方、並び方について

も現在はこのまま行かせていただきたいと思っております。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 いろいろと質問いたしまして、課長、丁寧に答えていただいてありがとうご

ざいます。  

 定住化促進についても継続の方向でということですので、ぜひともよろしく

お願いしたいと思います。  

 それと、これ、最後にね、６次総合計画が令和４年度から出発しますのかな。

そこまでにこの総合戦略も期間延長してやっていくということで、上は６次総

合計画があって、その下に総合戦略があるわけですねけども、これ、きちっと

タイアップしてやっていくと。大きな６次総合計画をつくって、その一部の中

の総合戦略については別とじの総合戦略をつくっていくという方向でよろしい

でしょうかな。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 ただいま総合計画と総合戦略のつくり方というか、その考え方について御質

問いただいたかと思っております。  
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 第２次総合戦略については、国や県が策定する長期ビジョン、国や県の総合

戦略などと連携して、令和５年度から始まる６次総合計画との関連性を当然十

分持たせながら、人口減少対策と地域活性化につながる取組を継続し、住みよ

い環境を確保して、将来にわたって活力がある社会の維持を図るということを

目的につくるものでございますので、当然、総合計画の中に総合戦略が含まれ

ていると、そういうような考え方でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 なかなか難しい問題もいろいろはらんでいると思いますけれども、大切な計

画でありますので、今は期間延長ということでありますけど、その間に改訂も

していくということですので、よろしくお願いしたいと思います。それと６次

総合計画と相まって、立派な計画をつくっていくということですので、よろし

くお願いしたいと思います。  

 以上で私の一般質問を終わります。  

○議  長  

 それでは、下中君の一般質問をこれで終わります。  

 あと５名の質問者がありますが、これをもって本日の一般質問を終了し、明

日改めて一般質問を行いたいと思います。  

 本日の会議はこれで延会したいと思いますが、御異議ございませんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○議  長  

 異議なしと認めます。本日はこれで延会することに決定いたしました。明日

は午前９時から本会議を開き、一般質問を続行します。  

 本日はこれにて延会いたします。  

（ブー）  

延    会  （午後  ４時４８分）  


